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は
じ
め
に

　

一
九
〇
〇
年
初
頭
の
日
本
の
芸
術
界
に
つ
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
と
イ
ギ
リ
ス

か
ら
の
影
響
の
解
明
に
力
が
注
が
れ
て
き
た
が
、
ド
イ
ツ
か
ら
の
影
響
に
つ
い

て
は
解
明
が
遅
れ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
、
ド
イ
ツ
美
学

に
お
け
る
「
感
情
移
入
説
」
は
、
森
鴎
外
（
一
八
六
二
〜
一
九
二
二
）
が
『
審

美
綱
領
』（
一
八
九
九
年
）
に
お
い
て
、
ハ
ル
ト
マ
ン
（
一
八
四
二
〜
一
九
〇
六
）

が
「
美
の
哲
学
」
を
取
り
上
げ
て
以
降
、
感
情
移
入
の
思
想
が
広
ま
り
、
か
な

り
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
感
情
移
入
美
学
の
日
本
に
お
け
る
受
容
史
の
初
期
と
、

体
系
化
を
果
た
し
た
時
期
に
着
目
し
、
中
で
も
、
そ
の
思
想
の
中
核
と
さ
れ
る

テ
オ
ド
ー
ル
・
リ
ッ
プ
ス
（
一
八
五
一
〜
一
九
一
四
）
の
説
が
ど
の
よ
う
に
受

容
さ
れ
た
か
を
中
心
に
見
て
い
き
た
い
。

　

リ
ッ
プ
ス
の
感
情
移
入
説
の
受
容
史
で
は
、
こ
れ
ま
で
阿
部
次
郎
（
一
八
八

三
〜
一
九
五
九
）
の
『
美
学
』（
岩
波
書
店
、
一
九
一
七
年
）
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
の
体
系
を
最
初
に
紹
介
し
た
の
は
、
伊
藤
尚ひ
さ
し

の
（
1
）「

リ
ッ
プ
ス
論
」（『
早
稲
田

文
学
』
第
七
二
号
、
一
九
一
一
年
一
一
月
）
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
伊
藤
尚
の

紹
介
（
2
）の
内
容
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
、
そ
れ
が
果
た
し
た
役
割
、
ま
た
、
阿
部

次
郎
と
で
は
、
そ
の
理
解
に
ど
の
よ
う
な
ち
が
い
が
あ
る
か
に
つ
い
て
比
較
検

討
し
て
み
た
い
。

　

な
お
、
リ
ッ
プ
ス
が
感
情
移
入
説
を
体
系
化
し
た
と
い
わ
れ
る
の
は
、
人
格

主
義
の
哲
学
と
関
連
づ
け
て
展
開
し
た
こ
と
に
大
き
な
理
由
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
。

　

人
格
主
義
は
、
個
々
人
の
世
界
観
や
思
想
に
重
点
を
お
い
た
考
え
方
を
い
い
、

シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ハ
ー
（
一
七
六
八
〜
一
八
三
四
）
に
始
ま
り
、
二
十
世
紀
の

初
頭
に
フ
ラ
ン
ス
の
ル
ヌ
ー
ビ
エ
（
一
八
一
五
〜
一
九
〇
三
）
が
悪
の
解
決
を

目
的
に
実
践
哲
学
へ
思
想
（
3
）を

広
め
、
ド
イ
ツ
の
シ
ュ
テ
ル
ン
が
個
体
的
差
異
の

心
理
学
（
4
）へ
展
開
し
、
ア
メ
リ
カ
の
バ
ウ
ン
（
一
八
四
七
〜
一
九
一
〇
）
に
よ
り
、
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入
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
対
象
に
感
情
を
落
と
し
込
む
表
現
を
お
こ
な
う

も
の
で
あ
る
。
日
本
で
は
、
象
徴
主
義
や
表
現
主
義
、
未
来
派
な
ど
、
他
の
主

義
が
多
く
流
入
し
た
時
期
に
受
容
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
受
容
は
、
一
九
一
〇
年

以
前
か
ら
見
ら
れ
る
。

　

特
に
、
ド
イ
ツ
で
は
そ
の
提
唱
者
と
し
て
テ
オ
ド
ー
ル
・
リ
ッ
プ
ス
が
あ
げ

ら
れ
る
。
彼
は
、
ド
イ
ツ
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
教
授
で
哲
学
者
、
心
理
学
者
で

も
あ
り
、
感
情
移
入
説
の
代
表
的
人
物
で
あ
る
。
こ
の
感
情
移
入
説
の
概
念
は
、

美
的
な
客
観
主
義
か
ら
主
観
主
義
へ
の
推
移
で
あ
る
と
も
い
え
、
こ
の
点
に
つ

い
て
は
、
後
に
ヴ
ォ
リ
ン
ゲ
ル
（W

ilhelm
 W

orringer （
7
））

も
一
九
〇
八
年
の

A
bstraktion und Einfühlung.

（
抽
象
と
感
情
移
入
）
の
中
で
述
べ
て
い
る
。

彼
は
、
著
書
の
中
で
、
こ
の
美
学
体
系
に
つ
い
て
、
ロ
ッ
チ
ェ
（
8
）、
フ
ィ
ッ
シ
ェ

ル
（
9
）、

フ
ォ
ル
ケ
ル
ト
（
10
）、
グ
ロ
ー
ス
（
11
）、
ジ
ー
ベ
ッ
ク
（
12
）等
に
よ
っ
て
既
に
リ
ッ
プ

ス
の
感
情
移
入
美
学
の
体
系
化
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　

リ
ッ
プ
ス
は
、
自
身
の
感
情
移
入
説
を
唱
え
る
に
際
し
て
、
一
九
〇
六
年
一

月
の
『Zukunft

』
に
自
身
の
学
説
を
発
表
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
対
象
が

内
へ
移
入
す
る
も
の
は
一
般
的
に
言
え
ば
、「
生
命
」
で
あ
る
と
述
べ
、
そ
の

「
生
命
」
は
同
時
に
「
力
」
で
あ
る
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
力
は
内
的
な

働
き
や
行
動
で
あ
る
と
し
た
う
え
で
、「
力
」
で
あ
る
と
こ
ろ
の
「
生
命
」
こ

そ
が
、「
活
動
」
で
あ
る
と
い
う
。
彼
は
、
そ
の
「
活
動
」
を
「
意
志
活
動
」

と
言
い
換
え
て
お
り
、
さ
ら
に
、
従
来
、
感
情
の
中
で
も
快
不
快
を
分
け
て
い

た
も
の
が
多
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
リ
ッ
プ
ス
は
そ
れ
を
分
け
ず
に
「
情

調
（Gefühlston
）」
と
い
う
言
葉
で
、
こ
れ
を
一
つ
に
し
た
。

人
格
神
の
考
え
と
関
連
づ
け
て
体
系
化
し
た
（
5
）と

い
わ
れ
て
い
る
。
日
本
で
は
、

パ
ウ
ル
・
ベ
ル
グ
マ
ン
著
、
杉
山
富
槌
訳
の
『
社
会
的
教
育
学
』（
同
文
館
、

一
九
〇
一
年
）
が
教
育
学
の
立
場
か
ら
受
容
（
6
）さ
れ
、
ヘ
フ
デ
ン
グ
（
一
八
四
三

〜
一
九
三
一
）
の
『
宗
教
哲
学
』（
博
文
館
、
一
九
一
二
年
）
の
受
容
も
見
ら
れ
る
。

そ
こ
か
ら
、
や
が
て
、
阿
部
次
郎
の
『
人
格
主
義
』（
岩
波
書
店
、
一
九
二
二
年
）

や
波
多
野
精
一
（
一
八
七
七
〜
一
九
五
〇
）
の
『
宗
教
哲
学
』（
岩
波
書
店
、
一

九
三
五
年
）
が
展
開
し
て
ゆ
く
流
れ
で
あ
る
。

　

阿
部
次
郎
の
『
人
格
主
義
』
に
は
、
感
情
移
入
説
に
関
す
る
記
述
も
含
ま
れ

て
お
り
、
人
格
主
義
と
感
情
移
入
説
の
受
容
は
、
深
く
関
連
し
て
い
た
。
つ
ま

り
、
感
情
移
入
美
学
の
受
容
史
を
考
察
す
る
に
は
、
同
時
に
人
格
主
義
と
の
関

連
を
避
け
て
と
お
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
あ
る
。

　

実
際
、
伊
藤
尚
の
「
リ
ッ
プ
ス
論
」
も
、
人
格
主
義
と
の
関
連
を
論
じ
て
い

る
。
ま
ず
、
そ
れ
が
『
早
稲
田
文
学
』
の
中
で
ど
の
よ
う
な
反
響
を
呼
び
起
こ

し
た
か
、
感
情
移
入
説
と
人
格
主
義
の
日
本
に
お
け
る
萌
芽
を
探
る
と
こ
ろ
か

ら
は
じ
め
た
い
。
そ
し
て
、
次
に
、
阿
部
次
郎
の
『
人
格
主
義
』
へ
ど
の
よ
う

に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
か
を
検
討
す
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
日
本
に
お
け
る

感
情
移
入
美
学
の
受
容
が
、
ど
の
よ
う
な
道
を
辿
っ
た
か
、
そ
の
流
れ
を
解
明

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。

一
、
感
情
移
入
説

一
─
１　

ド
イ
ツ
感
情
移
入
説

　

感
情
移
入
説
は
、
ド
イ
ツ
で
盛
ん
に
な
っ
た
美
術
概
念
で
主
に
「
主
観
の
挿
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ま
た
、
こ
の
中
に
「
感
情
移
入
説
」
の
思
想
に
つ
い
て
興
味
深
い
記
述
が
見

ら
れ
る
。

生
命
と
形
態
と
い
ふ
こ
と
は
形
態
の
み
を
考
へ
れ
ば
そ
れ
は
た
ヾ
抽
象
し

た
空
の
も
の
に
過
ぎ
な
く
な
る
し
、
生
命
の
み
を
感
ず
れ
ば
、
そ
れ
は
単

な
る
印
象
と
な
る
。
両
者
が
離
れ
て
見
え
る
間
は
、
其
の
事
物
は
決
し
て

美
と
な
ら
ぬ
。
形
態
は
直
ち
に
生
命
で
、
生
命
は
直
ち
に
形
態
と
い
ふ
堺

が
美
で
あ
る
。
其
の
斯
く
の
如
く
な
る
の
は
畢
竟
事
物
の
形
態
が
我
れ
の

感
情
に
入
り
、
生
命
が
我
れ
の
理
解
に
入
つ
て
、
我
れ
の
中
で
密
な
る
抱

合
を
遂
げ
る
か
ら
で
あ
る
（
15
）。

　

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、「
事
物
の
形
態
が
我
れ
の
感
情
に
入
り
、
生
命

が
我
れ
の
理
解
に
入
つ
て
、
我
れ
の
中
で
密
な
る
抱
合
を
遂
げ
る
」
の
部
分
で

あ
る
。
ま
さ
に
こ
の
思
想
は
「
感
情
移
入
説
」
そ
の
も
の
で
あ
る
。
先
の
伊
藤

の
「
リ
ッ
プ
ス
論
」
の
中
で
も
同
様
の
内
容
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
や
は
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
合
一
が
調
和
へ
つ
な
が
る
こ
と
を
重
視
す
る
思
想
が
読
み
取
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
断
片
的
と
は
い
え
、
こ
の
時
点
で
抱
月
に
「
感
情
移
入
」
の

思
想
が
見
え
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
体
系
的
に
本
格
的
な
受
容

と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
伊
藤
の
「
リ
ッ
プ
ス
論
」
が
最

初
で
あ
ろ
う
。
次
に
、
そ
の
内
容
を
見
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
色
の
調
子
（T

on der Farbe

）
と
い
う
意
味
で
も
同
様
で
、「
感
情
」

と
い
う
概
念
自
体
に
中
心
を
お
く
「
内
的
な
自
己
活
動
」
が
彼
の
唱
え
る
感
情

移
入
説
で
あ
っ
た
。

　

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
日
本
で
の
感
情
移
入
説
受
容
に
つ
い
て
は
、
森
鴎
外

の
『
審
美
綱
領
』
か
ら
広
ま
っ
て
い
っ
た
。

　

日
本
で
リ
ッ
プ
ス
の
全
訳
が
出
た
の
は
、
一
九
二
六
年
で
稲
垣
末
松
の
『
リ

ッ
プ
ス
美
学
大
系
』（
同
文
館
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
の
膨
大
な
紙
面
か
ら
も

う
か
が
え
る
よ
う
に
、
稲
垣
の
『
リ
ッ
プ
ス
美
学
大
系
』
は
、
感
情
移
入
を
含

む
リ
ッ
プ
ス
の
美
に
つ
い
て
詳
細
に
訳
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
訳
が
出
る
ま
で
日

本
の
リ
ッ
プ
ス
受
容
は
、
果
た
し
て
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

次
に
、
こ
の
点
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。

一
─
２　

伊
藤
の「
リ
ッ
プ
ス
」論
以
前
─
島
村
抱
月
の「
感
情
移
入
説
」受
容

　

伊
藤
尚
の
「
リ
ッ
プ
ス
論
」
は
、
日
本
で
最
初
期
の
リ
ッ
プ
ス
受
容
を
示
す

資
料
と
し
て
興
味
深
い
。
そ
し
て
、
日
本
に
リ
ッ
プ
ス
が
広
ま
る
影
響
と
し
て
、

最
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
、
阿
部
次
郎
の
『
美
学
』（
岩
波
書
店
、
一

九
一
七
年
）
だ
ろ
う
。

　

た
だ
し
、
そ
れ
よ
り
以
前
に
も
断
片
的
に
は
、
日
本
で
リ
ッ
プ
ス
は
知
ら
れ

て
い
た
（
13
）。

　

ま
ず
、
一
九
〇
六
年
二
月
の
『
早
稲
田
文
学
』
第
二
号
に
掲
載
さ
れ
た
、
島

村
抱
月
の
「
動
的
美
学
（
14
）」

に
そ
の
名
が
見
ら
れ
る
。
こ
こ
か
ら
、
既
に
知
識
人

た
ち
の
間
で
リ
ッ
プ
ス
に
対
す
る
一
定
の
認
識
が
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
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と
こ
ろ
で
、
伊
藤
が
リ
ッ
プ
ス
と
の
比
較
に
オ
イ
ケ
ン
を
持
ち
だ
し
た
の
に

は
理
由
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
早
稲
田
大
学
の
哲
学
史
を
見
れ
ば
解
さ
れ
る
。

　

早
稲
田
大
学
の
哲
学
界
は
、
小
山
甫
文
（
18
）「
日
本
哲
学
史
の
一
断
面
と
し
て
の

早
稲
田
大
学
に
於
け
る
哲
学
研
究
の
展
開
」（『
人
文
科
学
研
究
』
第
一
五
号
）
に

よ
る
と
、「
最
初
早
稲
田
学
園
に
哲
学
に
関
す
る
諸
講
座
が
設
け
ら
れ
た
の
は
、

我
国
に
哲
学
が
輸
入
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
つ
て
丁
度
三
十
年
後
の
明
治
二
十
四

年
の
秋
か
ら
で
あ
つ
た
」
と
い
い
、
坪
内
逍
遥
（
19
）、
大
西
祝
は
じ
め

が
（
20
）中
心
と
な
り
発

展
し
て
い
っ
た
。
そ
の
際
、
大
西
は
、
そ
の
後
の
早
稲
田
大
学
哲
学
科
の
基
礎

を
築
く
役
割
を
果
た
し
た
と
い
う
。
そ
の
彼
が
、
一
八
九
八
年
二
月
十
八
日
欧

州
留
学
に
向
か
う
。
そ
こ
で
、
彼
は
「
三
十
一
年
四
月
エ
ナ
に
到
着
、
直
ち
に

当
時
理
想
主
義
者
と
し
て
名
声
高
か
つ
た
オ
イ
ケ
ン
の
も
と
に
行
き
、
彼
の
非

常
な
歓
迎
を
受
け
た
」
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
大
西
は
必
ず
し
も
オ
イ
ケ
ン
の

哲
学
に
対
し
て
好
意
的
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
、
小
山
氏
に
よ
る
と
、

大
西
は
オ
イ
ケ
ン
の
こ
と
を
「
彼
は
哲
学
を
狭
小
な
る
範
囲
に
収
縮
し
て
い

る
」
と
評
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
記
述
か
ら
、
早

稲
田
大
学
の
哲
学
界
に
お
け
る
オ
イ
ケ
ン
の
登
場
は
、
最
初
期
に
遡
る
こ
と
が

わ
か
る
。
そ
の
後
、
オ
イ
ケ
ン
は
、
理
想
主
義
、
新
カ
ン
ト
派
理
想
主
義
の
立

場
を
取
っ
て
い
た
金
子
筑
水
（
馬
治（21
））
に
よ
り
、
新
思
潮
と
し
て
紹
介
さ
れ
、

早
稲
田
大
学
の
哲
学
界
に
お
い
て
、
彼
は
学
ぶ
べ
き
哲
学
者
と
な
る
。

　

オ
イ
ケ
ン
の
哲
学
は
、
従
来
の
哲
学
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
の
経
験
論
（
22
）、

フ
ラ
ン

ス
や
ド
イ
ツ
に
隆
盛
し
た
純
理
論
（
23
）の

二
つ
の
系
統
が
打
ち
立
て
ら
れ
た
中
で
、

イ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
カ
ン
ト
（
24
）の
純
理
論
、
唯
心
論
（
25
）か
ら
派
生
し
た
フ
ィ
ヒ
テ
（
26
）や

二
、
伊
藤
尚
の
リ
ッ
プ
ス
受
容

二
─
１　

伊
藤
尚
の
「
リ
ッ
プ
ス
論
」
と
早
稲
田
大
学
の
オ
イ
ケ
ン
受
容

　

リ
ッ
プ
ス
の
紹
介
の
嚆
矢
と
思
わ
れ
る
伊
藤
尚
の
「
リ
ッ
プ
ス
論
」
に
は
次

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

リ
ッ
プ
ス
の
考
に
よ
れ
ば
吾
人
は
決
し
て
自
己
を
離
れ
て
は
何
等
の
経

験
を
も
為
し
得
な
い
の
で
あ
る
。
ラ
イ
フ
の
研
究
と
は
や
が
て
自
己
の
研

究
で
あ
る
。
心
理
学
も
倫
理
学
も
美
学
も
研
究
の
対
象
は
自
巳マ
マ

に
始
ま
り

て
自
己
に
終
る
の
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
吾
人
が
真
に
経
験
し
得
る
も
の

は
単
に
自
巳マ
マ

意
識
の
み
で
あ
つ
て
、
そ
れ
以
外
に
は
真
の
意
味
で
の
経
験

は
な
い
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
自
己
意
識
な
る
も
の
は
根
本
的
に
吾
人
の

有
す
る
事
実
で
あ
つ
て
、
之
以
外
に
又
之
以
上
に
遡
る
事
は
出
来
な
い
の

で
あ
る
。
飽
く
ま
で
も
事
実
に
立
脚
し
事
実
に
終
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

事
実
を
離
れ
た
る
思
想
は
根
底
の
無
い
思
想
で
あ
る
。
従
つ
て
リ
ッ
プ
ス

に
オ
イ
ツ
ケ
ン
の
如
き
理
想
主
義
的
思
想
を
見
出
す
事
は
出
来
な
い
（
16
）。

　

伊
藤
の
リ
ッ
プ
ス
理
解
は
、
全
て
の
経
験
が
自
己
に
存
在
す
る
と
い
う
意
味

に
お
い
て
、「
事
実
を
離
れ
」
る
こ
と
が
な
い
思
想
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
こ
こ

で
は
、
オ
イ
ケ
ン
（
17
）の

「
理
想
主
義
的
思
想
」
と
の
差
を
強
調
し
て
い
る
。
し
か

し
、
実
は
伊
藤
は
リ
ッ
プ
ス
と
オ
イ
ケ
ン
の
思
想
に
共
通
す
る
思
想
を
見
出
し

て
い
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
後
に
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。
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に
リ
ッ
プ
ス
が
早
稲
田
大
学
で
講
義
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

ま
た
、
先
の
『
早
稲
田
文
学
』
第
四
四
号
に
は
、
波
多
野
精
一
（
33
）の
名
も
あ
り

「
カ
ン
ト
研
究
」
を
お
こ
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
人
格
主
義
の
研
究
で
あ
ろ

う
。

　

即
ち
、
島
村
抱
月
の
「
動
的
美
学
」（
一
九
〇
六
年
）
ま
で
と
、
さ
ら
に
、
こ

の
倫
理
学
研
究
の
一
九
〇
九
年
ま
で
に
は
、
リ
ッ
プ
ス
の
感
情
移
入
説
と
倫
理

学
と
し
て
の
人
格
主
義
に
つ
い
て
、
あ
る
程
度
知
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が

解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

二
─
２　

リ
ッ
プ
ス
の「
ラ
イ
フ
」説
─
伊
藤
の
解
釈
す
る
「
感ア
ン
フ
ユ
ー
ル
ン
グ
テ
オ
リ
ー

情
遊
離
説
」

　

オ
イ
ケ
ン
が
リ
ッ
プ
ス
と
の
比
較
に
使
用
さ
れ
る
に
は
、
早
稲
田
大
学
に
お

け
る
哲
学
史
の
中
で
の
オ
イ
ケ
ン
の
位
置
が
大
き
な
影
響
を
与
え
て
お
り
、
伊

藤
自
身
に
と
っ
て
も
関
心
の
あ
っ
た
「
ラ
イ
フ
」
を
そ
の
テ
ー
マ
と
す
る
こ
と

で
、
彼
の
中
で
オ
イ
ケ
ン
と
リ
ッ
プ
ス
の
思
想
の
比
較
が
生
ま
れ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
そ
の
特
徴
は
、
オ
イ
ケ
ン
の
新
理
想
主
義
と
対
比
し
た
も
の
で
あ
り
、

そ
の
思
想
の
根
底
に
「
ラ
イ
フ
」
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
の
「
ラ
イ
フ
」
は
、

や
が
て
人
格
主
義
へ
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
伊
藤
は
「
人
格
尊
重
」

「
自
己
尊
重
」
が
大
事
で
あ
る
と
リ
ッ
プ
ス
の
思
想
を
分
析
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

彼
は
リ
ッ
プ
ス
の
思
想
で
は
、「
ラ
イ
フ
」
を
生
か
す
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

そ
れ
が
リ
ッ
プ
ス
の
人
生
観
で
あ
る
と
述
べ
る
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
こ
れ
ら
を
検
討
す
る
た
め
、「
ラ
イ
フ
」
と
の
関
係
を
見
る
前
に
、

ヘ
ー
ゲ
ル
（
27
）と

い
っ
た
ド
イ
ツ
唯
心
論
の
次
世
代
の
哲
学
で
あ
る
。

　

オ
イ
ケ
ン
は
、
自
己
の
立
場
を
従
来
の
唯
心
論
と
は
異
な
り
、
科
学
的
で
は

な
く
心
理
的
な
側
面
を
重
視
す
る
方
面
に
基
礎
的
な
立
場
を
置
き
、
そ
の
立
場

を
「
新
理
想
主
義
（
28
）」
と
し
て
提
唱
し
た
。
彼
が
目
指
し
た
の
は
、「
生
の
本
質

的
な
統
合
」
で
あ
る
。
日
本
に
お
い
て
も
オ
イ
ケ
ン
は
「
新
理
想
主
義
の
哲
学

者
」
と
し
て
受
容
さ
れ
て
い
く
。

　

つ
ま
り
、
伊
藤
が
「
リ
ッ
プ
ス
論
」
の
中
で
オ
イ
ケ
ン
に
触
れ
て
い
る
の
は
、

こ
の
よ
う
な
背
景
が
手
伝
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
早
稲
田
大
学
で
は
金
子
に
よ
っ
て
様
々
な
哲

学
者
の
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
る
。
小
山
に
よ
れ
ば
、
金
子
は
「
明
治
三
十
七
年

度
」
に
は
早
稲
田
大
学
の
教
壇
に
立
っ
て
お
り
、
彼
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
る
哲

学
者
は
、
ヴ
ィ
ン
ト
（
29
）や
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
（
30
）の
他
に
リ
ッ
プ
ス
も
そ
の
中
に
入
っ

て
い
た
。

　

と
こ
ろ
で
、『
早
稲
田
文
学
』
第
四
四
号
（
一
九
〇
九
年
七
月
）
に
は
、
白
松

孝
次
郎
（
31
）「

リ
ッ
プ
ス
倫
理
学
研
究
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
倫
理
学
と
い
う
点

か
ら
見
て
、
人
格
主
義
の
研
究
で
あ
る
こ
と
が
知
れ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
隣
に

は
藤
井
健
治
郎
（
32
）の
名
が
あ
り
、
彼
は
「
倫
理
学
研
究
」
の
講
義
を
お
こ
な
っ
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
リ
ッ
プ
ス
を
含
め
た
も
の
か
定
か
で
は
な
い
が
、

藤
井
は
、
前
年
の
一
九
〇
八
年
二
月
に
「
人
生
に
於
け
る
芸
術
の
意
義
」
を

『
早
稲
田
文
学
』
第
二
七
号
に
発
表
し
、
そ
の
中
で
、
リ
ッ
プ
ス
の
「
道
徳
の

美
的
要
素
」
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
た
め
、
先
の
講
義
も
何
ら
か
の
関
わ
り

が
あ
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
か
ら
一
九
〇
九
年
の
時
点
で
既
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「
感ア
イ
ン
フ
ユ
ー
ル
ン
グ
テ
オ
リ
ー

情
遊
離
説
」
な
の
で
あ
る
。
彼
に
と
っ
て
、
こ
れ
ら
は
同
一
概
念
と
し

て
存
在
し
て
い
た
。
伊
藤
は
、
こ
の
説
に
対
す
る
リ
ッ
プ
ス
思
想
の
追
究
を
次

の
よ
う
に
お
こ
な
う
。

　

然
る
に
自
己
の
断
片
的
経
験
を
連
絡
せ
し
め
統
一
を
付
け
る
者
は
自
己

の
意
識
又
は
自
我
の
感
で
あ
る
。
個
々
経
験
は
其
も
の
と
し
て
は
断
片
的

で
あ
る
。
自
我
又
は
意
ペ
ウ
ス
ト
ザ
イ
ン
イ
ツ
ヒ

識
我
は
此
断
片
的
経
験
を
統
一
す
る
中
心
的

で
あ
る
事
を
述
べ
た
。
が
他
人
の
生
活
行
為
も
其
も
の
と
し
て
は
断
片
的

で
あ
る
。
其
断
片
的
生
活
行
為
を
自
己
主
観
よ
り
遊
離
し
た
意
識
我
が
連

絡
せ
し
め
統
一
付
け
て
一
の
中
心
を
な
し
始
め
て
具
体
的
の
他
人
が
出
来

る
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
他
人
の
実
在
す
る
所
以
の
最
後
の
根
拠
は
自
己
が

意
識
我
を
有
す
る
か
ら
で
あ
る
。
其
自
己
の
意
識
我
を
外
物
に
移
し
て
外

物
の
意
識
我
で
あ
る
か
の
如
く
に
感
ず
る
所
に
始
め
て
他
人
は
成
立
す
る
。

他
人
の
中
心
を
な
せ
る
意
識
又
は
我
は
実
は
自
己
の
意
識
又
は
我イ
ツ
ヒ

で
あ

る
。
名
は
他
人
で
あ
る
が
真
に
はIch fühle m

ich ein

即
ち
自
己
を
外

物
中
に
経
験
し
た
も
の
に
多マ
マ

な
ら
ぬ
。
か
く
自
己
を
遊
離
せ
し
む
る
の
が

感ア
イ
ン
フ
ユ
ー
ル
ン
グ

情
遊
離
又
は
自
ゼ
ル
ブ
ス
ト
オ
ブ
エ
ク
テ
イ
フ
ア
チ
オ
ン

己
客
観
化
で
あ
る
（
35
）。

　

と
し
、
他
人
の
中
の
自
己
の
存
在
を
認
識
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で

の
感ア
ン
フ
ユ
ー
ル
ン
グ
テ
オ
リ
ー

情
遊
離
説
に
つ
い
て
、
リ
ッ
プ
ス
の
美
学
先
駆
と
な
っ
た
カ
ン
ト
の
快

楽
説
へ
言
及
し
、
快
楽
説
は
、「
普
遍
的
必
然
的
と
云
ふ
量
の
方
面
で
は
永
続

説
と
拡
充
説
と
が
、
無
目
的
無
利
害
と
云
ふ
質
の
方
面
で
は
遊
離
説
と
遊
戯
本

彼
が
い
う
「
人
格
」
の
根
底
に
あ
る
「
感ア
ン
フ
ユ
ー
ル
ン
グ
テ
オ
リ
ー

情
遊
離
説
」
に
つ
い
て
考
察
し
た

い
。

　

伊
藤
は
、
リ
ッ
プ
ス
が
「
感ア
ン
フ
ユ
ー
ル
ン
グ
テ
オ
リ
ー

情
遊
離
説
」
を
「
具
体
的
に
経
験
的
に
研
究

し
」
て
お
り
、
オ
イ
ケ
ン
の
新
理
想
主
義
と
は
異
な
る
と
主
張
し
、
リ
ッ
プ
ス

の
思
想
の
根
幹
を
な
す
も
の
は
感
情
移
入
説
で
あ
る
と
、
こ
の
中
で
述
べ
て
い

る
。　

彼
に
従
へ
ば
心
理
学
は
全
く
経
験
的
科
学
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
経
験

と
は
自
己
の
意
識
以
外
に
な
い
。
而
し
て
意
識
内
容
は
決
し
て
知
、
情
、

意
な
ど
と
分
れ
て
居
る
の
で
は
な
い
。
個
々
の
内
容
は
自
我
の
感
に
よ
つ

て
連
絡
付
け
ら
れ
統
一
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
単
な
る
知
、
単
な
る
情

単
な
る
意
と
云
ふ
が
如
き
経
験
は
有
り
得
な
い
。
此
三
者
が
合
し
て
始
め

て
具
体
的
の
意
識
作
用
を
な
し
て
居
る
の
で
あ
つ
て
、
之
程
根
本
的
な
直

接
的
な
経
験
は
な
い
の
で
あ
る
。（
中
略
）
リ
ッ
プ
ス
は
大
胆
に
も
此
問

題
に
対
し
て
一
の
断
案
を
下
し
て
居
る
。
之
即
ち
彼
の
有
名
な
る

感ア
イ
ン
フ
ユ
ー
ル
ン
グ
テ
オ
リ
ー

情
遊
離
説
で
あ
つ
て
、
彼
の
美
学
説
の
根
底
を
な
せ
る
思
想
で
あ

る
（
34
）。

　

つ
ま
り
、
知
情
意
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
が
分
か
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
伊

藤
に
よ
れ
ば
、「
個
々
の
内
容
は
自
我
の
感
に
よ
つ
て
連
絡
付
け
ら
れ
統
一
さ

れ
て
居
る
」
と
い
う
リ
ッ
プ
ス
理
解
の
根
幹
を
な
す
思
想
は
、

「
感ア
イ
ン
フ
ユ
ー
ル
ン
グ
テ
オ
リ
ー

情
遊
離
説
」
で
あ
る
。
即
ち
、
伊
藤
に
と
っ
て
「
感
情
移
入
説
」
が
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感
情
を
遊
離
せ
し
む
る
の
で
あ
る
か
く
外
物
を
生
か
し
て
そ
れ
に
感
情
を

移
す
作
用
を
ばV

erm
enschlichung

と
かLebensbetätigung

と
か

O
bjektivierung m

eines Selbstgefühl

と
かIch fühle m

ich in 

einem
 andern

と
か
云
ふ
の
で
あ
る
。
之
が
即
ち
感
情
遊
離
説
で
あ
る
（
38
）。

　

つ
ま
り
、
伊
藤
は
、
自
分
以
外
の
対
象
物
を
生
か
す
た
め
に
自
分
の
感
情
を

そ
れ
に
移
す
作
用
を
、
人
間
的
な
も
の
、
生
活
活
動
や
自
分
自
身
の
客
観
的
な

感
覚
、
さ
ら
に
は
、
自
分
が
別
の
自
分
を
感
じ
る
こ
と
な
ど
と
表
現
し
、
こ
れ

ら
を
「
感
情
遊
離
説
」
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
後
、
伊
藤
は
リ
ッ
プ
ス
の
思
想
の
問
題
点
を
「
彼
の
云
ふ
如
く
快
感
が

美
判
断
の
中
心
で
あ
る
か
否
か
は
疑
は
し
い
。
成
程
美
判
断
に
は
何
れ
も
快
感

が
伴
ひ
、
快
感
は
美
判
断
を
決
定
す
る
有
力
な
一
面
で
あ
る
に
違
ひ
な
い
が
そ

れ
丈
で
美
判
断
は
完
全
に
説
明
し
尽
し
た
と
は
云
へ
ぬ
」
と
指
摘
し
、
リ
ッ
プ

ス
の
思
想
が
「
ラ
イ
フ
」
を
価
値
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、「
道
徳
的
根

本
動
機
」
と
関
わ
る
こ
と
に
言
及
す
る
。

自
己
の
実
在
は
自
由
あ
り
自
覚
あ
り
統
一
あ
る
主
体
で
あ
つ
て
、
之
を
人

格
と
名
く
る
此
の
自
己
を
し
て
自
己
た
ら
し
む
る
人
格
を
尊
重
す
る
は
吾

人
の
道
徳
生
活
の
根
底
動
機
で
あ
る
。
此
動
機
を
外
に
し
て
は
道
徳
的
動

機
は
あ
り
得
な
い
。
此
動
機
を
ば
自ゼ
ル
ブ
ス
ト
ア
ハ
ツ
ン
グ

己
尊
重
又
は
人
ペ
ル
ゼ
ー
ン
リ
ツ
ヒ
カ
イ
ト
ゲ
フ
ユ
ー
ル

格

尊

重

と
名
く
る
（
39
）。

能
説
と
が
出
た
。
リ
ッ
プ
ス
の
美
学
は
此
の
内
の
遊
離
説
に
属
す
る
も
の
で
あ

る
（
36
）」

と
し
た
上
で
、
次
の
よ
う
な
解
説
を
加
え
る
。

遊
離
説
の
最
好
代
表
者
は
サ
ン
タ
ヤ
ナ
で
あ
る
彼
の
思
想
に
よ
れ
ば
快
感

が
主
観
の
我
に
残
つ
て
居
る
間
は
未
だ
美
感
と
は
な
ら
ぬ
。
快
感
が
主
観

か
ら
投
げ
出
さ
れ
て
客
観
物
に
附
着
せ
ら
れ
た
其
瞬
間
か
ら
美
判
断
は
起

る
の
で
あ
る
。（
中
略
）
快
感
の
遊
離
て
ふ
代
り
に
感
情
又
は
主
観
の
遊

離
と
云
つ
た
な
ら
ば
一
層
真
に
近
い
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
此
点
か
ら

起
り
来
つ
た
思
想
が
感ア
イ
ン
フ
ユ
ー
ル
ン
グ
テ
オ
リ
ー

情
遊
離
説
で
あ
る
。

　

感
情
遊
離
説
は
近
年
の
独
逸
の
美
学
就
中
経
験
派
心
理
派
の
美
学
で
は

最
も
大
切
な
考
へ
方
と
言
れ
て
居
る
。
リ
ッ
プ
ス
以
前
に
在
り
て
は
フ
ォ

ル
ケ
ル
ト
や
グ
ロ
ー
ス
等
も
此
説
を
取
つ
て
居
る
の
で
あ
る
が
彼
等
の
説

は
未
だ
充
分
に
組
織
立
て
ら
れ
て
居
な
か
つ
た
。
リ
ッ
プ
ス
に
至
つ
て
此

説
は
其
心
理
学
の
根
底
上
に
確
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
37
）。

　

伊
藤
は
、「
感ア
ン
フ
ユ
ー
ル
ン
グ
テ
オ
リ
ー

情
遊
離
説
」
で
あ
る
と
こ
ろ
の
感
情
移
入
説
の
思
想
を
確

立
し
た
リ
ッ
プ
ス
の
功
績
を
評
価
す
る
。
彼
は
リ
ッ
プ
ス
を
当
時
の
現
代
ド
イ

ツ
美
学
に
お
い
て
、
最
も
大
切
な
考
え
を
持
つ
人
物
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る

の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
感
情
遊
離
説
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

外
物
が
仮
り
に
無
生
物
で
あ
り
と
す
れ
ば
、
前
述
し
た
や
う
に
他
人
の
自

我
又
は
意
識
我
を
成
立
せ
し
め
た
と
同
じ
関
係
で
其
無
生
物
を
生
か
し
て
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釈
の
特
徴
で
あ
る
。
そ
れ
を
彼
は
「
ラ
イ
フ
」
と
呼
ん
で
い
る
。
先
の
文
章
に

加
え
て
、
も
う
少
し
内
容
を
見
て
み
た
い
。

真
に
価
値
の
あ
る
動
機
は
此
意
味
の
人
格
の
尊
厳
を
感
じ
自
己
の
人
格
の

価
値
を
尊
重
せ
ん
と
す
る
人
格
価
値
の
感
情
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
自
由

を
奪
は
る
れ
ば
己
に
人
格
の
破
滅
で
あ
る
。
自
覚
乃
至
統
一
を
欠
け
ば
狂

者
と
選
ぶ
所
は
な
い
（
42
）。

　

伊
藤
に
よ
れ
ば
、
人
格
が
成
立
す
る
に
は
動
機
が
あ
り
、
そ
の
動
機
に
も
価

値
が
必
要
で
あ
る
ら
し
い
。
そ
し
て
、
人
格
の
要
素
で
あ
る
「
自
由
」「
自
覚
」

「
統
一
」
の
い
ず
れ
を
欠
い
て
も
「
人
格
」
は
そ
れ
と
し
て
成
立
し
な
い
と
い

う
。
そ
れ
で
は
、
全
て
が
そ
ろ
う
こ
と
で
完
全
な
「
人
格
」
と
な
る
か
と
言
え

ば
、
そ
う
と
も
限
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

然
る
に
事
実
と
し
て
は
自
由
あ
り
自
覚
あ
り
統
一
あ
る
可
き
人
格
も
然

く
完
全
に
調
和
し
て
居
る
も
の
で
は
な
い
。
絶
え
ず
自
己
分
内
に
於
て
人

格
は
分
裂
し
、
外
的
に
自
由
を
奪
は
れ
ん
と
し
つ
ゝ
あ
る
の
で
あ
る
（
43
）。

　

つ
ま
り
、「
人
格
」
に
完
全
な
調
和
は
な
く
、
常
に
人
格
は
「
自
己
分
内
に

於
て
」
分
裂
し
て
お
り
、
自
由
を
奪
わ
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ

る
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
ど
う
打
破
し
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
は
、「
強
者
」
と
「
弱
者
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
用
い
て
説
明
し

　

こ
こ
に
き
て
、
伊
藤
の
「
ラ
イ
フ
」
は
、
ま
さ
に
人
格
主
義
の
思
想
と
な
る
。

伊
藤
の
リ
ッ
プ
ス
理
解
に
お
い
て
彼
の
い
う
「
ラ
イ
フ
」
が
人
格
主
義
と
結
び

つ
く
の
は
、
こ
の
時
点
で
あ
る
。
彼
は
、
リ
ッ
プ
ス
の
「
人
格
」
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

今
の
行
為
と
次
の
行
為
と
が
孤
々
断
片
的
と
な
つ
て
其
間
に
連
絡
が
無
か

つ
た
な
ら
ば
如
何
に
し
て
人
格
を
認
め
る
事
が
出
来
や
う
。
自
由
と
自
覚

と
統
一
と
は
人
格
構
成
の
根
本
要
素
で
あ
る
。
此
人
格
よ
り
出
で
た
動
機

で
な
け
れ
ば
到
底
真
の
動
機
と
は
な
り
得
な
い
の
で
あ
る
（
40
）。

　

伊
藤
は
、
行
為
と
行
為
の
連
絡
に
人
格
の
要
素
を
見
て
い
る
。
彼
の
い
う
こ

の
連
絡
は
、
当
時
の
思
想
に
お
い
て
重
要
な
視
点
で
あ
る
。
特
に
美
術
批
評
に

お
い
て
は
、
既
に
当
時
、
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
な
ど
の
抽
象
主
義
の
受
容
（
41
）が

日

本
で
も
始
ま
っ
て
お
り
、
一
つ
一
つ
の
行
為
の
連
絡
が
抽
象
化
さ
れ
て
い
く
時

期
と
重
な
る
。
つ
ま
り
、
一
方
で
は
、
意
識
の
統
一
や
連
絡
と
い
っ
た
思
想
が

受
容
さ
れ
、
ま
た
一
方
で
は
意
識
の
抽
象
化
が
受
容
さ
れ
る
と
い
う
全
く
正
反

対
の
美
術
受
容
の
現
象
が
起
こ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

伊
藤
が
解
釈
す
る
リ
ッ
プ
ス
の
考
え
に
従
え
ば
、
先
に
見
た
よ
う
に
「
意
識

内
容
は
決
し
て
知
、
情
、
意
な
ど
と
分
れ
て
居
る
の
で
は
な
い
。
個
々
の
内
容

は
自
我
の
感
に
よ
つ
て
連
絡
付
け
ら
れ
統
一
さ
れ
て
居
る
」
の
で
あ
り
、
行
為

と
行
為
は
連
絡
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
意
識
は
断
絶
し
て
お
ら
ず
、
包
括
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
状
態
を
人
格
と
し
て
認
め
て
い
る
の
が
、
伊
藤
の
リ
ッ
プ
ス
解
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然
ら
ば
所
謂
強
者
の
道
徳
と
は
何
で
あ
る
か
。
日
々
努
力
の
道
徳
で
あ

る
。
強
者
と
雖
も
未
だ
人
格
が
完
成
し
て
居
る
の
で
は
な
い
。
生
活
せ
る

間
に
は
常
に
矛
盾
も
感
じ
撞
着
に
も
接
す
る
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
如
何

に
矛
盾
を
感
じ
撞
着
を
感
じ
て
も
そ
れ
に
屈
し
て
他
の
規
範
命
令
に
屈
従

し
自
己
の
人
格
の
尊
厳
を
思
は
ざ
る
が
如
き
は
真
の
強
者
で
は
な
い
（
46
）。

　

即
ち
、
伊
藤
の
い
う
リ
ッ
プ
ス
の
強
者
の
道
徳
と
は
、「
リ
ッ
プ
ス
が
真
に

意
味
す
る
道
徳
と
は
個
々
の
欲
望
を
悉
く
完
全
に
発
揮
せ
し
め
て
積
極
的
調
和

の
生
活
を
送
る
強
者
の
道
徳
」
で
あ
る
と
い
う
。
つ
ま
り
、
先
に
提
言
し
た
奪

わ
れ
そ
う
な
自
由
を
調
和
さ
せ
る
に
は
ど
う
す
る
か
と
い
う
疑
問
へ
の
回
答
が
、

ま
さ
に
こ
の
点
で
あ
る
。
強
者
の
道
徳
と
は
、
日
々
の
努
力
に
よ
っ
て
成
立
す

る
の
で
あ
る
。

　

道
徳
が
努
力
の
結
果
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
伊
藤
は
、
次
に
カ
ン
ト

の
「
自
律
的
生
活
」
に
あ
て
は
め
、「
感
情
遊
離
説
」
に
つ
い
て
、
興
味
深
い

こ
と
を
述
べ
る
。

　

己
に
自
己
の
人
格
価
値
の
尊
重
す
べ
き
も
の
な
る
を
感
ず
る
以
上
は
当

然
他
の
人
格
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
何
と
な
れ
ば
他
人
の
人
格
と

は
や
が
て
自
己
の
人
格
を
客
観
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
其
意
味
は
前
に
述

べ
た
や
う
に
他
人
の
人
格
は
自
己
主
観
の
感
情
を
遊
離
せ
し
め
た
も
の
で

あ
る
か
ら
で
あ
る
（
47
）。

て
い
る
。

　

ま
ず
、
彼
の
い
う
「
強
者
」
と
「
弱
者
」
の
道
徳
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の

か
見
て
み
よ
う
。

自
己
が
分
裂
し
他
よ
り
強
迫
せ
ら
る
る
如
き
は
弱
者
の
心
事
で
あ
る
。
苟

く
も
強
者
で
あ
る
以
上
は
決
し
て
か
ゝ
る
事
は
な
い
筈
で
あ
る
。
消
極
的

な
道
徳
、
引
き
込
み
思
案
な
道
徳
は
弱
者
の
道
徳
で
あ
る
（
44
）。

　

自
己
の
統
一
が
は
か
れ
な
い
の
は
「
弱
者
」
で
あ
り
、「
強
者
」
に
は
そ
の

よ
う
な
こ
と
が
起
こ
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
故
に
、
弱
者
の
道
徳
は
「
消
極

的
」
で
あ
り
「
引
き
込
み
思
案
」
で
あ
る
ら
し
い
。
そ
し
て
、
伊
藤
は
リ
ッ
プ

ス
の
弱
者
と
強
者
の
道
徳
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

我
リ
ツ
プ
ス
は
決
し
て
か
ゝ
る
弱
者
の
為
に
道
徳
を
説
か
な
い
。
強
者
の

為
に
の
み
道
徳
を
説
く
の
で
あ
る
。
而
し
て
強
者
の
為
の
道
徳
こ
そ
真
の

意
味
の
道
徳
で
あ
る
（
45
）。

　

伊
藤
に
よ
れ
ば
、
リ
ッ
プ
ス
の
考
え
は
、「
道
徳
的
根
本
動
機
」
が
分
裂
し
、

統
一
さ
れ
な
い
の
が
「
弱
者
の
道
徳
」
で
あ
り
、
反
対
に
統
一
さ
れ
る
の
が

「
強
者
の
道
徳
」
で
あ
る
よ
う
だ
。
し
か
し
、
こ
の
統
一
も
自
ら
の
努
力
を
要

す
る
と
い
う
。
彼
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
主
張
し
、
リ
ッ
プ
ス
の

思
想
は
決
し
て
「
弱
者
の
為
の
道
徳
」
で
は
な
い
と
述
べ
る
。
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入
説
の
特
徴
は
、
こ
の
「
ラ
イ
フ
」
つ
ま
り
、
人
格
主
義
の
思
想
に
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
リ
ッ
プ
ス
を
オ
イ
ケ
ン
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
い
か
に
リ
ッ
プ
ス
の

思
想
が
「
具
体
的
な
力
あ
る
思
想
」
で
あ
る
か
を
示
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

伊
藤
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、「
人
間
を
研
究
し
て
自
己
の
ラ
イ
フ
を
生
か
す

事
」
を
実
践
し
た
の
が
リ
ッ
プ
ス
で
あ
り
、
感
情
移
入
説
の
思
想
「
感
情
遊
離

説
」
で
あ
っ
た
。

二
─
３　

も
う
一
つ
の
リ
ッ
プ
ス
論

　

先
に
見
た
よ
う
に
、
リ
ッ
プ
ス
の
感
情
移
入
説
に
つ
い
て
詳
細
な
解
説
が
伊

藤
尚
に
よ
っ
て
、
加
え
ら
れ
た
。
た
だ
し
、
彼
は
も
う
一
つ
リ
ッ
プ
ス
に
つ
い

て
記
述
し
た
文
章
を
残
し
て
い
る
。
同
じ
く
早
稲
田
大
学
と
深
い
関
連
が
あ
る

『
研
精
画
誌
』
第
五
七
号
（
一
九
一
二
年
一
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
リ
ッ
プ
ス
の

美
学
説
」
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
『
研
精
画
誌
』
は
、
早
稲
田
大
学
哲
学
科
出
身
の
論
客
が
多
い
美
術
研
精
会

に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
美
術
雑
誌
で
、
一
九
〇
二
年
に
創
刊
さ
れ
て
い
る
。
当

初
は
、
日
本
画
を
中
心
と
し
た
評
論
や
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
た
が
、
伊
藤
の
発

表
し
た
頃
か
ら
西
洋
美
術
に
関
す
る
も
の
も
誌
上
に
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　

こ
の
記
事
は
、『
早
稲
田
文
学
』
に
載
っ
た
「
リ
ッ
プ
ス
論
」
よ
り
も
「
感

情
遊
離
説
」
に
つ
い
て
、
簡
潔
に
書
か
れ
て
い
る
。

外
物
を
生
か
す
に
は
其
外
物
の
働
く
様
式
を
生
活
行
為
と
し
て
感
じ
、
其

　

つ
ま
り
、
他
者
は
自
己
を
通
し
て
存
在
す
る
鏡
の
よ
う
な
存
在
で
あ
り
、
他

人
の
人
格
は
自
己
の
感
情
が
遊
離
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
を
「
感
情

遊
離
説
」
と
い
う
言
葉
で
表
し
た
。

　

最
後
に
伊
藤
は
、
リ
ッ
プ
ス
に
対
す
る
個
人
的
な
感
想
と
し
て
、
次
の
よ
う

な
言
葉
を
加
え
る
。

リ
ッ
プ
ス
は
独
り
独
逸
官
学
派
の
学
者
中
に
在
り
て
最
も
具
体
的
な
力
あ

る
思
想
を
有
し
て
居
る
。
彼
が
全
て
の
欲
望
を
是
認
し
そ
を
完
全
に
発
揮

せ
し
む
る
を
以
て
真
の
道
徳
生
活
な
り
と
し
て
居
る
の
は
如
何
に
彼
が
意

欲
の
人
で
あ
る
か
を
窺
は
れ
る
。
然
れ
ば
彼
の
学
説
は
他
の
推
理
を
事
と

す
る
学
者
の
学
説
と
異
な
り
、
孰
れ
も
彼
の
人
格
の
発
露
で
あ
る
。
彼
程

に
自
己
の
人
格
価
値
を
感
じ
、
自
己
の
確
信
に
忠
実
な
人
は
な
い
（
48
）。

　

そ
し
て
、「
彼
が
心
理
的
事
実
と
し
て
感
情
遊
離
説
を
主
張
せ
る
は
彼
の
大

な
る
功
績
と
云
ふ
べ
き
で
あ
る
」
と
リ
ッ
プ
ス
を
讃
え
、
最
近
の
リ
ッ
プ
ス
の

動
向
と
し
て
オ
イ
ケ
ン
の
思
想
に
傾
き
つ
つ
あ
る
こ
と
を
報
告
し
て
「
リ
ッ
プ

ス
論
」
は
終
了
す
る
。

　

つ
ま
り
、
伊
藤
は
、
自
己
に
忠
実
な
強
者
の
道
徳
を
持
つ
こ
と
を
リ
ッ
プ
ス

に
認
め
、
人
間
の
心
理
的
事
実
と
し
て
の
「
感
情
遊
離
説
」
に
意
義
を
見
出
し

て
い
た
。
こ
の
「
感
情
遊
離
説
」
を
根
本
概
念
と
し
て
人
格
主
義
の
思
想
を

「
ラ
イ
フ
」
と
規
定
し
た
の
で
あ
る
。
伊
藤
が
解
釈
し
た
リ
ッ
プ
ス
の
感
情
移
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ス
に
投
影
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
後
、

日
本
に
本
格
的
に
受
容
さ
れ
る
人
格
主
義
の
根
本
的
思
想
概
念
を
評
価
し
て
い

る
こ
と
に
、
そ
の
特
徴
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
こ
で
、
そ
の
点
を
具
体
化
す
る
た
め
、
オ
イ
ケ
ン
の
道
徳
的
生
活
と
リ
ッ

プ
ス
の
道
徳
的
生
活
の
比
較
を
試
み
た
い
。
ま
ず
、
オ
イ
ケ
ン
の
思
想
を
稲
毛

詛
風
（
54
）が

一
九
一
四
年
に
執
筆
し
た
文
章
「
オ
イ
ケ
ン
及
び
ベ
ル
グ
ソ
ン
哲
学
講

話
」（『
文
芸
百
科
要
義
』
相
馬
御
風
・
中
村
星
湖
共
編
、
春
陽
堂
、
一
九
二
一
年
）

か
ら
見
て
み
よ
う
。

自
然
生
活
の
段
階
は
奴
隷
の
時
代
で
あ
る
。
従
て
精
神
生
活
の
門
に
入
ら

ん
と
す
る
も
の
は
先
づ
此
の
奴
隷
的
境
遇
を
超
脱
し
て
独
立
的
存
在
と
し

て
の
自
由
を
獲
得
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
れ
オ
イ
ケ
ン
の
所
謂
「
性
格
獲
得

の
た
め
の
戦
」
で
あ
る
。
即
ち
吾
々
は
生
活
の
興デ
ー
タ伴

た
る
自
然
界
を
吾
々

の
生
命
に
本
具
す
る
自
主
活
動
─
詳
し
く
は
、
発
動
的
自
由
的
創
造
的
な

自
主
活
動
の
力
に
依
て
否
定
し
行
く
時
に
於
て
、
吾
々
は
単
に
自
然
の
奴

隷
で
あ
り
、
物
質
的
の
機
械
的
存
在
で
あ
る
に
止
ら
ず
し
て
、
精
神
的
に

独
立
自
由
な
人
格
と
な
る
の
で
あ
る
（
55
）。

　

こ
こ
で
、「
精
神
生
活
の
門
」
に
入
ろ
う
と
す
る
者
に
は
、「
精
神
的
に
独
立

自
由
な
人
格
」
と
な
る
た
め
に
、「
自
然
生
活
の
段
階
」
で
あ
る
「
奴
隷
の
時

代
」
を
通
過
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
次
の
よ
う
に
オ
イ
ケ
ン
の

思
想
の
解
説
が
稲
毛
に
よ
っ
て
続
け
ら
れ
る
。

の
生
活
行
為
に
よ
つ
て
惹
起
せ
ら
る
ゝ
自
我
又
は
意
識
を
其
外
物
に
遊
離

せ
し
め
て
、
客
観
の
自
我
又
は
意
識
我
な
る
か
の
如
く
に
感
ず
る
の
で
あ

る
。
之
が
即
ち
感
情
遊
離
説
で
あ
る
（
49
）。

　

即
ち
、
伊
藤
は
、
あ
く
ま
で
「
外
物
」
を
生
か
す
に
は
、
そ
れ
を
自
己
の
も

の
の
よ
う
に
感
じ
る
必
要
が
あ
る
と
リ
ッ
プ
ス
を
理
解
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

先
の
「
リ
ッ
プ
ス
論
」
に
お
い
て
は
、
さ
ほ
ど
明
確
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

つ
ま
り
、
他
者
の
も
の
を
自
己
に
引
き
つ
け
て
し
か
と
ら
え
き
れ
な
い
自
己

の
限
界
性
を
認
め
な
が
ら
も
、
そ
の
可
能
性
と
し
て
の
役
割
を
「
感
情
遊
離

説
」
に
見
出
し
て
い
る
と
い
え
る
。

二
─
４　

オ
イ
ケ
ン
と
リ
ッ
プ
ス

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
リ
ッ
プ
ス
論
」
の
特
徴
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、
カ

ン
ト
の
認
識
論
（
50
）に

立
ち
な
が
ら
も
、
リ
ッ
プ
ス
が
ス
ペ
ン
サ
ー
（
一
八
二
〇
〜

一
九
〇
三
）
の
遊
戯
本
能
説
（
51
）を
念
頭
に
美
の
快
楽
説
を
唱
え
て
い
る
点
に
あ
る
。

こ
と
に
、
特
徴
的
な
の
は
、
美
が
快
楽
説
で
説
明
さ
れ
る
こ
と
に
疑
問
を
持
ち

な
が
ら
も
、
リ
ッ
プ
ス
が
自
己
の
経
験
に
忠
実
で
あ
る
点
を
評
価
し
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。

　

先
に
、
オ
イ
ケ
ン
と
の
比
較
に
つ
い
て
触
れ
た
が
、
彼
が
オ
イ
ケ
ン
を
通
し

て
リ
ッ
プ
ス
を
見
て
い
る
こ
と
が
こ
こ
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
。
即
ち
、
伊
藤
は

リ
ッ
プ
ス
の
思
想
を
オ
イ
ケ
ン
の
「
人
格
自
主
自
由
独
立
性
を
尊
重
す
る
（
52
）」

も

の
と
し
て
の
「
道
徳
的
生
活
（
53
）」

を
尊
重
す
る
姿
勢
を
評
価
し
、
そ
れ
を
リ
ッ
プ
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さ
ら
に
、
そ
の
特
徴
と
し
て
、
オ
イ
ケ
ン
の
思
想
に
リ
ッ
プ
ス
の
感
情
移
入

説
と
類
似
す
る
思
想
傾
向
が
も
う
ひ
と
つ
あ
る
。

　

そ
の
特
徴
と
は
、
人
格
の
統
一
で
あ
り
、
調
和
で
あ
る
。
稲
毛
詛
風
の
「
オ

イ
ケ
ン
及
び
ベ
ル
グ
ソ
ン
哲
学
講
話
」（『
文
芸
百
科
要
義
』）
に
そ
の
特
徴
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
。

オ
イ
ケ
ン
に
従
へ
ば
人
格
と
は
自
覚
あ
り
自
由
あ
る
目
的
的
活
動
体
で
あ

る
。
換
言
す
れ
ば
自
己
を
自
覚
の
対
象
と
す
る
能
力
、
及
至
自
己
を
自
律

的
に
完
成
し
、
自
己
の
将
来
を
自
力
的
に
想
像
し
得
る
所
の
自
由
体
で
あ

る
。
従
つ
て
人
格
は
其
自
身
一
個
の
独
立
し
た
統
一
体
で
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
所
謂
主
観
及
客
観
の
差
別
は
、
人
格
の
発
展
上
の
過
程
と
し
て
現
は

る
ゝ
も
の
で
、
即
ち
人
格
は
件
の
二
面
を
そ
の
精
神
的
労ア
ル
バ
イ
ト作
所
謂

全フ
オ
ル
タ
ー
ト

行
為
に
よ
つ
て
発
達
的
に
調
和
統
一
す
る
所
に
そ
の
真
相
が
存
す
る
の

で
あ
る
（
57
）。

　

人
格
の
統
一
と
調
和
は
、
オ
イ
ケ
ン
の
哲
学
に
と
っ
て
重
要
な
位
置
を
占
め

て
い
た
こ
と
が
分
か
る
が
、
こ
の
考
え
は
ま
さ
に
リ
ッ
プ
ス
の
感
情
移
入
説
に

あ
る
思
想
、
つ
ま
り
、
伊
藤
に
言
わ
せ
れ
ば
、「
ラ
イ
フ
」
の
重
要
性
を
意
味

す
る
。
伊
藤
の
読
み
通
り
、
リ
ッ
プ
ス
は
、
オ
イ
ケ
ン
の
哲
学
に
影
響
を
受
け

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
も
と
を
辿
れ
ば
、
こ
の
「
人
格
」
の
思
想
は
、
人
格
主
義
へ
行
き

つ
く
前
か
ら
、
す
で
に
カ
ン
ト
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
従
来
か
ら
言
及
さ
れ
て
い

　

吾
々
の
自
我
は
在
来
の
奴
隷
状
態
を
脱
し
て
自
由
独
立
な
状
態
、
即
ち

「
人
格
」
と
な
る
の
で
あ
る
。
然
し
て
、
自
我
が
一
度
自
由
独
立
な
人
格

と
な
る
時
に
は
、
一
切
の
客
観
乃
至
自
然
に
対
し
て
主
観
的
の
地
位
を
取

り
、
次
第
に
之
を
征
服
し
て
行
く
の
で
あ
る
。（
中
略
）
人
格
は
一
面
に

於
て
個
的
自バ
イ
ジ
ヒ
ゼ
ル
プ
ス
ト
ザ
イ
ン

主
自
存
的
存
在
で
あ
る
と
共
に
、
他
面
に
於
て
は
絶
対
的
普

遍
的
な
実
在
で
あ
る
。
然
し
て
人
格
の
自
主
独
立
自
由
性
を
尊
重
す
る
も

の
が
道
徳
的
生
活
で
あ
り
、
そ
の
依
存
性
相
対
性
を
尊
重
す
る
の
が
宗
教

的
生
活
で
あ
る
（
56
）。

　

オ
イ
ケ
ン
の
思
想
に
顕
著
な
の
は
、
奴
隷
的
生
活
が
、
人
格
を
尊
重
す
る
生

活
（
道
徳
的
生
活
）
を
す
る
上
で
必
要
な
通
過
点
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
道
徳

的
生
活
を
送
っ
た
者
は
、
神
へ
の
依
存
性
を
持
ち
あ
わ
す
こ
と
に
な
り
、
宗
教

的
生
活
を
送
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

　

オ
イ
ケ
ン
の
示
す
奴
隷
と
人
格
は
、
リ
ッ
プ
ス
と
比
較
す
る
上
で
類
似
す
る

点
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
伊
藤
が
「
リ
ッ
プ
ス
論
」
の
中
で
指
摘
し
て
い
る
リ
ッ

プ
ス
の
弱
者
の
道
徳
と
強
者
の
道
徳
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
リ
ッ
プ
ス
に
よ
る
弱
者
の
道
徳
が
オ
イ
ケ
ン
の
奴
隷
と
類
似
し
、

リ
ッ
プ
ス
の
強
者
の
道
徳
と
オ
イ
ケ
ン
の
人
格
が
類
似
す
る
。
伊
藤
が
リ
ッ
プ

ス
と
オ
イ
ケ
ン
を
比
較
し
た
の
は
、
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
加
え
て
、
伊
藤
に

よ
れ
ば
、
リ
ッ
プ
ス
自
身
も
オ
イ
ケ
ン
の
思
想
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
と
言
及
し

て
い
る
た
め
、
こ
の
点
も
関
係
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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伊藤尚と阿部次郎の感情移入説

論
」（
一
九
〇
七
年
七
月
）
を
提
出
す
る
も
、
一
九
〇
九
年
四
月
に
は
リ
ッ
プ
ス

美
学
を
読
み
始
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
第
二
回
美
学
会
幹
事
で
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
後
、
一
九
〇
九
年
か
ら
一
九
一
二
年
ま
で
に
『
哲
学
大
辞
書
』
の
中
で

「
感
情
美
学
」
の
項
目
を
執
筆
し
、
や
が
て
、
一
九
一
六
年
七
月
に
リ
ッ
プ
ス

の
『
倫
理
学
の
根
本
問
題
』
を
出
版
す
る
に
至
る
。
そ
の
翌
年
、
リ
ッ
プ
ス
の

感
情
移
入
説
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
『
美
学
』
を
発
表
す
る
の
で
あ
る
。

　

阿
部
は
、
そ
の
後
も
一
九
二
〇
年
の
春
に
『
人
格
主
義
の
思
潮
』
を
講
演
し
、

そ
れ
を
基
に
一
九
二
二
年
六
月
『
人
格
主
義
』
を
刊
行
す
る
。

　

阿
部
が
リ
ッ
プ
ス
を
語
る
時
、
そ
の
中
心
に
は
人
格
主
義
が
あ
っ
た
。
そ
れ

は
、
彼
の
晩
年
ま
で
変
わ
る
こ
と
が
な
く
、
彼
の
人
格
主
義
受
容
は
、
お
よ
そ

阿
部
の
生
涯
に
わ
た
っ
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
そ
の
性
質
の
中
で
注
目
し
た
い
の
は
、
彼
の
感
情
移
入
説
へ
の
関

心
が
、
制
作
と
観
照
に
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
見
る
た
め
に
、

ま
ず
、
阿
部
の
指
す
感
情
移
入
説
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
た
い
。

　

阿
部
が
『
美
学
』
に
お
い
て
、
感
情
移
入
説
を
語
る
時
、「
美
の
内
容
と
な

る
べ
き
善
」
が
「
如
何
に
し
て
善
を
表
出
」
す
る
か
と
い
う
問
題
に
対
し
て
、

そ
の
方
法
と
し
て
「
感
情
移
入
」
の
概
念
を
用
い
て
い
る
。
彼
は
、
次
の
よ
う

に
語
っ
て
い
る
。

我
等
が
直
接
に
経
験
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
は
唯
自
己
の
生
命
、
自
己
の

活
動
、
自
己
の
感
情
の
み
で
あ
る
。
故
に
我
等
が
演
劇
を
見
詩
を
読
み
自

然
に
対
す
る
と
き
、
其
処
に
発
見
す
る
悲
哀
や
歓
喜
や
憂
愁
や
恍
惚
も
、

た
。
中
で
も
『
純
粋
理
性
批
判
』
に
は
、
人
格
の
統
合
（
58
）に

つ
い
て
、
詳
し
く
述

べ
ら
れ
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
オ
イ
ケ
ン
や
リ
ッ
プ
ス
の
人
格
の
統
合
に
つ
い
て
は
、
そ
の
基
本

的
立
場
に
、
心
理
的
な
立
場
を
取
っ
て
い
る
点
か
ら
、
カ
ン
ト
の
超
越
論
的
な

倫
理
学
の
理
念
か
ら
言
え
ば
、
そ
の
純
粋
な
直
観
に
見
ら
れ
る
形
式
論
が
欠
け

て
お
り
、
や
は
り
、
カ
ン
ト
の
考
え
と
同
一
で
は
な
い
。

　

つ
ま
り
、
オ
イ
ケ
ン
か
ら
リ
ッ
プ
ス
へ
の
人
格
の
統
一
や
調
和
に
は
、
そ
の

全
人
格
的
な
意
味
で
の
調
和
が
主
張
さ
れ
て
お
り
、
次
世
代
の
「
人
格
主
義
」

と
し
て
の
萌
芽
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

三
、
阿
部
次
郎
の
リ
ッ
プ
ス
受
容

三
─
１　

阿
部
次
郎
の
『
美
学
』
の
特
徴

　

伊
藤
尚
の
「
リ
ッ
プ
ス
論
」
が
、
本
格
的
な
リ
ッ
プ
ス
受
容
の
嚆
矢
で
あ
る

な
ら
、
阿
部
次
郎
は
、
そ
の
著
書
『
美
学
』
に
お
い
て
、
リ
ッ
プ
ス
の
感
情
移

入
説
を
克
明
に
説
明
し
、
体
系
化
し
た
人
物
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
彼
が
リ
ッ
プ

ス
の
感
情
移
入
説
を
『
美
学
』
で
発
表
す
る
ま
で
、
彼
の
リ
ッ
プ
ス
受
容
は
ど

の
よ
う
な
変
遷
を
辿
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

阿
部
次
郎
は
、
一
八
八
三
年
八
月
二
七
日
に
山
形
県
で
生
ま
れ
、
一
九
〇
四

年
九
月
に
東
京
帝
国
大
学
哲
学
科
に
入
学
し
た
。
後
に
日
本
の
哲
学
界
に
お
い

て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
哲
学
者
で
あ
る
。

　

彼
が
大
学
へ
入
学
し
た
当
時
は
、
ケ
ー
ベ
ル
博
士
に
よ
る
講
義
が
始
ま
っ
て

か
ら
、
一
一
年
が
経
っ
て
い
た
。
阿
部
は
、
卒
業
論
文
で
「
ス
ピ
ノ
ザ
の
本
体
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や
美
的
評
価
の
対
象
と
し
て
と
ら
え
、
自
身
の
直
接
経
験
に
よ
っ
て
起
こ
る
も

の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

そ
し
て
、
彼
は
同
じ
く
『
美
学
』
の
中
で
、
感
情
移
入
に
つ
い
て
更
に
詳
し

く
言
及
し
、
ゲ
ー
テ
の
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
を
例
に
取
り
、
感
情
移
入
の
概
念
を

明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
点
を
検
討
す
る
た
め
、
次
に
、
阿
部
の
述
べ
る
『
フ
ァ

ウ
ス
ト
』
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

　

ゲ
ー
テ
の
悲
劇
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
第
一
部
（
一
八
〇
八
年
）・
第
二
部
（
一
八

三
二
年
）
は
、
実
在
し
た
ヨ
ハ
ネ
ス
・
フ
ァ
ウ
ス
ト
の
伝
説
と
結
び
つ
い
た
も

の
で
、
主
人
公
フ
ァ
ウ
ス
ト
が
悪
魔
メ
フ
ィ
ス
ト
フ
ェ
レ
ス
と
旅
を
し
、
そ
の

中
で
様
々
な
経
験
を
し
て
い
く
物
語
で
あ
る
。
フ
ァ
ウ
ス
ト
は
、
悪
魔
と
旅
を

続
け
る
が
故
に
罪
を
犯
さ
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
し
、
彼
が
、
最
後
に
救
わ
れ

る
の
は
永
遠
に
努
力
し
続
け
る
人
間
像
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

ゲ
ー
テ
は
こ
の
中
で
、
近
代
人
と
し
て
の
人
物
像
を
フ
ァ
ウ
ス
ト
に
描
き
出
し

て
い
る
。

　

そ
の
フ
ァ
ウ
ス
ト
を
阿
部
は
「
感
情
移
入
説
」
の
説
明
の
例
え
と
し
て
あ
げ
、

次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

美
的
態
度
を
以
て
世
界
に
対
す
る
と
き
、
我
等
は
対
象
の
生
命
を
最
も
直

接
に
、
最
も
深
く
、
我
等
自
身
の
中
に
体
験

0

0

す
る
。
こ
の
体
験
を
外
に
し

て
、
対
象
の
美
的
印
象
は
如
何
な
る
意
味
に
於
い
て
も
成
立
し
得
な
い
。

我
等
が
フ
ア
ウ
ス
ト
の
苦
悶
を
底
か
ら
味
ひ

0

0

尽
す
こ
と
な
し
に
、
換
言
す

れ
ば
体
験
し
尽
す
こ
と
な
し
に
、
単
に
こ
れ
を
表
象
す
る
に
過
ぎ
な
い
な

そ
れ
が
単
な
る
表
象
に
止
ら
ず
し
て
真
実
の
体
験
で
あ
る
限
り
、
そ
れ
は

我
等
自
身

0

0

の
経
験
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
而
も
我
等
は
こ
れ
を
我
等
の
視

聴
の
対
象
と
結
合
し
て
、
対
象
自
身
が
悲
哀
や
歓
喜
や
憂
愁
や
恍
惚
を
感

じ
て
ゐ
る
や
う
に
思
ふ
の
で
あ
る
。
此
の
如
く
に
し
て
物
象
は
始
め
て
有

情
化
さ
れ
る
。
此
の
如
く
に
し
て
そ
れ
は
始
め
て
生
命
の
象
徴
と
な
る
。

此
の
途
に
よ
つ
て
善
は
始
め
て
美
の
内
容
と
な
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ

る
。
さ
う
し
て
善
を
表
現
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
対
象
は
始
め
て
美
と
な
る

の
で
あ
る
。
故
に
美
的
価
値
は
又
感
情
移
入
価
値

0

0

0

0

0

0

（Einfühlungsw
ert

）

で
あ
る
。（「
倫
理
学
の
根
本
問
題
」
参
照（59
））

　

つ
ま
り
、
阿
部
は
自
身
の
直
接
経
験
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
「
悲
哀
」「
歓
喜
」

「
憂
愁
」「
恍
惚
」
が
「
有
情
化
」
さ
れ
、
そ
れ
が
「
生
命
の
象
徴
」
と
な
っ
た

時
、「
善
」
が
始
め
て
美
の
内
容
と
な
る
と
し
て
、
そ
の
直
接
経
験
を
「
感
情

0

0

移
入

0

0

（Einfühlung

）」
と
呼
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
、
彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

美
的
観
照
は
物
象
に
現
れ
た
る
人
格
価
値
評
価
の
態
度
で
あ
る
。
更
に
厳

密
に
云
へ
ば
、
そ
れ
は
人
格
価
値
の
象
徴
と
し
て
の
物
象
評
価
の
態
度
で

あ
る
。
さ
う
し
て
感
情
移
入
に
よ
る
こ
と
な
し
に
物
象
は
人
格
価
値
の
象

徴
と
な
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
故
に
美
的
評
価
の
対
象
は
悉
く

0

0

感
情
移
入

に
よ
つ
て
成
立
す
る
（
60
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
阿
部
は
、
感
情
移
入
を
そ
の
美
の
内
容
で
あ
る
と
こ
ろ
の
善
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『
フ
ア
ウ
ス
ト
』
は
ギ
ヨ
オ
テ
の
戯
曲
で
十
九
世
紀
の
名
著
だ
と
い
ふ
事

は
誰
も
知
つ
て
は
居
る
が
、
専
門
の
研
究
者
以
外
に
我
文
壇
で
は
余
り
読

ま
れ
て
居
ら
な
か
つ
た
様
で
あ
る
。
今
回
邦
語
訳
が
出
来
た
か
ら
十
分
に

歓
迎
さ
れ
る
事
と
思
ふ
。
何
と
言
う
て
も
邦
語
訳
の
嚆
矢
で
あ
る
か
ら
、

完
全
を
望
む
事
は
無
理
で
あ
る
（
63
）。

　

こ
こ
か
ら
当
時
、『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
が
ま
だ
一
般
に
普
及
し
て
い
な
か
っ
た

こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
同
じ
く
桜
井
天
壇
の
「
戯
曲
『
フ
ア
ウ
ス
ト
』
の
評
論

に
就
て
」（『
帝
国
文
学
』
第
一
〇
巻
第
一
〇
号
、
一
九
〇
四
年
一
〇
月
）
に
は
、

次
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
。

『
フ
ア
ウ
ス
ト
』
第
一
部
は
高
橋
五
郎
君
に
よ
り
て
邦
語
に
訳
せ
ら
た
り
。

訳
文
拙
劣
な
り
と
雖
も
『
フ
ア
ウ
ス
ト
』
の
邦
語
訳
は
今
回
を
以
て
嚆
矢

と
為
す
が
故
に
原
語
を
解
せ
ざ
る
世
上
の
読
書
子
に
は
定
め
て
歓
迎
せ
ら

る
べ
し
（
64
）。

　

高
橋
五
郎
（
一
八
五
六
〜
一
九
三
五
）
は
、
評
論
家
で
あ
り
翻
訳
家
で
も
あ

っ
た
。
井
上
哲
次
郎
の
キ
リ
ス
ト
教
排
斥
論
に
、
大
西
祝
ら
と
と
も
に
反
論
し

た
人
物
で
あ
る
。
翻
訳
家
で
も
あ
っ
た
高
橋
が
訳
し
た
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』（
前

川
文
栄
閣
、
一
九
〇
四
年
）
の
文
章
に
つ
い
て
、
桜
井
は
「
拙
劣
」
と
評
し
て

い
る
が
、
そ
の
翻
訳
と
し
て
嚆
矢
で
あ
る
点
に
つ
い
て
は
評
価
し
て
い
る
。

ら
ば
、
フ
ア
ウ
ス
ト
は
我
等
に
と
つ
て
あ
れ
ほ
ど
深
刻
な
美
的
意
義
を
持

つ
こ
と
が
出
来
な
い
で
あ
ら
う
（
61
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
阿
部
は
「
我
等
」
が
体
験
し
た
「
美
的
印
象
」
を
例
え
る
た

め
、
フ
ァ
ウ
ス
ト
を
引
き
合
い
に
出
し
た
。
こ
れ
は
、
つ
ま
り
、
当
時
の
知
識

人
達
が
フ
ァ
ウ
ス
ト
を
「
美
的
意
義
」
を
も
つ
対
象
と
考
え
、
且
つ
、
そ
の
認

識
が
広
く
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
記
述
の
仕

方
は
、
ご
く
一
般
的
な
認
識
と
し
て
成
立
し
て
お
り
、
事
実
、
阿
部
も
関
わ
っ

て
い
た
雑
誌
『
帝
国
文
学
』
に
お
い
て
は
、
そ
の
初
期
か
ら
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』

の
紹
介
や
記
述
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。
次
に
、
当
時
の
フ
ァ

ウ
ス
ト
が
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
て
い
た
か
を
と
ら
え
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

三
─
２　
『
帝
国
文
学
』
と
フ
ァ
ウ
ス
ト

　
『
帝
国
文
学
』
は
一
八
九
五
年
一
月
に
創
刊
さ
れ
、
東
京
帝
国
大
学
を
中
心

と
し
て
、
高
山
樗
牛
や
上
田
敏
、
夏
目
漱
石
、
阿
部
次
郎
ら
が
関
わ
っ
た
雑
誌

で
あ
る
。
詩
や
象
徴
主
義
の
紹
介
な
ど
で
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
雑
誌
で
は

明
治
中
期
に
は
、
先
に
登
場
し
た
ゲ
ー
テ
の
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
が
紹
介
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
紹
介
は
一
九
〇
四
年
か
ら
一
九
〇
五
年
に
集
中
し
て
い
る
。

　

中
で
も
桜
井
天
壇
（
62
）の
批
評
は
、
当
時
、
文
壇
で
の
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
流
行
を

見
る
上
で
興
味
深
い
。

　

批
評
欄
の
フ
ァ
ウ
ス
ト
に
関
す
る
記
述
（『
帝
国
文
学
』
第
一
〇
巻
第
一
〇
号
、

一
九
〇
四
年
一
〇
月
）
に
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
当
時
、『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
が
非
常
に
流
行
し
て
い
た
こ
と
が

分
か
る
。
そ
れ
は
、
文
壇
に
限
ら
ず
、
哲
学
的
見
地
か
ら
の
考
察
も
試
み
ら
れ

る
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
。
そ
の
好
例
と
し
て
、
木
山
熊
次
郎
（
一
八
八
〇
〜

一
九
一
一
）
の
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
に
表
れ
た
る
ゲ
ー
テ
の
哲
学
的
思
想
」
と
題
し

た
評
論
文
（『
帝
国
文
学
』
第
一
一
巻
第
一
号
、
一
九
〇
五
年
一
月
）
を
あ
げ
た
い
。

こ
こ
で
は
ゲ
ー
テ
の
思
想
に
つ
い
て
詳
細
に
検
討
さ
れ
、
連
続
で
半
年
ほ
ど
掲

載
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
論
文
を
書
い
た
木
山
熊
次
郎
は
、
岡
山
県
倉
敷
市
の
名
家
に
生
ま
れ
、

一
九
〇
一
年
に
東
京
帝
国
大
学
哲
学
科
へ
入
学
し
、
文
明
批
評
家
と
し
て
立
つ

こ
と
を
志
し
て
い
た
。
し
か
し
、
就
職
が
難
し
く
、
一
九
〇
四
年
七
月
に
大
学

を
終
え
た
も
の
の
、
し
ば
ら
く
籍
を
大
学
院
に
お
き
、
仕
事
を
探
し
て
い
る
。

翌
年
、
一
九
〇
五
年
に
二
六
新
聞
社
へ
入
り
、
少
し
経
つ
と
、
日
本
女
学
校
で

教
員
を
経
験
す
る
。
そ
の
後
は
、
教
育
雑
誌
へ
の
寄
稿
や
一
九
一
〇
年
に
は
、

読
売
新
聞
社
社
員
と
な
り
、
主
に
教
育
欄
の
執
筆
を
し
て
い
た
よ
う
だ
が
、
一

九
一
一
年
四
月
、
肺
炎
に
な
っ
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
八
月
に
は
病
床
に
伏
し
、

九
月
七
日
に
永
眠
し
た
。
彼
は
、
主
に
教
育
方
面
の
文
筆
活
動
を
し
て
い
た
人

物
で
あ
る
（
68
）。

　

木
山
が
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
に
表
れ
た
る
ゲ
ー
テ
の
哲
学
的
思
想
」
を
執
筆
し
た

の
は
、
大
学
院
に
籍
を
置
い
て
い
た
時
期
と
二
六
新
聞
社
で
働
い
て
い
た
時
期

に
わ
た
る
。
こ
の
中
で
、
木
山
は
ゲ
ー
テ
の
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
に
一
貫
す
る
問

題
と
し
て
「
人
生
の
意
義
如
何
を
解
決
せ
ん
と
す
る
に
あ
り
」
と
述
べ
る
。
彼

は
人
生
の
真
理
を
解
く
試
み
と
し
て
、
ゲ
ー
テ
の
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
か
ら
思
想

　

さ
ら
に
同
じ
く
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
の
紹
介
を
し
た
越
嶺
に
関
す
る
桜
井
の
記

述
を
見
て
み
よ
う
。

　

目
下
毎
日
新
聞
に
連
載
せ
ら
れ
つ
ゝ
あ
る
、
越
嶺
氏
の
ゲ
ヨ
オ
テ
と

『
フ
ア
ウ
ス
ト
』
と
題
す
る
論
文
は
、
評
家
の
注
目
を
値
す
る
こ
と
確
的

に
し
て
、
吾
人
も
之
に
対
し
て
一
瞥
を
払
ふ
に
吝
な
ら
ざ
る
も
の
な
り
（
65
）。

　

越
嶺
は
、
前
田
長
太
（
一
八
六
七
〜
一
九
三
九
）
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
あ
る
。

彼
は
、
中
江
兆
民
（
66
）を

師
と
仰
ぎ
、『
一
年
有
半
の
哲
学
と
万
世
不
易
の
哲
学
』

（
三
才
社
、
一
九
〇
一
年
）、『
哲
人
と
文
章
美　

西
欧
文
学
』（
通
俗
宗
教
談
発
行

所
、
一
九
〇
三
年
）
な
ど
複
数
の
著
書
を
発
表
し
た
。
前
田
は
、
哲
学
動
向
に

関
す
る
記
事
を
新
聞
に
掲
載
し
て
お
り
、
当
時
の
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
の
流
行
も

い
ち
早
く
と
ら
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
桜
井
は
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
に
関
す
る
動
向
を
評
し
、
こ
れ
ら

の
紹
介
や
研
究
の
盛
ん
な
点
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

『
フ
ア
ウ
ス
ト
』
を
研
究
し
評
論
し
若
く
は
説
明
し
た
る
の
書
は
実
に
挙

げ
て
数
ふ
可
か
ら
ず
。
此
等
の
書
は
天
才
の
研
究
に
於
て
、
各
〻
貢
献
し

た
る
所
あ
る
へ
き
は
論
を
俟
た
す
と
雖
も
、
亦
、
無
用
の
詮
索
を
事
と
し

牽
強
附
会
に
陥
り
、
若
く
ば
詩
賦
評
論
の
本
義
を
誤
り
た
る
も
の
決
し
て

尠
な
か
ら
ず
と
為
す
（
67
）。
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言
ふ
返マ
マ

も
な
く
ゲ
ー
テ
が
不
朽
の
著
作
に
於
て
提
唱
す
る
大
眼
目
は
万

象
をA

ll

と
しGod

をEin

と
観
じ
て
自
身
が
「
全
」
よ
り
「
一
」
に

赴
か
ん
と
す
る
翹
望
な
の
で
あ
る
（
71
）

　

彼
は
、
こ
れ
を
「
神
に
行
か
ん
と
す
る
努
力
」
と
言
い
換
え
、
人
が
神
に
合

一
し
よ
う
と
す
る
様
子
を
記
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
成
瀬
は
、
日
本
で
最
初
の

フ
ァ
ウ
ス
ト
上
演
を
観
た
時
の
自
分
を
「
抒
情
的
気
分
の
中
に
置
い
た
」
と
い

い
、「
創ク
リ

造エ
ー

者タ
ー

自
身
の
清
い
、
溢
る
ゝ
や
う
な
抒
情
的
気
分
に
融
合
す
る
無
限

の
歓
喜
を
味
は
つ
た
」
と
述
べ
た
。
こ
こ
で
成
瀬
は
、
自
分
が
フ
ァ
ウ
ス
ト
に

入
り
こ
ん
で
い
っ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、
感
情
移
入
し
て
い
る
。

　

久
保
田
も
成
瀬
も
、
フ
ァ
ウ
ス
ト
と
い
う
他
人
を
媒
介
と
し
て
、
自
分
自
身

が
抒
情
的
気
分
を
味
わ
う
。
彼
等
は
、
フ
ァ
ウ
ス
ト
を
通
じ
て
感
情
移
入
し
て

い
た
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
「
抒
情
的
気
分
」
と
い
う
言
葉
に
と
ど
ま
り
、

「
感
情
移
入
」
の
語
は
出
て
こ
な
い
。

　

た
だ
し
、
先
の
伊
藤
の
「
リ
ッ
プ
ス
論
」
が
『
早
稲
田
文
学
』
に
掲
載
さ
れ

る
一
九
一
一
年
一
一
月
の
少
し
前
、
一
九
一
〇
年
七
月
に
、
感
情
移
入
説
と
リ

ッ
プ
ス
に
つ
い
て
、
平
田
元も
と

吉き
ち

（
一
八
七
四
〜
一
九
四
二
）
が
「
近
代
の
芸
術

観
」
と
題
し
て
、『
帝
国
文
学
』
第
一
六
巻
第
七
号
に
、
次
の
文
を
発
表
し
て

い
る
。心

理
学
的
美
学
者
フ
オ
ル
ケ
ル
ト
、
デ
ス
ソ
ア
、
リ
ツ
プ
ス
、
ヴ
ン
ト
等

を
深
め
て
い
た
。
こ
の
中
の
序
言
で
木
山
は
、「
ゲ
ー
テ
自
身
が
嘗
て
云
へ
る

が
如
く
、
詩
人
の
作
は
皆
そ
れ
ぞ
れ
に
其
詩
人
を
表
現
す
る
も
の
な
り
と
せ
ば
、

フ
ァ
ウ
ス
ト
は
ゲ
ー
テ
自
身
を
表
現
す
る
も
の
な
ら
ざ
ら
ん
や
（
69
）」
と
い
い
、
こ

の
書
が
ゲ
ー
テ
の
哲
学
を
説
明
す
る
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
点
を
述
べ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
彼
は
、「
フ
ァ
ウ
ス
ト
は
哲
学
書
た
る
と
同
時
に
文
学
書
な
り
。
否
、

文
学
書
に
し
て
同
時
に
哲
学
書
な
る
も
の
な
り
、
吾
人
の
今
此
に
紹
介
す
る
所

の
も
の
は
、
哲
学
の
書
と
し
て
如
何
な
る
思
想
の
其
中
に
包
含
さ
れ
あ
る
か
を

記
す
る
に
止
ま
る
（
70
）」
と
語
る
。
木
山
の
フ
ァ
ウ
ス
ト
理
解
は
、
人
生
と
哲
学
の

書
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
木
山
も
阿
部
と
同
じ
く
、
東
京
帝

国
大
学
哲
学
科
を
卒
業
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
彼
等
は
共
に
『
帝

国
文
学
』
と
の
接
点
が
あ
る
。
当
時
の
フ
ァ
ウ
ス
ト
の
流
行
は
ど
の
領
域
に
も

わ
た
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
管
見
の
限
り
、
掲
載
記
事
に
は
『
帝
国
文
学
』
に

そ
の
文
章
が
特
に
多
く
見
ら
れ
た
。

　

も
う
一
つ
、
一
九
一
三
年
七
月
の
『
帝
国
文
学
』
に
二
つ
の
記
事
が
紹
介
さ

れ
て
い
る
。
久
保
田
勝
彌
の
「『
フ
ア
ウ
ス
ト
評
論
』
を
読
み
て
」（『
帝
国
文

学
』
第
一
九
巻
第
七
号
、
一
九
一
三
年
七
月
）
と
成
瀬
無
極
の
「
ヴ
ェ
デ
キ
ン
ト

の
フ
ワ
ウ
ス
ト
」（『
帝
国
文
学
』
第
一
九
巻
第
七
号
、
一
九
一
三
年
七
月
）
で
あ

る
。
成
瀬
無
極
（
一
八
八
四
〜
一
九
五
八
）
は
、
ド
イ
ツ
文
学
者
で
あ
る
。
一

九
三
〇
年
に
京
都
帝
国
大
学
教
授
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
二
つ
の
フ
ァ

ウ
ス
ト
理
解
に
注
目
し
た
い
。

　

ま
ず
、
久
保
田
の
ほ
う
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。



208

格
に
つ
い
て
述
べ
た
箇
所
も
あ
る
。

芸
術
的
作
品
は
、
人
格
に
依
り
て
個
人
的
に
直
観
的
に
化
せ
ら
れ
た
る
内

部
的
事
実
の
外
部
的
表
現
と
い
ふ
こ
と
が
出
来
る
（
74
）。

　

芸
術
作
品
が
芸
術
家
の
内
部
を
外
部
に
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
た
上
で
、

感
情
移
入
説
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

美
的
享
楽
は
芸
術
の
存
在
に
斯
の
如
く
大
な
る
要
素
で
あ
る
か
ら
、
美
学

者
殊
に
心
理
学
的
美
学
者
は
其
研
究
の
努
力
の
大
部
分
を
此
享
楽
の
分
析

解
剖
に
費
し
て
居
る
。
之
れ
に
は
、
美
的
享
楽
の
大
部
分
、
少
な
く
と
も
、

其
重
要
な
る
要
素
を
為
す
ア
イ
ン
フ
ュ
ー
ル
ン
グ
（Einfühlung

）、
即
ち

情
調
等
の
主
観
的
要
素
を
直
ア
ン
シ
ア
ウ
ウ
ン
グ

観
に
注
入
す
る
と
い
ふ
心
理
的
事
実
に

関
し
て
、
複
雑
な
る
至
難
の
問
題
等
が
あ
る
（
75
）

　

つ
ま
り
、
平
田
に
よ
れ
ば
、
美
的
享
受
に
必
要
な
要
素
と
し
て
、「
ア
イ
ン

フ
ュ
ー
ル
ン
グ
（Einfühlung

）」
が
存
在
し
、「
ア
イ
ン
フ
ュ
ー
ル
ン
グ

（Einfühlung

）」
が
「
情
調
」
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
「
情
調
」
の
「
主
観
的

要
素
」
を
「
主
観
的
要
素
を
直
ア
ン
シ
ア
ウ
ウ
ン
グ
観
に
注
入
す
る
」
の
が
困
難
で
あ
る
と
い

う
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
伊
藤
が
「
リ
ッ
プ
ス
論
」
を
発
表
す
る
一
年
弱
前
ま
で
は
、

感
情
移
入
説
の
体
系
化
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
知
れ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、

の
大
家
の
精
細
複
雑
な
る
研
究
の
結
果
も
僅
に
此
数
年
間
に
公
に
せ
ら
れ
、

或
は
其
半
ば
の
み
公
に
せ
ら
れ
た
も
の
も
あ
り
、
議
論
研
究
今
正
に
酣
で

あ
る
。
我
国
に
て
は
美
学
の
研
究
に
従
事
し
て
居
る
人
が
極
め
て
少
な
い

や
う
で
あ
る
し
、
ま
た
此
等
泰
西
研
究
の
紹
介
も
極
て
稀
な
や
う
で
あ
る
（
72
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
当
時
の
日
本
に
お
い
て
「
フ
オ
ル
ケ
ル
ト
、
デ
ス
ソ
ア
、
リ

ツ
プ
ス
、
ヴ
ン
ト
」
等
の
心
理
学
的
美
学
者
の
研
究
が
進
ん
で
い
な
か
っ
た
様

子
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
文
章
の
執
筆
者
で
あ
る
平
田
元
吉
は
、
主
に
心
理
学

研
究
を
お
こ
な
っ
て
い
た
人
物
で
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
劇
研
究
』（
冨
山
房
、
一
九
一

〇
年
）、『
近
代
心
霊
学
』（
日
本
心
霊
学
会
、
一
九
二
五
年
）
な
ど
を
執
筆
し
て

い
る
。
平
田
は
、
当
時
の
心
理
学
的
美
学
者
の
研
究
状
況
を
続
け
て
次
の
よ
う

に
述
べ
る
。

芸
術
的
活
動
は
人
間
固
有
の
衝
動
で
あ
り
、
他
の
智
識
的
衝
動
の
如
く
、

独
立
と
威
厳
と
を
有
し
、
其
特
徴
は
形
成
表
現
で
あ
る
、
而
し
て
芸
術
家

が
其
経
験
よ
り
得
た
る
錯
雑
混
沌
た
る
材
料
は
、
其
感
情
、
想
像
、
思
想
、

意
志
、
希
望
等
に
依
り
て
新
に
陶
鋳
化
成
せ
ら
れ
、
創
造
的
総
合

（Schöpferische Synthese

）
芸
術
的
目
的
に
依
り
て
統
一
せ
ら
れ
て
内

部
的
経
験
の
一
団
と
な
る
、
此
内
部
的
に
経
験
せ
ら
れ
直
ア
ン
シ
ヤ
ウ
エ
ン
観
せ
ら
れ

た
る
統
一
を
表
現
し
た
る
も
の
が
即
ち
芸
術
的
作
品
で
あ
る
（
73
）

　

こ
こ
で
は
、
芸
術
の
統
一
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
芸
術
の
人
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と
つ
て
は

0

0

0

0

、
フ
ア
ウ
ス
ト
を
見
る

0

0

こ
と
に
よ
つ
て
、
我
等
自
身
の
内
面
に

0

0

0

体
験
す
る
苦
悶
で
あ
る
。
風
景
の
情
調
と
は
、
我
等
に
と
つ
て
は

0

0

0

0

0

0

0

、
そ
の

風
景
を
見
る

0

0

こ
と
に
よ
つ
て
、
我
等
自
身
の
中
に

0

0

惹
起
さ
れ
る
情
調
で
あ

る
。
曲
線
の
軽
さ
又
は
柔
か
さ
と
は
、
我
等
に
と
つ
て
は

0

0

0

0

0

0

0

、
そ
の
曲
線
の

感
覚
的
印
象

0

0

0

0

0

が
我
等
の
内
面
に

0

0

0

喚
起
す
る
心
の
流
れ
の
軽
さ
若
く
は
柔
か

さ
で
あ
る
。
凡
そ
フ
ア
ウ
ス
ト
の

0

0

0

0

0

0

苦
悶
や
、
風
景
の

0

0

0

情
調
や
、
曲
線

0

0

の
軽

さ
と
柔
か
さ
な
ど
は
、
我
等
が
こ
の
苦
悶
と
こ
の
情
調
と
こ
の
軽
さ
や
柔

か
さ
と
を
自
己
の
中
に
体
験
す
る
と
き
、
始
め
て

0

0

0

我
等
に
と
つ
て
存
在
す

る
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
（
77
）。

　

つ
ま
り
、
阿
部
は
、
フ
ァ
ウ
ス
ト
の
体
験
を
自
己
の
中
で
と
ら
え
た
時
に
感

情
移
入
が
起
こ
り
、
そ
の
こ
と
で
「
始
め
て

0

0

0

我
等
に
と
つ
て
存
在
す
る
も
の
と

な
る
」
と
い
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
フ
ァ
ウ
ス
ト
を
例
に
と
り
な
が
ら
、
感
情
移
入
に
関
す
る
内

容
説
明
を
お
こ
な
い
、
そ
の
後
、
彼
は
引
き
続
き
、
観
照
の
問
題
を
あ
げ
な
が

ら
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

対
象
の
観
照
に
没
頭
し
て
生
き
る
と
き
、
自
己
と
対
象
と
の
対
立
は
我
等

の
意
識
に
上
ら
な
い
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
対
象
を
統
覚
す
る
自
己
が

─
対
象
の
統
覚
に
即
し
て
生
命
感
情
を
体
験
す
る
自
己
が
、
そ
の
時
の

自
己
の
全
体
で
あ
る
。
そ
の
時
自
己
は
対
象
の
中
に

0

0

生
き
る
、
対
象
の
中

の
み

0

0

に
生
き
る
。
例
へ
ば
フ
ァ
ウ
ス
ト
の
観
照
に
没
頭
す
る
と
き
、
我
等

こ
れ
に
よ
り
『
帝
国
文
学
』
と
『
早
稲
田
文
学
』
両
方
の
媒
体
で
、
感
情
移
入

説
の
受
容
が
確
認
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
阿
部
が
『
美
学
』
に
お
い
て
感
情
移
入
説
の

説
明
に
フ
ァ
ウ
ス
ト
を
持
ち
出
し
た
の
は
、
当
時
『
帝
国
文
学
』
で
流
行
し
、

認
識
さ
れ
て
い
た
共
通
概
念
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、

「
抒
情
的
気
分
」
を
味
わ
う
対
象
と
し
て
の
フ
ァ
ウ
ス
ト
で
あ
る
。
そ
れ
を
系

統
立
て
て
説
明
し
た
の
が
阿
部
次
郎
で
あ
る
。
そ
し
て
、
後
年
彼
自
身
も
『
フ

ァ
ウ
ス
ト
』
の
翻
訳
（
76
）に
着
手
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
っ
た
。

三
─
３　
『
美
学
』
の
感
情
移
入
説

　

こ
の
よ
う
に
、
阿
部
が
例
に
あ
げ
た
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
は
、
当
時
、『
帝
国

文
学
』
で
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
阿
部
が
『
美
学
』
を
書
き
あ
げ
る
数

年
前
に
は
、
フ
ァ
ウ
ス
ト
が
人
々
か
ら
感
情
移
入
さ
れ
る
対
象
と
し
て
認
識
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
体
系
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ

れ
を
当
時
の
背
景
と
し
て
持
ち
出
し
た
の
が
、
阿
部
次
郎
の
『
美
学
』
で
あ
っ

た
。
そ
れ
は
、
同
時
に
、
阿
部
が
フ
ァ
ウ
ス
ト
を
感
情
移
入
概
念
の
対
象
と
し

て
、
定
着
さ
せ
た
こ
と
を
も
裏
付
け
て
い
る
。

　

次
に
、
こ
の
点
に
つ
い
て
具
体
的
に
見
て
み
た
い
。
阿
部
は
、
フ
ァ
ウ
ス
ト

を
例
に
、
感
情
移
入
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

我
等
が
我
等
自
身
の
外
に

0

0

他
人
の
心
持
を
体
験
す
る
と
い
ふ
や
う
な
言
葉

は
全
然
何
の
意
味
を
も
成
さ
な
い
。
フ
ア
ウ
ス
ト
の
苦
悶
と
は
、
我
等
に

0

0

0
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は
我
等
自
身
の
統
覚
活
動

0

0

0

0

で
あ
る
。
我
等
は
対
象
を
統
覚
す
る
こ
と
に
よ

つ
て
、
既
に
一
種
の
生
命
を
こ
れ
に
賦
与
す
る
。
凡
そ
統
覚
と
は
漠
然
た

る
我
等
の
意
識
内
容

0

0

0

0

を
把
エ
ル
フ
ア
ツ
セ
ン
握
し
て
、
之
れ
を
意
識
の
焦
点
に
持
ち
来

す
活
動
で
あ
る
。
我
等
の
意
識
の
焦
点
的
中
枢
的
生
活
を
特
に
精
神

0

0

（Geist

）
の
生
活
と
名
け
れ
ば
、
統
覚
と
は
我
等
の
意
識
内
容
を
成
す
あ

ら
ゆ
る
経
験
を
精
神
的
視
野
の
外
か
ら
精
神
的
視
野
の
中
に
拉
し
来
る
働

き
で
あ
る
。
統
覚
さ
れ
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
我
等
の
意
識
内
容

0

0

0

0

は
我
等
の

対
象

0

0

と
な
る
（
79
）。

　
「
一
般
的
統
覚
的
感
情
移
入

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（A
llgem

eine apperzeptive Einfühlung

）」
は
、

阿
部
に
よ
れ
ば
、
抽
象
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
中
で
阿
部
は
、「
自

然
や
人
間
の
中
に
発
見
す
る
生
命
」
は
説
明
し
切
れ
な
い
と
し
て
種
類
ご
と
に

感
情
移
入
を
説
明
す
る
。
そ
の
後
、「
情
調
移
入
（Stim

m
ungseinfühlung

）」

で
は
、
注
目
す
べ
き
こ
と
に
「
色
」
と
「
音
」
に
つ
い
て
重
点
的
に
触
れ
て
い

る
。

（
二
）
情
調
移
入

0

0

0

0

（Stim
m

ungseinfühlung

）。
一
般
的
統
覚
的
感
情
移

入
を
補
ふ
一
つ
の
途
は
情
調
移
入
で
あ
る
。
例
へ
ば
、
我
等
が
或
る
色
を

見
、
或
る
音
を
聞
い
て
、
こ
れ
に
注
意
を
送
る
と
き
、
我
等
は
単
に
こ
れ

を
統
覚

0

0

す
る
自
我
の
一
つ
の

0

0

0

活
動
と
、
こ
の
活
動
に
伴
ふ
一
つ
の

0

0

0

感
情
と

を
体
験
す
る
の
み
な
ら
ず
、
又
我
等
の
心
的
生
活
の
一
般
的
な

0

0

0

0

節
奏
や
脈

拍
や

─
換
言
す
れ
ば
一
種
の
情
調
を
体
験
す
る
。
こ
の
情
調
は
、
我
等

の
自
己
は
別
に
フ
ァ
ウ
ス
ト
以
外
に
在
る
の
で
は
な
い
。
フ
ァ
ウ
ス
ト
が

そ
の
時
の
自
己
の
全
内
容
で
あ
る
。
こ
の
時
主
観
と
客
観
と
は
全
然
融
合

す
る
。
更
に
適
切
に
云
へ
ば
、
主
観
は
客
観
の
中
に
溶
解
し
て
そ
の
中
に

浸
透
す
る
。
我
等
は
自
己
に
対
立
す
る
も
の
と
し
て
対
象
を
意
識
す
る
こ

と
な
く
、
又
対
象
に
対
立
す
る
も
の
と
し
て
自
己
を
意
識
す
る
こ
と
な
く
、

我
等
の
意
識
は
唯
対
象
の
み
に
よ
つ
て
充
さ
れ
る
の
で
あ
る
（
78
）。

　

即
ち
、
こ
こ
で
問
題
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
制
作
者
と
鑑
賞
者
の
課
題
で
あ

る
。
こ
れ
が
、
先
に
見
た
阿
部
の
感
情
移
入
説
の
内
容
的
特
徴
と
し
て
あ
げ
ら

れ
る
。
そ
の
後
、
そ
の
種
類
を
彼
は
次
の
よ
う
に
分
類
し
て
い
る
。

（
一
）
一
般
的
統
覚
的
感
情
移
入

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（A
llgem

eine apperzeptive 

Einfühlung

）

（
二
）
情
調
移
入

0

0

0

0

（Stim
m

ungseinfühlung

）

（
三
）
対
自
然
感
情
移
入

0

0

0

0

0

0

0

（N
atureinfühlung

）

（
四
）
人
間
の
官
能
的
現
象
に
対
す
る
感
情
移
入

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（Einfühlung in die 

sinnliche Erscheinung des M
enschen

）

　

順
番
に
こ
れ
ら
の
内
容
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。

（
一
）
一
般
的
統
覚
的
感
情
移
入

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（A
llgem

eine apperzeptive 

Einfühlung

）。
我
等
が
対
象
に
賦
与
す
る
感
情
の
、
最
も
一
般
的
な
源
泉
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文
学
と
美
術
の
交
流
の
場
で
あ
り
、「
情
調
的
気
分
」
を
中
心
と
す
る
芸
術
傾

向
が
見
ら
れ
る
集
団
で
、
そ
の
顕
著
な
雑
誌
に
は
『
屋
上
庭
園
』
が
あ
げ
ら
れ

る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
感
情
移
入
説
と
の
関
わ
り
を
拙
稿
（
82
）で
述
べ
た
。
こ

こ
で
は
、
当
時
の
芸
術
傾
向
が
芸
術
家
の
作
品
を
媒
介
と
し
て
、
鑑
賞
者
が
自

己
の
感
じ
る
情
調
を
味
わ
い
、
そ
れ
を
他
者
も
実
感
し
て
い
る
と
考
え
る
種
類

の
概
念
、
つ
ま
り
、「
自
己
の
中
の
他
者
」
へ
向
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
注
目

し
た
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
「
自
己
の
中
の
他
者
」
を
示
す
代
表
的
な
例
と
し

て
、「
感
情
移
入
説
」
が
あ
げ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
「
感
情
移
入
説
」

を
示
す
例
と
し
て
、「
絵
画
の
約
束
」
論
争
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
論
争
は
、

木
下
杢
太
郎
と
山
脇
信
徳
、
武
者
小
路
実
篤
が
各
々
の
芸
術
観
を
主
張
し
た
も

の
で
あ
る
。
こ
こ
で
彼
等
は
そ
れ
ぞ
れ
自
分
達
に
と
っ
て
は
異
な
る
主
張
を
し

て
い
た
が
、
実
は
三
名
と
も
感
情
移
入
の
概
念
を
共
通
し
て
も
っ
て
い
た
こ
と

が
、
情
緒
、
情
調
、
リ
ズ
ム
な
ど
の
彼
等
の
言
説
か
ら
裏
付
け
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
即
ち
、
こ
の
時
代
は
「
感
情
移
入
」
が
蔓
延
し
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
阿
部
が
『
美
学
』
の
中
で
取
り
組
ん
だ
感
情
移
入
説
の
種
類
に

お
い
て
、
三
つ
目
に
あ
げ
て
い
る
の
は
、「
対
自
然
感
情
移
入
」
で
あ
る
。

（
三
）
対
自
然
感
情
移
入

0

0

0

0

0

0

0

（N
atureinfühlung

）。
併
し
其
処
に
は
猶
第

三
の
場
合
が
あ
り
得
る
。
そ
れ
は
感
情
移
入
の
内
容
が
過
去
の
経
験

0

0

0

0

0

に
よ

つ
て
規
定
さ
れ
る
場
合
で
あ
る
。（
中
略
）
我
等
が
今
挙
げ
む
と
す
る
種

類
の
感
情
移
入
に
在
て
は
、
我
等
と
対
象
と
の
間
に
過
去
の
経
験
が
挟
ま

つ
て
来
る
。
新
し
き
体
験
の
統
覚
が
過
去
の
経
験
を
基
礎
と
し
て
行
は
れ

の
色
彩
感
覚
や
音
響
心
象
や

─
此
等
の
意
識
内
容
の
根
底
を
成
す
心
的

過
程
の
節
奏
が
心
の
全
局
に
波
及
し
て
、
我
等
の
心
の
全
体
を
し
て
同
様

の
鼓
動
を
打
つ
て
動
か
し
め
る
こ
と
に
よ
つ
て
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
。

我
等
の
心
の
中
に
一
つ
の
動
エ
ル
レ
ー
グ
ン
グ
き
が
生
ず
る
と
き
、
そ
れ
は
、
類
似
連

合
の
法
則
に
従
つ
て
、
我
等
の
心
の
全
局
に
同
様
の
節
奏
に
従
ふ
波
動
を

惹
起
す
る
。
さ
う
し
て
こ
の
波
動
は

─
こ
の
情
調
は
、
こ
の
一
つ
の
動

き
に
よ
つ
て
惹
起
さ
れ
た
る
も
の
な
る
が
故
に
、
さ
う
し
て
こ
の
一
つ
の

動
き
と
は
或
る
色
や
或
る
音
を
知
覚
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
生
じ
た
る
心
的

過
程
な
る
が
故
に
、
我
等
は
こ
の
情
調
を
そ
の
色
や
音
と
結
合
す
る
。
こ

の
情
調
は
そ
の
色
や
音
の0

情
調
で
あ
る
。
我
等
は
そ
の
色
や
音
の
中
に
此

の
情
調
を
発
見
す
る
。
か
く
て
我
等
は
一
般
的
統
覚
的
感
情
移
入
の
外
に

0

0

、

新
た
に
又
我
等
の
情
調
を
も
対
象
の
中
に
移
入
す
る
の
で
あ
る
（
80
）。

　
「
情
調
」
の
説
明
に
「
色
」「
音
」
を
用
い
、
そ
れ
を
感
じ
る
心
の
中
に
生
じ

る
「
動
エ
ル
レ
ー
グ
ン
グ
き
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
彼
の
見
識
は
、
当
時
、
美
術
批
評
に
お

い
て
盛
ん
で
あ
っ
た
「
印
象
批
評
」
や
「
パ
ン
の
会
」
な
ど
で
も
注
目
さ
れ
て

い
た
「
音
」「
リ
ズ
ム
」
と
い
っ
た
概
念
が
背
景
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
実
際
、

阿
部
次
郎
が
「
パ
ン
の
会
」
に
も
出
席
し
て
い
た
こ
と
は
、
当
時
の
小
宮
豊
隆

宛
の
書
簡
（
一
九
一
一
年
二
月
一
二
日
付
）
に
「
明
日
の
パ
ン
の
会
に
は
僕
も
無

邪
気
に
出
席
し
よ
う
と
思
つ
ゐ
る
、
君
も
是
非
来
る
よ
う
に
し
な
い
か
」
と
あ

る
こ
と
か
ら
知
れ
る
（
81
）。

　
「
パ
ン
の
会
」
は
、
北
原
白
秋
、
木
下
杢
太
郎
が
中
心
と
な
り
立
ち
上
げ
た
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情0

の
移
入
で
あ
る
。
人
体
に
対
す
る
感
情
移
入
は
如
何
な
る
途
に
よ
つ
て

行
は
れ
る
か
。
他
人
の
顔ゲ
ペ
ー
ル
デ付
や
、
身
体
の
運
動

0

0

や
、
静
止
せ
る
姿
態

0

0

0

0

0

0

や
、

声
音

0

0

並
び
に
言
語

0

0

等
は
、
如
何
に
し
て
感
情
を
表
出
す
る
も
の
と
な
る
こ

と
が
出
来
る
か
。

　

こ
の
場
合
我
等
が
体
験
す
る
感
情
移
入
は
、
前
の
三
つ
の
場
合
に
於
け

る
が
如
く
、
物
象
を
統
覚
し
把
握
す
る
た
め
に
直
接
に

0

0

0

体
験
せ
る
活
動
を

対
象
に
移
入
す
る
の
で
は
な
い
。
我
等
が
こ
の
対
象
を
統
覚
す
る
と
き
、

或
る
知
ら
れ
ざ
る
本
能

0

0

の
働
き
に
よ
つ
て
、
統
覚
活
動
そ
の
も
の
と
は
異

れ
る
別
種
の
活
動
が
我
等
の
中
に
喚
起
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
う
し
て
我

等
は
こ
の
活
動
を
対
象
の
中
に
移
入
す
る
の
で
あ
る
（
84
）。

　

こ
の
四
つ
目
は
、
人
間
の
「
本
能
の
働
き
」
に
よ
っ
て
「
統
覚
活
動
」
が
ど

の
よ
う
に
喚
起
さ
れ
る
か
と
い
う
こ
と
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。
伊
藤
の

「
リ
ッ
プ
ス
論
」
の
中
に
も
そ
れ
に
似
た
言
葉
で
「
知
・
情
・
意
」
の
問
題
が

触
れ
ら
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
両
者
の
提
言
す
る
感
情
移
入
の
概
念
は
、
意
識

の
切
り
分
け
で
は
な
く
、
ま
さ
に
対
象
へ
の
「
移
入
」
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
り

「
全
内
容
を
対
象
の
中
に
発
見
」
し
た
結
果
、
そ
れ
が
阿
部
の
言
葉
を
借
り
れ

ば
「
自
己
客
観

0

0

0

0

（Selbstobjektivation

）」
へ
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
彼
は
「
観
照
」
の
問
題
に
つ
い
て
も
こ
の
項
の
最
後
に
、
次
の
よ

う
に
触
れ
て
い
る
。

　

純
粋
な
る
感
情
移
入
の
態
度
を
と
る
と
き
、
我
等
は
唯
「
観
照
」
す
る

る
、
従
つ
て
対
象
に
対
す
る
感
情
移
入
の
内
容
が
過
去
の
経
験
に
よ
つ
て

制
約
さ
れ
る
。
約
言
す
れ
ば
そ
れ
は
「
経
験
的
に
制
約
さ
れ
た
る
統
覚
的

感
情
移
入
」（Em

pirisch bedingte apperzeptive Einfühlung

）
で
あ
る
。

我
等
は
こ
の
途
に
よ
つ
て
「
自
然
」
に
生
命
を
賦
与
す
る
。
故
に
又
こ
れ

を
名
け
て
「
対
自
然
感
情
移
入
」
と
呼
ぶ
の
で
あ
る
（
83
）。

　

過
去
の
経
験
を
基
礎
と
し
た
現
在
の
経
験
へ
の
感
じ
方
の
規
定
に
つ
い
て
こ

こ
で
は
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
阿
部
に
よ
れ
ば
、
そ
の
規
定
に
よ
っ
て
自
然
に

「
生
命
を
付
与
」
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
自
然
に
つ
い
て
の

感
情
移
入
の
在
り
方
に
つ
い
て
言
及
し
た
後
、
彼
は
次
に
、
前
の
三
つ
を
含
ん

だ
結
果
の
感
情
移
入
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

（
四
）
人
間
の
官
能
的
現
象
に
対
す
る
感
情
移
入

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（Einfühlung in die 

sinnliche Erscheinung des M
enschen

）（
中
略
）
我
等
が
他
人
に
就
い

て
直
接
に
知
覚
す
る
は
、
唯
そ
の
肉
体
的
現
象
に
過
ぎ
な
い
の
に
、
我
等

は
如
何
に
し
て
そ
の
中
に
生
命
や
心
や
人
格
や
感
情
や
思
想
や
を
発
見
す

る
こ
と
が
出
来
る
か
。
こ
の
問
題
に
答
へ
る
も
の
は
第
四
類
の
感
情
移
入

で
あ
る
。
固
よ
り
こ
の
場
合
我
等
が
他
人
の
中
に
発
見
す
る
は
、
単
に
感

情
ば
か
り
で
は
な
い
。
我
等
は
又
判
断
や
思
想
や
そ
の
他
自
我
の
全
内
容

を
対
象
の
中
に
発
見
す
る
。
故
に
そ
れ
は
、
厳
密
に
云
へ
ば
寧
ろ
自
己
客

0

0

0

観0

（Selbstobjektivation

）
と
呼
ば
る
可
き
も
の
で
あ
る
。
併
し
現
在
我

等
に
と
つ
て
必
要
な
る
は
、
判
断
や
思
想
の
移
入
で
は
な
く
て
、
正
に
感0
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説
明
と
し
て
ゲ
ー
テ
の
フ
ァ
ウ
ス
ト
を
頻
出
さ
せ
た
点
に
あ
る
。
そ
れ
は
、
伊

藤
の
背
景
に
オ
イ
ケ
ン
の
思
想
影
響
が
強
い
『
早
稲
田
文
学
』
が
あ
り
、
阿
部

の
背
景
に
フ
ァ
ウ
ス
ト
の
流
布
し
た
『
帝
国
文
学
』
が
あ
る
と
い
う
理
由
も
あ

る
が
、
伊
藤
の
「
リ
ッ
プ
ス
論
」
が
リ
ッ
プ
ス
の
思
想
を
紹
介
す
る
こ
と
に
重

点
が
置
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
阿
部
の
『
美
学
』
は
、
ま
さ
に
リ
ッ
プ
ス
を

解
釈
し
た
阿
部
の
思
想
に
重
心
が
あ
る
こ
と
が
大
き
い
だ
ろ
う
。

　

次
に
、
こ
の
点
を
さ
ら
に
詳
し
く
述
べ
る
た
め
、
冒
頭
で
紹
介
し
た
彼
の

『
人
格
主
義
』
に
見
ら
れ
る
感
情
移
入
説
へ
の
言
説
と
あ
わ
せ
て
、
阿
部
の
リ

ッ
プ
ス
解
釈
を
彼
の
思
想
で
あ
る
人
格
主
義
と
の
関
係
か
ら
検
討
し
て
み
よ
う
。

三
─
４　

阿
部
次
郎
の
リ
ッ
プ
ス
受
容
に
見
る
人
格
主
義
思
想

　

阿
部
は
、『
美
学
』（
一
九
一
七
年
）
以
外
に
、
リ
ッ
プ
ス
の
感
情
移
入
説
に

関
連
し
て
『
倫
理
学
の
根
本
問
題
』（
岩
波
書
店
、
一
九
一
六
年
）
と
『
人
格
主

義
』（
一
九
二
二
年
）
を
刊
行
し
て
い
る
。

　
『
美
学
』
は
、
美
学
上
の
基
本
的
立
場
に
リ
ッ
プ
ス
の
感
情
移
入
説
を
置
き
、

そ
の
中
で
「
観
照
」
と
制
作
に
焦
点
を
当
て
論
じ
て
お
り
、
基
本
理
念
に
は
人

格
主
義
を
掲
げ
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
前
年
に
出
版
さ
れ
た
『
倫
理
学
の
根

本
問
題
』
で
は
、
リ
ッ
プ
ス
の
理
念
に
忠
実
に
書
い
た
も
の
で
あ
る
と
阿
部
自

身
が
、
そ
の
冒
頭
で
述
べ
て
い
る
。

本
書
は
未
熟
な
る
自
分
の
私
見
を
述
べ
た
も
の
で
は
な
い
。T

heodor 

Lipps; D
ie ethischen Grundfragen. 2A

ufl.

に
拠
つ
て
書
い
た
も
の

の
み
で
あ
る
。
観
照
の
対
象
の
中
に
没
頭
し
て
生
き
る
の
み
で
あ
る
。
さ

う
し
て
こ
れ
は
特
異
に
し
て
唯
一
な
る
態
度
で
あ
る
。
我
等
は
こ
の
態
度

を
呼
ん
で
美
的
態
度
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
純0

感
情
移
入
は
美
的

0

0

感
情
移
入

で
あ
る
（
85
）。

　

阿
部
は
、
感
情
移
入
説
に
つ
い
て
リ
ッ
プ
ス
の
思
想
を
基
調
と
し
な
が
ら
も
、

彼
自
身
の
思
想
を
照
ら
し
合
わ
せ
、
制
作
者
と
鑑
賞
者
に
と
っ
て
重
要
な
問
題

で
あ
る
直
接
体
験
を
、「
観
照
」
と
い
う
観
点
か
ら
深
め
て
い
る
。

　

ま
た
、『
美
学
』
の
感
情
移
入
の
部
分
に
「
美
と
醜
」
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ

た
箇
所
が
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
、
こ
れ
ま
で
言
及
さ
れ
た
制
作
と
「
観
照
」
に

つ
い
て
、
さ
ら
に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
阿
部
は
音
楽
を
聴
き
、
絵
画
を
見
る
時
「
我
等
の
中
に
特
定
の
生

命
の
動
き
を
感
ず
る
」
と
い
い
、
こ
の
「
生
命
の
動
き
を
と
つ
て
こ
れ
を
対
象

に
移
入
す
る
」
こ
と
で
「
対
象
の
生
命
は
我
等
自
身
の
生
命
の
一
片
」
に
な
る

と
述
べ
、
こ
れ
を
「
自
我
の
生
命
」「
人
格
の
生
命
」
と
い
っ
た
言
葉
で
表
現

し
、
さ
ら
に
、
感
情
移
入
に
は
「
美
的
観
照
の
能
力
」
が
大
切
だ
と
述
べ
て
い

る
。
こ
れ
は
即
ち
、
対
象
と
共
鳴
す
る
こ
と
で
体
験
す
る
「
感
情
」
の
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
能
力
が
欠
け
て
い
る
場
合
、
感
情
移
入
説
に
お
い
て
は
、
内
容
把

握
の
上
で
致
命
的
な
欠
陥
を
生
む
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

　

彼
は
、
フ
ァ
ウ
ス
ト
を
中
心
に
そ
の
思
想
に
つ
い
て
論
じ
た
が
、
先
に
見
た

伊
藤
尚
と
の
相
違
は
、
伊
藤
が
オ
イ
ケ
ン
と
リ
ッ
プ
ス
を
比
較
し
て
い
る
の
に

対
し
、
阿
部
は
リ
ッ
プ
ス
を
比
較
す
る
よ
り
も
、
感
情
移
入
説
に
関
す
る
内
容
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も
の
と
仮
定
す
れ
ば
感
情
移
入
と
は
又
他
人
の
内
生
を
（
こ
の
場
合
に
於

い
て
は
悲
哀
を
）「
共
に
経
験
す
る

0

0

0

0

0

0

0

」（M
it erleben

）
で
あ
る
。
換
言

す
れ
ば
感
情
移
入
は
や
が
て
同
情

0

0

（Sym
pathie

）
で
あ
る
。
唯
此
際
に

於
い
て
忘
る
可
か
ら
ざ
る
は
、
自
分
の
意
識

0

0

に
と
つ
て
は
、
先
づ
他
人
の

悲
哀
が
あ
つ
て
然
る
後
に
自
分
の
同
情
が
あ
る
の
で
は
な
く
て
、
他
人
の

悲
哀
は

─
一
般
的
に
云
へ
ば
他
人
の
内
生
と
、
心
的

0

0

個
体
と
し
て
の
他

人
そ
の
も
の
と
は

─
自
分
の
同
情
（
感
情
移
入
）
を
基
礎
と
し
て
始
め

て
成
立
す
る
こ
と
で
あ
る
。
従
つ
て
同
情
と
は
そ
の
実
他
人
の
感
情
に
同

ず
る

で
は
な
く
て
、
単
純
に
自
己
の
感
情
を
経
験
す
る

で
あ
る
。
唯

此
の
如
き
自
己
の
感
情
は
常
に
他
人
の
肉
体
的
現
象
に
結
合
し
て
ゐ
る
の

で
あ
る
。
こ
の
途
に
よ
つ
て
他
人
の
肉
体
は
、
自
分
に
と
つ
て
、
内
面
生

活
を
担
ふ
者
と
な
る
。
個
々
の
現
象
は
自
分
に
と
つ
て
生
の
発
現
と
な
る
。

さ
う
し
て
心
的
個
体

0

0

0

0

と
し
て
の
他
人
は
始
め
て
自
己
に
と
つ
て
存
在
す
る

も
の
と
な
る
。
故
に
他
人
と
は
自
分
が
自
分
を
材
料
と
し
て
創
造
し
た
も

の
で
あ
る
。
彼
の
内
生
は
自
分
の
内
生
か
ら
採
取
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

自
己
以
外
の
個
体
若
く
は
自
我
は
自
己
以
外
の
肉
体
的
現
象
を
所
縁
と
し

た
る
自
己
の
投
影

0

0

（Projektion

）
で
あ
る
。
自
己
の
二
重
化

0

0

0

（V
erdoppelung

）
で
あ
る
（
87
）。

　

阿
部
に
よ
る
と
、
感
情
移
入
説
と
は
、
同
情
で
あ
り
、
他
人
の
体
験
を
自
己

が
お
こ
な
う
自
己
投
影
で
あ
り
、
二
重
化
で
あ
る
と
い
う
。
つ
ま
り
、
自
己
が

他
人
の
感
情
だ
と
感
じ
る
も
の
が
、
自
己
の
感
情
で
あ
り
、
他
人
の
感
情
だ
と

で
あ
る
。
自
分
は
絶
対
的
に
私
見
を
混
入
す
る

を
避
け
て
、
只
管
リ
ッ

プ
ス
の
思
想
と
情
熱
と
感
激
と
を
生
か
さ
う
と
し
た
。
論
理
の
精
緻
を
失

は
ず
に
原
文
の
主
旨
を
要
約
す
る

と
、
難
解
な
る
点
を
咀
嚼
し
て
之
を

平
明
な
る
国
語
に
移
す

と
、
原
文
の
到
る
処
に
活
躍
せ
る
道
徳
的
情
熱

を
保
存
す
る

と

─
自
分
は
こ
の
三
点
に
自
分
の
努
力
を
集
注
し
た
。

併
し
こ
の
三
つ
と
も
自
分
に
と
つ
て
は
随
分
困
難
な
仕
事
で
あ
つ
た
。
成

績
の
如
何
は
自
分
に
は
わ
か
ら
な
い
。
自
分
は
唯
甚
し
く
原
著
を
損
つ
て

ゐ
る

が
な
い
や
う
に
祈
る
の
み
で
あ
る
（
86
）。

　
『
美
学
』
に
お
い
て
阿
部
は
、
リ
ッ
プ
ス
の
説
を
独
自
に
解
釈
し
て
論
じ
て

い
た
が
、
そ
れ
よ
り
前
に
発
表
し
た
『
倫
理
学
の
根
本
問
題
』
に
つ
い
て
は
、

リ
ッ
プ
ス
の
理
論
に
忠
実
に
記
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
、
彼
が
先
に
見
て
き

た
『
美
学
』
に
お
い
て
中
心
課
題
と
し
て
き
た
感
情
移
入
説
に
関
し
て
、『
倫

理
学
の
根
本
問
題
』
の
中
で
は
、
他
人
の
顔
付
き
を
自
己
が
解
釈
す
る
時
に
生

じ
る
感
情
を
例
に
と
り
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

自
分
は
自
己
の
悲
哀
を
、
換
言
す
れ
ば
此
の
如
く
に
し
て
呼
び
醒
さ
れ
た

る
「
自
己
」
を
、
他
人
の
顔
付
の
「
中
に
」（
従
つ
て
又
他
の
個
人
の
「
中

に
」）、「
移
入
」
し
て
「
感
ず
る
」
の
で
あ
る
。
此
の
途
に
よ
つ
て
自
己

の
経
験
す
る
悲
哀
は
直
ち
に
他
人
の
悲
哀
と
解
釈
さ
れ
る
や
う
に
な
る
。

感
情
移
入
と
は
実
に
此
の
如
き
事
実
に
名
け
た
る
名
で
あ
る
。

　

若
し
こ
の
悲
哀
を
こ
の
や
う
な
顔
付
を
す
る
他
人
が
実
際

0

0

感
じ
て
ゐ
る
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彼
の
著
作
『
人
格
主
義
』
に
よ
れ
ば
、
人
格
主
義
と
は
、「
理
想
主
義
の
内

容
を
更
に
立
ち
入
つ
て
規
定
し
た
言
葉
」
で
あ
る
。

　

人
格
主
義
と
は
何
で
あ
る
か
。
そ
れ
は
、
少
く
と
も
人
間
の
生
活
に
関

す
る
限
り
、
人
格
の
成
長
と
発
展
と
を
以
て
至
上
の
価
値
と
な
し
、
こ
の

第
一
義
の
価
値
と
の
連
関
に
於
い
て
、
他
の
あ
ら
ゆ
る
価
値
の
意
義
と
等

級
と
を
定
め
て
行
か
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
（
89
）。

　

阿
部
は
、
こ
こ
で
人
間
の
生
活
上
に
お
い
て
の
「
人
格
の
成
長
」
を
人
格
主

義
に
求
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
彼
は
、
人
格
主
義
を
考
察
す
る
た
め
に
は
、
先

に
人
格
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
い
、
そ
の
人
格
の
「
標メ
ル
ク
マ
ー
ル識
」

を
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

第
一
に
人
格
は
物
と
区
別
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
そ
の
意
味

0

0

を
持
つ
て
ゐ
る

も
の
で
あ
る
。
第
二
に
人
格
は
個
々
の
意
識
的
経
験
の
総
和
で
は
な
く
て
、

そ
の
底
流
を
な
し
て
こ
れ
を
支
持
し
こ
れ
を
統
一
す
る
と
こ
ろ
の
自
我
で

あ
る
。
第
三
に
人
格
は
分
つ
べ
か
ら
ざ
る
も
の
と
云
ふ
意
味
に
於
い
て
の

Individuum

（
個
体
）
で
あ
る
。
一
つ
の
不
可
分
な
生
命
で
あ
る
。
第
四

に
人
格
は
先
験
的
要
素
を
内
容
と
し
て
ゐ
る
意
味
に
於
い
て
後
天
的
性
格

と
区
別
さ
れ
る
。
カ
ン
ト
の
言
葉
を
用
ゐ
れ
ば
そ
れ
は
単
純
な
経
験
的
性

格
で
は
な
く
て
叡イ
ン
テ
リ
ギ
プ
ラ
ー
、カ
ラ
ク
テ
ー
ル

智
的
性
格
を
含
ん
で
ゐ
る
と
こ
ろ
に
そ
の
特
質

を
持
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
（
90
）。

感
じ
る
も
の
は
、
そ
の
自
己
体
験
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
彼
は
、
同

じ
く
『
倫
理
学
の
根
本
問
題
』
の
中
で
「
美
的
観
照
」
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
当

て
は
め
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

美
的
観
照
の
本
質
は
一
切
の
利
害
や
願
望
や
嗜
慾
を
忘
れ
て
芸
術
品
の
世

界
に
没
入
す
る
と
こ
ろ
に
在
る
が
故
に
、
芸
術
中
の
人
物
は
固
よ
り
そ
の

願
望
を
以
て
自
分
の
願
望
を
妨
害
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
、
美
的
観
照
の

中
に
在
つ
て
は
自
分
の
願
望
と
云
ふ
も
の
が
既
に
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。

故
に
実
際
生
活
に
於
い
て
は
利
己
主
義
に
よ
つ
て
不
純
に
さ
れ
妨
害
さ
れ
、

遂
に
は
全
然
抑
圧
さ
れ
な
い
と
も
限
ら
ぬ
同
情
は
、
此
処
で
は
純
粋
に
濁

り
な
く
、
十
分
そ
の
特
質
の
ま
ゝ
に
行
は
れ
る
こ
と
が
出
来
る
。
云
つ
て

見
れ
ば
美
的
感
情
移
入
と
は
、
同
情
の
事
実
を
純
粋
に
表
現
し
て
、
我
等

に
そ
の
本
質
を
認
識
さ
せ
る
一
つ
の
実
験

0

0

の
や
う
な
も
の
で
あ
る
（
88
）。

　

彼
に
は
ま
だ
美
的
観
照
の
本
質
は
、
純
粋
な
「
芸
術
作
品
へ
の
投
入
」
で
あ

る
。
そ
の
意
味
で
、
感
情
移
入
は
、
自
己
体
験
で
あ
ろ
う
。
こ
の
思
想
が
、

『
美
学
』
に
お
い
て
、「
自
己
客
観

0

0

0

0

（Selbstobjektivation

）」
と
い
う
言
葉
と

し
て
表
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、『
倫
理
学
の
根
本
問
題
』
は
、

ま
さ
に
阿
部
に
と
っ
て
リ
ッ
プ
ス
理
解
の
出
発
点
で
あ
っ
た
。

　

次
に
、
リ
ッ
プ
ス
と
阿
部
の
『
人
格
主
義
』
に
見
る
思
想
と
の
関
係
を
見
て

み
た
い
。
そ
れ
に
は
ま
ず
、
彼
の
『
人
格
主
義
』
の
中
心
軸
に
つ
い
て
考
察
を

加
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
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「
人
格
と
な
る
」
こ
と
が
、「
自
己
の
本
質
に
復
帰
」
す
る
こ
と
で
あ
る
と
語

る
阿
部
は
、
人
格
主
義
が
他
人
で
は
な
く
、
自
己
の
問
題
で
あ
る
と
述
べ
て
い

る
。
こ
の
点
は
、『
人
格
主
義
』
全
体
を
理
解
す
る
上
で
も
重
要
な
部
分
で
あ

る
。

　

阿
部
は
、
そ
の
著
書
の
中
で
、
人
格
価
値
の
向
上
に
重
き
を
置
き
、
そ
の
実

現
の
た
め
に
様
々
な
例
を
あ
げ
て
、
説
明
を
加
え
て
い
る
。
そ
れ
は
や
が
て
、

「
君
主
人
」
か
ら
社
会
、
国
家
へ
と
広
が
り
を
見
せ
る
。
そ
の
前
提
と
し
て
、

彼
は
標
識
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
第
四
の
標
識
に
つ
い
て
、
阿

部
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

人
格
は
単
に
一
つ
の
生
命
と
し
て
自
然
的
統
一
を
有
す
る
の
み
な
ら
ず
、

又
一
つ
の
当
為
に
よ
つ
て
先
験
的
に
統
一
さ
れ
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

此
処
に
人
格
と
経
験
的
性
格
と
の
差
別
が
あ
る
。
人
格
の
先
験
的
要
素
は
、

経
験
的
性
格
を
、
鼓
舞
し
、
激
励
し
、
苦
め
、
悩
ま
し
、
洗
練
し
、
浄
化

し
て
、
人
格
を
人
格
と
し
て
琢
磨
せ
む
と
す
る
。
人
格
主
義
を
主
観
主
義

と
区
別
す
る
、
人
格
の
第
四
の
標
識
は
此
処
に
成
立
す
る
の
で
あ
る
（
93
）。

　

つ
ま
り
、
経
験
的
性
格
に
よ
っ
て
、
人
格
が
洗
練
さ
れ
て
い
く
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
洗
練
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
格
が
高
め
ら
れ
て
い
く
。
そ

の
こ
と
が
人
格
主
義
に
と
っ
て
、
価
値
の
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
必
要
な
価
値
で

あ
る
と
阿
部
は
考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
そ
の
阿
部
が
主
張
す
る
人
格
価
値
の

　

阿
部
の
人
格
主
義
の
内
容
は
、
物
質
で
は
な
く
、
人
間
の
「
底
流
」
を
な
す

統
一
さ
れ
た
自
我
と
い
う
一
つ
の
生
命
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
彼
は
「
人

格
主
義
」
の
中
に
発
展
性
が
あ
り
、
価
値
の
あ
る
生
命
を
見
出
し
て
い
る
。
そ

し
て
、
次
に
、「
人
格
の
第
二
の
標
識
」
と
し
て
、
こ
の
よ
う
に
語
る
。

私
達
の
人
格
は
、
個
々
の
刹
那
に
於
け
る
思
考
内
容
感
情
内
容
意
欲
内
容

の
総
和
若
く
は
連
続
で
は
な
い
。
そ
れ
は
此
等
の
も
の
を
生
起
せ
し
め
消

長
せ
し
め
つ
ゝ
、
而
も
自
ら
も
充
分
に
自
己
を
把
握
し
得
ざ
る
が
如
き
内

面
的
活
動
の
主
体
で
あ
る
。
統
一
の
原
理
で
あ
る
、
生
命
で
あ
る
。
人
格

と
外
界
と
の
関
係
は
単
に
意
識
と
そ
の
所
与
と
の
関
係
で
は
な
く
て
、
創

造
者
と
そ
の
材
料
と
の
関
係
で
あ
る
。
私
達
は
、
人
格
の
概
念
を
問
題
と

す
る
と
き
、
特
に
こ
れ
と
意
志
若
く
は
生
命
の
観
念
と
の
連
関
に
注
目
す

る
こ
と
を
要
す
る
（
91
）。

　

つ
ま
り
、
阿
部
は
、
人
格
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
体
が
一
つ
に
ま
と
め
ら
れ

た
生
命
で
あ
る
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、
彼
は
第
三
の
標
識
と
し
て
、
こ
の
よ
う

に
語
る
。

人
格
と
な
る
と
は
他
の
対
立
を
強
調
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
自
己
の
本
質

に
復
帰
す
る
こ
と
で
あ
る
。
此
処
に
人
格
の
第
三
の
標
識
が

─
人
格
主

義
を
普
通
の
個
人
主
義
と
区
別
す
べ
き
主
要
な
着
眼
点
が
成
立
す
る
（
92
）。
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阿
部
に
よ
れ
ば
、
人
格
価
値
の
構
成
要
素
は
、「
人
格
の
豊
富

0

0

」「
人
格
の

力
」「
人
格
の
統
一
点

0

0

0

」
の
三
つ
に
尽
き
る
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
内
容
」

「
力
」「
統
一
点
」
で
あ
る
。
先
に
見
た
よ
う
に
、
阿
部
は
『
人
格
主
義
』
の
中

で
、
こ
の
人
格
価
値
を
論
の
中
心
に
据
え
て
い
る
。
彼
に
と
っ
て
こ
の
論
を
進

め
る
上
で
の
最
重
要
課
題
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
三
つ
の
要
素
の
向
上

が
、
人
格
主
義
の
価
値
に
な
る
と
い
う
。

　

こ
の
よ
う
な
思
想
も
あ
っ
た
中
で
、
阿
部
は
、
リ
ッ
プ
ス
の
思
想
を
独
自
に

深
め
、
阿
部
次
郎
の
人
格
主
義
を
成
立
さ
せ
て
い
く
。

　

こ
こ
で
伊
藤
の
リ
ッ
プ
ス
理
解
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
。
阿
部
の
主
張
す
る

努
力
に
価
値
を
見
出
す
人
格
主
義
は
、
伊
藤
の
主
張
し
て
い
た
リ
ッ
プ
ス
理
解
、

日
々
の
努
力
に
よ
っ
て
成
立
す
る
「
強
者
の
道
徳
」
と
同
質
で
あ
る
。
即
ち
、

両
者
の
人
格
主
義
の
共
通
点
は
、
こ
こ
に
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
当
時
の
人
格
主

義
に
お
い
て
重
要
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
そ
こ
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
の
で
あ

る
。

　

次
に
、
こ
の
人
格
的
価
値
に
つ
い
て
述
べ
る
た
め
、
そ
の
内
容
が
詳
細
な
阿

部
の
一
連
の
著
作
か
ら
考
察
し
て
い
き
た
い
。

三
─
５　

阿
部
の
人
格
主
義
に
見
る
利
己
主
義
者

　

阿
部
の
人
格
主
義
思
想
は
、
如
何
に
し
て
リ
ッ
プ
ス
の
感
情
移
入
説
と
結
び

つ
き
、
そ
こ
で
最
も
重
要
な
人
格
の
高
ま
り
は
実
現
さ
れ
て
い
く
の
か
。
同
じ

く
『
人
格
主
義
』
の
中
で
、「
社
会
生
活
の
内
面
的
根
拠
」
に
つ
い
て
述
べ
る

内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

吾
々
は
人
格
価
値
を
構
成
す
る
要
素
を
如
何
に
数
ふ
べ
き
で
あ
る
か
。
私

は
今
リ
ツ
プ
ス
に
従
つ
て
こ
れ
を
三
つ
の
要
素
に
要
約
す
る
。
第
一
に
人

格
の
豊
富

0

0

は
そ
れ
自
身
に
於
い
て
人
格
価
値
の
一
面
で
あ
る
。
他
の
点
に

於
け
る
比
較
は
ど
う
で
あ
つ
て
も
、
兎
に
角
豊
富
に
生
き
る
こ
と
を
解
す

る
人
格
は
、
貧
弱
な
人
格
よ
り
も
、
少
く
と
も
そ
の
限
り
に
於
い
て
優
れ

て
ゐ
る
。
第
二
に
人
格
の
力0

も
そ
れ
自
身
に
於
い
て
人
格
価
値
の
一
面
で

あ
る
。
力
あ
る
人
格
は
力
な
き
人
格
よ
り
も
、
少
く
と
も
こ
の
一
点
に
於

い
て
は
勝
つ
て
ゐ
る
。
第
三
に
人
格
の
統
一
点

0

0

0

は
そ
の
人
格
の
高
さ
を
決

定
す
る
。
釈
迦
や
孔
子
も
そ
の
精
神
分
析
に
於
い
て
は
煩
悩
具
足
の
凡
夫

で
あ
る
に
も
せ
よ
、
彼
ら
の
生
活
が
道
を
中
心
と
す
る
点
に
於
い
て
、
彼

等
は
食
色
の
奴
隷
よ
り
も
遥
か
に
高
い
人
格
を
持
つ
て
ゐ
る
と
い
は
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
吾
々
が
真
正
に
人
と
な
る
と
は
、
こ
の
三
要
素
の
孰
れ

を
も
偏
廃
せ
ず
に
、
全
局
に
渡
つ
て
人
格
の
価
値
を
増
進
す
る
こ
と
で
あ

る
。
人
格
の
豊
富
な
る
発
展
を
阻
害
す
る
こ
と
も
、
人
格
の
力
を
萎
縮
さ

せ
る
こ
と
も
、
人
格
の
中
心
を
転
倒
さ
せ
る
こ
と
と
共
に
自
他
に
対
す
る

罪
悪
で
あ
る
。
吾
々
は
、
単
に
人
格
の
中
心
を
正
し
き
と
こ
ろ
に
置
く
こ

と
を
努
め
る
の
み
な
ら
ず
、
又
正
し
き
生
活
を
豊
か
な
ら
し
め
力
あ
ら
し

め
る
や
う
に
心
掛
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
正
邪
の
観
念
は
此
処
ま
で
拡

充
さ
れ
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
始
め
て
人
格
主
義
の
要
求
に
適
ふ
も
の
と
な

る
の
で
あ
る
（
94
）。
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と
す
る
点
に
つ
い
て
『
人
格
主
義
』
の
中
で
、
リ
ッ
プ
ス
を
引
き
合
い
に
出
し
、

次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

慾
望
の
主
体
な
る
「
心
」
の
持
主
と
し
て
、
こ
れ
を
取
扱
ふ
に
特
殊
の
途

が
あ
る
こ
と
を
彼
は
意
識
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
併
し
吾
々
は
如
何
に
し

て
人
間
と
呼
ば
る
ゝ
肉
塊
に
心
が
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
か
。

（
中
略
）
吾
々
が
こ
の
肉
団
を
目
し
て
、
欲
望
の
主
体
、
心
の
持
主
統
一

あ
る
自
我
と
考
へ
る
の
は
如
何
な
る
理
由
に
よ
る
か
。（
中
略
）
リ
ッ
プ

ス
は
こ
の
第
二
の
不
思
議
に
答
へ
る
に
感
情
移
入
の
概
念
を
以
て
し
た
（
95
）。

　

阿
部
は
、
こ
こ
で
利
己
主
義
者
の
心
に
つ
い
て
、
感
情
移
入
を
も
っ
て
説
明

し
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
彼
は
他
人
の
心
に
つ
い
て
感
情
移
入
を
も
っ

て
、
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

人
格
の
あ
ら
ゆ
る
生
活
は
、
吾
々
が
た
ゞ
自
己
の
内
に
の
み
体
験
す
る
を

得
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。（
中
略
）
吾
々
自
身
の
側
か
ら
云
へ
ば
他
人
の
喜

怒
哀
楽
等
も
亦
、
吾
々
自
身
の
体
験
を
基
礎
と
し
て
の
み
理
解
し
得
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。（
中
略
）
他
人
の
「
心
」
と
は
、
吾
々
の
側
か
ら
見
れ
ば

吾
々
自
身
の
心
の

─
感
情
の
移
入
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
は
吾
々
自
身
の

感
情
の
移
入
で
あ
る
が
故
に
、
若
し
こ
れ
を
妨
害
す
る
や
う
な
事
情
さ
へ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

な
け
れ
ば

0

0

0

0

、
自
分
自
身
の
中
か
ら
湧
き
出
し
た
感
情
と
同
様
に
、
吾
々
の

生
活
を
規
定
す
る
力
を
持
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
（
96
）。

際
、「
利
己
主
義
者
」
に
と
っ
て
の
他
人
と
い
う
概
念
に
つ
い
て
、「
如
何
な
る

利
己
主
義
者
に
と
つ
て
も
、
人
と
い
ふ
物
は
一
種
特
別
な
物
質
で
あ
る
」
と
述

べ
、「
利
己
的
目
的
の
手
段
と
し
て
他
人
を
取
り
扱
ふ
」
時
に
も
「
欲
望
の
主

体
な
る
〈
心
〉
の
持
主
と
し
て
、
こ
れ
を
取
り
扱
ふ
に
特
殊
の
途
が
あ
る
こ
と

を
彼
は
意
識
し
て
ゐ
る
」
と
語
っ
て
い
る
。
こ
の
利
己
主
義
者
は
、『
倫
理
学

の
根
本
問
題
』
に
も
登
場
す
る
。
ま
ず
、
そ
こ
か
ら
利
己
主
義
者
の
説
明
を
し

て
み
よ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
阿
部
は
『
人
格
主
義
』
で
言
及
す
る
人
格
主
義
そ
の

も
の
に
つ
い
て
の
説
明
に
際
し
、「
利
己
主
義
者
」
を
引
き
合
い
に
出
す
こ
と

が
多
い
た
め
、
人
格
主
義
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
人
格
の
価
値
を
考
察
す
る

上
で
、
こ
の
問
題
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ

の
点
に
つ
い
て
の
考
察
を
加
え
て
お
こ
う
。

　

阿
部
の
い
う
「
利
己
主
義
者
」
と
は
、
彼
の
著
作
『
倫
理
学
の
根
本
問
題
』

に
お
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
は
、「
序
論
─
利
己
主
義
と
利
他
主
義
」

と
い
う
項
目
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
阿
部
は
、
こ
こ
で
、
利
己
主
義
者
を
「
自

己
の
満
足
を
求
め
る
者
」
と
規
定
す
る
。
例
え
ば
、
阿
部
に
よ
る
と
、
子
供
が

溺
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
て
、
自
己
の
体
を
考
え
て
助
け
な
い
者
は
利
己
主
義

者
で
あ
る
が
、
助
け
た
者
も
ま
た
利
己
主
義
者
で
あ
る
と
い
う
。
そ
れ
は
、
助

け
た
者
に
は
、
子
供
を
助
け
る
と
い
う
自
己
の
満
足
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ

の
序
論
で
は
、
利
己
主
義
者
に
つ
い
て
の
あ
ら
ゆ
る
検
討
が
加
え
ら
れ
る
。
そ

の
立
場
を
検
討
す
る
際
に
、
利
己
主
義
者
を
例
え
と
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
、

そ
の
流
れ
が
『
美
学
』『
人
格
主
義
』
へ
と
続
い
て
い
く
。

　

次
に
、
彼
は
、
利
己
主
義
者
が
人
を
利
用
す
る
た
め
に
、
そ
の
心
を
操
ろ
う
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伊藤尚と阿部次郎の感情移入説

る
同
情
も
亦
人
間
に
と
つ
て
原
本
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を

─
証
明
す

る
も
の
と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
人
間
に
は
固
よ
り
利
己
心
が
あ
る

が
、
彼
は
先
天
的
利
己
主
義
者

0

0

0

で
は
な
い
、
彼
は
た
ゞ
そ
の
同
情
を
殺
す

こ
と
に
よ
つ
て
利
己
主
義
者
と
な
る
の
で
あ
る
。
第
二
の
不
思
議
に
対
す

る
考
察
は
、
吾
々
を
こ
の
論マ

結マ

に
導
く
（
97
）。

　

阿
部
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
に
見
ら
れ
る
利
己
主
義
者
は
、
損
得
勘
定
が
先
行
し
、

純
粋
な
感
情
移
入
を
殺
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
な
利
己
主

義
者
は
、
阿
部
の
い
う
人
格
的
価
値
の
低
い
者
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ

れ
と
同
時
に
、
阿
部
の
思
想
が
感
情
移
入
の
根
底
に
人
格
主
義
の
思
想
を
持
っ

て
い
る
こ
と
を
も
読
み
取
れ
る
。

　

阿
部
の
人
格
主
義
思
想
に
読
み
取
れ
る
利
己
主
義
者
に
つ
い
て
検
討
し
た
と

こ
ろ
で
、
こ
れ
を
念
頭
に
、
次
に
、
彼
の
人
格
主
義
の
価
値
の
内
容
を
『
美

学
』
の
中
か
ら
考
察
し
て
み
よ
う
。

　

阿
部
は
、『
美
学
』
の
序
論
に
お
い
て
、
人
格
的
価
値
に
つ
い
て
「
人
格
的

価
値
は
根
本
価
値
で
あ
る
、
最
も
固
有
の
意
味
に
於
け
る
価
値
で
あ
る
（
98
）」
と
述

べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
次
の
よ
う
に
言
及
す
る
。

何
故
に
人
格
的
価
値
は
根
本
価
値
で
あ
る
か
。
答
へ
て
曰
く
、
対
象
の
価

値
は
要
す
る
に
そ
の
対
象
が
我
等
の
中
に
喚
起
す
る
内
面
的
態
度
の
価
値

に
よ
つ
て
定
ま
る
か
ら
で
あ
る
（
99
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
阿
部
は
リ
ッ
プ
ス
の
感
情
移
入
説
を
援
用
し
て
他
人
の
心
を

説
明
し
、
そ
の
理
論
が
「
人
格
の
あ
ら
ゆ
る
生
活
」
に
及
ぶ
と
い
う
。
さ
ら
に
、

利
己
主
義
者
の
感
情
移
入
（
同
情
）
に
つ
い
て
、
同
じ
く
『
人
格
主
義
』
に
お

い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

他
人
の
心
が
吾
々
に
響
を
伝
へ
る
の
は

─
換
言
す
れ
ば
「
同
情
」
と
い

ふ
現
象
は
、
利
己
主
義
的
打
算
の
動
機
を
以
て
は
到
底
説
明
し
難
き
、
一

層
原
本
的
な
、
一
層
直
接
な
人
性
の
必
然
で
あ
る
。
さ
う
し
て
利
己
主
義

者
が
そ
の
奴
隷
に
対
し
て
、
彼
等
が
一
種
特
別
な
物
質
で
あ
る
こ
と
を
感

ず
る
の
も
、
畢
竟
彼
が
知
ら
ず
識
ら
ず
の
間
に
自
ら
体
験
し
た
感
情
移
入

に
よ
つ
て
支
配
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彼
は
そ
の
奴

隷
を
見
て
、
最
初
に
は
何
の
利
己
的
商
量
な
し
に
、
彼
等
の
心
が
自
分
に

響
い
て
来
る
こ
と
を
感
ず
る
。
併
し
彼
の
中
心
を
支
配
す
る
動
機
が
同
情

で
は
な
く
て
利
己
主
義
で
あ
る
が
故
に
彼
は
こ
の
感
情
移
入
に
深
入
す
る

こ
と
な
し
に
、
た
ゞ
此
の
如
き
心
を
持
つ
動
物
は
こ
れ
を
如
何
に
取
扱
へ

ば
最
も
有
利
で
あ
る
か
の
問
題
に
こ
れ
を
専
用
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
場

合
の
感
情
移
入
は
、
畢
竟
発
育
せ
ぬ
ま
ゝ
に
流
産
し
て
、
塵
に
塗
れ
泥
に

汚
さ
れ
た
感
情
移
入
で
あ
る
。
か
く
て
利
己
主
義
者
は
、
そ
の
感
情
移
入

か
ら
彼
の
世
間
的
怜
ク
ル
ー
ク
ハ
イ
ト
悧
を
造
り
出
し
た
。
併
し
彼
の
世
間
的
怜
悧
の

基
礎
に
も
亦
感
情
移
入
の
作
用
が
含
ま
れ
て
ゐ
る
と
い
ふ
事
実
は
、
如
何

な
る
人
も
徹
頭
徹
尾
利
己
主
義
者
で
は
な
い
こ
と
を

─
感
情
移
入
に
よ
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が
他
人
で
あ
れ
ば
「
他
人
格
感
情
（Frem

dpersönlichkeitsgefühl

）」
で
あ
る

と
位
置
づ
け
た
。

　

つ
ま
り
、
彼
に
よ
る
と
、
人
格
主
義
の
思
想
と
は
、
努
力
の
結
果
、
高
め
ら

れ
る
思
想
で
あ
り
、
そ
の
思
想
を
体
現
し
た
の
が
フ
ァ
ウ
ス
ト
で
あ
っ
た
。
フ

ァ
ウ
ス
ト
が
当
時
の
理
想
的
人
物
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
人
々
は
感
情
移
入
し
、

共
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
阿
部
が
「
感
情
移
入
説
」

の
例
と
し
て
フ
ァ
ウ
ス
ト
を
あ
げ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
反
対
に
、
人
格
価
値
の

低
い
例
え
と
し
て
、
利
己
主
義
者
を
あ
げ
た
。
両
者
を
対
称
化
し
た
こ
と
で
、

彼
の
人
格
主
義
は
明
瞭
に
な
り
、
そ
し
て
、
通
常
は
つ
な
が
ら
な
い
こ
れ
ら
の

例
え
を
つ
な
げ
た
こ
と
が
、
阿
部
独
自
の
人
格
主
義
思
想
を
形
成
し
て
い
く
。

こ
こ
に
阿
部
の
人
格
主
義
の
思
想
と
リ
ッ
プ
ス
の
感
情
移
入
説
が
反
映
さ
れ
て

い
る
。

　

阿
部
が
な
ぜ
、
こ
の
両
者
を
つ
な
げ
た
の
か
、
つ
ま
り
、
人
格
価
値
の
高
い

者
と
し
て
フ
ァ
ウ
ス
ト
を
あ
げ
、
人
格
価
値
の
低
い
者
と
し
て
利
己
主
義
者
を

あ
げ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
フ
ァ
ウ
ス
ト
が
当
時

の
近
代
人
と
し
て
の
理
想
的
な
姿
で
あ
り
、
人
格
主
義
の
象
徴
で
あ
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
一
方
、
利
己
主
義
者
は
、
彼
の
い
う
人
格
向
上
が
見
ら
れ
な
い
人
々

で
あ
り
、
彼
の
人
格
主
義
思
想
か
ら
は
ず
れ
る
者
で
、
且
つ
理
想
的
な
社
会
を

形
成
す
る
に
は
害
を
な
す
人
々
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
阿
部
の
リ
ッ
プ
ス
受
容
か
ら
見
て
、
フ
ァ
ウ
ス
ト
は
人
格
価
値
の
高

い
者
と
し
て
感
情
移
入
さ
れ
る
対
象
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
フ
ァ
ウ
ス
ト
を
取
り

上
げ
た
最
大
の
理
由
で
あ
ろ
う
。

　

彼
は
、「
人
格
的
価
値
」
が
必
要
な
理
由
を
「
内
面
的
態
度
の
価
値
」
に
よ

っ
て
き
ま
る
か
ら
で
あ
る
と
述
べ
た
後
、
こ
の
価
値
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る

概
念
に
つ
い
て
「
自
我
感
情
（Selbstgefühl

）」
の
「
人
格
感
情

（Persönlichkeitsgefühl
）」
を
導
き
入
れ
る
と
し
た
。

人
格
的
価
値
の
意
味
を
明
か
に
す
る
た
め
に
、
茲
に
自
我
感
情

0

0

0

0

（Selbstgefühl

）

─
更
に
適
切
に
云
へ
ば
人
格
感
情

0

0

0

0

（Persönlichkeitsgefühl

）
の
概
念
を
導
き
入
れ
よ
う
。
人
格
感
情
は
前

に
述
べ
た
る
対
象
感
情
の
一
種
で
あ
る
。
我
等
は
対
象
が
物
象
で
あ
る
と

き

─
官
能
的
の
も
の
で
あ
る
と
き
、
之
を
官
能
感
情

0

0

0

0

（Sinnliches 

Gefühl

）
と
呼
び
、
そ
れ
が
自
我
で
あ
る
と
き
、
自
己
に
せ
よ
他
人
に
せ

よ
そ
れ
が
人
格
で
あ
る
と
き
、
之
を
人
格
感
情
と
呼
ぶ
の
で
あ
る
。
対
象

が
自
己
で
あ
れ
ば
そ
れ
は
自
己
人
格
感
情

0

0

0

0

0

0

（Eigenpersönlichkeitsgefühl

）
で
あ
る
。
対
象
が
他
人
で
あ
れ
ば
そ
れ

は
他
人
格
感
情

0

0

0

0

0

（Frem
dpersönlichkeitsgefühl

）
で
あ
る
。
こ
の
二
つ

の
場
合
を
通
じ
て
自
我
の
活
動

0

0

0

0

0

は
単
に
感
情
の
根
拠

0

0

た
る
に
止
ら
ず
し
て

同
時
に
又
そ
の
対
象

0

0

で
あ
る
（
100
）。

　

こ
こ
で
、
阿
部
の
い
う
「
自
我
感
情
」「
人
格
感
情
」
と
は
、
先
に
言
及
し

た
対
象
感
情
の
一
種
で
あ
る
。
彼
は
、
人
格
感
情
の
対
象
が
変
化
す
る
た
び
に

呼
び
名
を
変
え
て
い
る
。
例
え
ば
、
自
己
と
他
人
を
区
別
し
、
対
象
が
自
我
で

あ
れ
ば
「
自
己
人
格
感
情
（Eigenpersönlichkeitsgefühl

）」
で
あ
り
、
対
象
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価
値
の
向
上
か
ら
社
会
、
国
家
、
そ
し
て
世
界
へ
と
広
が
り
、
や
が
て
そ
れ
は

人
類
に
到
達
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
杉
山
の
い
う
よ
う
に
、

確
か
に
阿
部
は
白
樺
派
、
中
で
も
武
者
小
路
実
篤
（
一
八
八
五
〜
一
九
七
六
）

の
思
想
と
非
常
に
近
い
も
の
を
持
っ
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

阿
部
の
人
格
主
義
を
批
判
し
た
彼
等
、
特
に
竹
内
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
対

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
二
極
化
を
も
っ
て
、「
有
産
階
級
」
の
立
場
を
攻
撃
し

た
。
中
で
も
、
竹
内
は
、
阿
部
の
主
張
を
無
産
者
に
は
不
可
能
な
点
が
多
い
と

指
摘
す
る
な
ど
、
物
理
的
な
側
面
を
中
心
に
有
産
階
級
と
無
産
階
級
の
対
立
に

終
始
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
阿
部
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
と
別
の
観
点
か
ら
論

じ
ら
れ
た
批
判
で
あ
り
、
阿
部
が
主
張
し
た
人
格
の
本
質
は
、
先
に
見
た
よ
う

に
、
人
格
の
内
面
的
な
精
進
に
よ
る
価
値
の
獲
得
に
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
両

者
の
意
見
は
、
各
々
の
立
脚
地
か
ら
述
べ
ら
れ
た
意
見
で
あ
り
、
そ
の
到
達
点

の
相
違
か
ら
別
々
の
道
筋
を
辿
る
こ
と
は
免
れ
な
い
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
果
た
し
て
有
産
階
級
の
立
場
を
否
定
し
た
竹
内
ら
の
言
う
よ
う
に
、

阿
部
の
『
人
格
主
義
』
は
本
当
に
社
会
性
の
欠
如
し
た
観
念
論
で
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
阿
部
は
、『
人
格
主
義
』
の
後
半
に
お
い
て
社
会
に
つ
い
て
多
く
の

紙
面
を
割
い
て
言
及
し
て
い
る
。

　

次
に
、
こ
れ
ら
の
疑
問
を
検
証
す
る
た
め
、
阿
部
の
当
時
の
社
会
性
に
つ
い

て
、『
人
格
主
義
』
の
中
か
ら
検
討
し
て
み
よ
う
。

　

も
っ
と
正
確
に
述
べ
る
な
ら
ば
、
阿
部
は
『
倫
理
学
の
根
本
問
題
』
に
お
い

て
、
基
礎
と
な
る
リ
ッ
プ
ス
の
思
想
を
受
容
し
、『
美
学
』
に
お
い
て
自
身
の

感
情
移
入
説
を
体
系
化
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
中
に
根
付
い
て
い
た
人
格
主
義

の
思
想
を
次
の
著
作
『
人
格
主
義
』
で
、
独
自
の
も
の
と
し
て
大
成
し
た
の
で

あ
る
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
当
時
の
阿
部
へ
の
批
判
を
付
け
加
え
る
と
、
社
会
主
義
の

立
場
か
ら
竹
た
け
の

内う
ち

仁
ま
さ
し

が
（
101
）「
阿
部
次
郎
氏
の
人
格
主
義
を
難
ず
」（『
新
潮
』
第
三
六

巻
第
二
号
、
一
九
二
二
年
二
月
）
で
、
阿
部
の
思
想
を
痛
烈
に
批
判
し
、
中
で
も

労
働
問
題
に
対
す
る
阿
部
の
姿
勢
を
竹
内
は
、
こ
れ
ら
の
人
格
主
義
を
も
っ
て
、

現
在
の
労
働
運
動
を
批
判
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
も
主
張
し
、
阿
部
の
人
格
主

義
を
観
念
論
と
位
置
付
け
、
本
質
的
に
は
理
解
し
な
い
立
場
を
取
っ
た
。
そ
れ

は
、
竹
内
が
階
級
矛
盾
の
解
決
を
考
え
る
に
あ
た
り
、
阿
部
の
理
論
が
理
想
論

に
過
ぎ
ず
、
行
動
の
上
で
は
阿
部
は
何
の
役
目
も
果
た
し
て
い
な
い
と
考
え
て

い
た
た
め
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
竹
内
は
阿
部
の
矛
盾
に
意
見
し
て
い
た
の
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
杉
山
平
助
（
102
）も
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
確
立
に
関
連
し
て
否
定
的
な
意

味
で
白
樺
派
を
引
き
合
い
に
出
し
、
阿
部
も
そ
の
近
い
位
置
に
あ
る
と
主
張
し

た
。
竹
内
、
杉
山
の
両
者
は
共
に
実
践
的
な
影
響
力
を
阿
部
に
見
出
し
て
い
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
阿
部
の
人
格
主
義
は
、
彼
に
し
て
み
れ
ば
、
現
実
的
な
理

想
社
会
を
想
定
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
世
界
原
理
と
し
て
の
「
宇
宙

の
意
志
」
が
想
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
阿
部
が
『
人
格
主
義
』
で
述
べ

て
い
る
こ
と
は
、
社
会
の
成
員
一
人
一
人
の
人
格
が
向
上
す
る
こ
と
で
、
理
想

的
な
社
会
に
近
づ
い
て
ゆ
く
点
に
あ
り
、
最
終
的
な
方
向
性
は
、
個
人
の
人
格
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第
三
の
社
会
と
位
置
付
け
た
「
人
格
結
合
の
社
会
」
に
つ
い
て
、「
人
格
主
義

的
根
拠
の
上
に
立
つ
」
点
を
指
摘
し
た
。
こ
れ
ら
三
つ
の
社
会
に
つ
い
て
、
彼

は
具
体
的
に
言
及
し
て
い
る
。
ま
ず
、
第
一
と
第
二
の
社
会
に
つ
い
て
で
あ
る
。

第
一
に
、
主
人
と
奴
隷
と
の
社
会
と
は
何
で
あ
る
か
。
そ
れ
は
一
人
若
し

く
は
一
国
の
強
者
が
周
囲
の
人
間
を
征
服
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
成
立
す
る

社
会
で
あ
る
。
強
者
は
─
特
に
原
始
的
な
強
者
は
、
強
烈
な
、
制
限
を
知

ら
ぬ
慾
望
と
、
他
人
を
圧
倒
し
て
こ
れ
を
頭
で
使
ふ
に
足
る
ほ
ど
の
腕
力

若
く
は
狡
智
の
力
を
持
つ
て
ゐ
る
。（
中
略
）
彼
は
そ
の
優
れ
た
る
智
力

と
強
い
意
志
と
、
欲
す
る
と
こ
ろ
を
遂
行
す
る
拳フ
ア
ウ
ス
ト
レ
ヒ
ト

骨
の
権
利
と
を
以
て
、

弱
者
の
労
働
の
掠
奪
を
始
め
ず
に
は
ゐ
ら
れ
な
い
。（
中
略
）
憐
む
べ
き

奴
隷
は
、
或
ひ
は
強
者
の
苔
の
音
に
戦
き
、
或
は
屈
従
に
よ
り
て
購
ひ
得

た
る
強
者
の
保
護
に
ほ
く
そ
笑
み
な
が
ら
、
そ
の
主
人
の
周
囲
に
蝟
集
す

る
。
か
く
て
引
ず
る
者
と
、
引
ず
ら
る
ゝ
者
と
、
征
服
者
と
被
征
服
者
と

の
団
体
は
組
織
せ
ら
れ
、
何
時
の
間
に
か
「
奴
隷
の
道
徳
」
と
い
ふ
一
種

の
道
徳
意
識
さ
へ
そ
の
間
に
発
生
し
て
来
る
の
で
あ
る
。（
中
略
）
こ
の

社
会
に
於
て
団
結
の
中
心
力
と
な
る
の
は
、
強
者
又
は
特
権
階
級
の
利
己

主
義
で
あ
る
、
そ
の
利
己
主
義
の
力
強
さ
で
あ
る
。
さ
う
し
て
奴
隷
と
な

る
者
の
側
に
於
い
て
は
、
畏
怖
若
く
は
打
算
と
し
て
現
れ
る
彼
等
の
利
己

主
義
が
、
彼
等
を
促
し
て
、
宿
命
の
如
く
強
者
の
支
配
統
制
の
下
に
走
ら

し
め
る
（
105
）。

四
、『
人
格
主
義
』
の
社
会
性

四
─
１　

第
一
か
ら
第
三
の
社
会

　

阿
部
は
、『
人
格
主
義
』
の
社
会
に
つ
い
て
全
体
を
通
し
て
、
人
格
の
価
値

を
中
心
に
論
じ
て
い
る
。
例
え
ば
、
人
格
の
高
ま
り
の
末
の
国
家
や
社
会
に
つ

い
て
、
君
主
と
社
会
や
人
格
的
愛
、
国
家
主
義
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
い
ず
れ

も
人
格
の
価
値
を
中
心
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
順
番
に
見
て
い
く
と
、
ま
ず
、

彼
は
、
人
格
価
値
を
構
成
す
る
要
素
と
し
て
、
最
初
に
リ
ッ
プ
ス
の
思
想
に
従

っ
て
こ
れ
を
考
え
て
い
る
。
中
で
も
、「
人
格
の
豊
富

0

0

」「
人
格
の
力
」「
人
格

の
統
一
点

0

0

0

」
（
103
）が
、
人
格
主
義
の
価
値
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え

た
上
で
、
阿
部
の
い
う
社
会
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

第
一
の
社
会
は
主
人
と
奴
隷
と
の
社
会
で
あ
る
。
第
二
の
社
会
は
利
己
的

約
束
の
社
会
で
あ
る
。
第
三
の
社
会
は
人
格
結
合
の
社
会
で
あ
る
。
第
一

と
第
二
と
は
、
倫
理
上
か
ら
見
れ
ば
共
に
利
己
主
義
を
根
拠
と
す
る
。
そ

れ
は
利
己
主
義
的
社
会
の
二
つ
の
異
れ
る
形
式
で
あ
る
。
之
に
対
し
て
第

三
の
社
会
は
、
前
二
者
と
は
全
然
異
れ
る
倫
理
的
立
脚
地
を
持
つ
て
ゐ
る
。

そ
れ
は
一
言
に
し
て
言
へ
ば
人
格
主
義
的
根
拠
の
上
に
立
つ
て
ゐ
る
の
で

あ
る
（
104
）。

　

阿
部
は
、
社
会
が
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
点
を
指
摘
し
、
第
一
と
二
の
社
会
に

つ
い
て
は
、「
倫
理
上
か
ら
見
れ
ば
共
に
利
己
主
義
を
根
拠
と
す
る
」
と
し
、
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併
し
利
己
主
義
に
よ
つ
て
集
ま
る
者
は
又
利
害
の
背
反
に
よ
つ
て
離
散
せ

ざ
る
を
得
な
い
。
而
か
も
利
害
の
一
致
と
は
極
め
て
頼
み
難
き
結
合
の
根

拠
で
あ
る
。
事
情
の
変
化
は
、
昨
日
の
敵
を
今
日
の
味
方
と
な
し
、
今
日

の
味
方
を
明
日
の
敵
と
す
る
。
人
間
の
利
己
主
義
が
完
全
に
征
服
さ
れ
ぬ

限
り
、
利
己
的
商
量
を
基
礎
と
す
る
社
会
形
式

0

0

0

0

は
容
易
に
凋
落
せ
ぬ
で
あ

ら
う
が
、
併
し
こ
の
形
式
に
従
つ
て
組
織
さ
れ
る
個
々
の
社
会

0

0

0

0

0

は
泡
沫
の

や
う
に
且
つ
結
び
且
つ
消
え
失
せ
る
。
此
処
に
も
亦
、
心
と
心
と
の
内
面

的
結
合
が
深
く
そ
の
社
会
の
根
拠
を
固
め
て
ゐ
る
こ
と
が
な
い
か
ら
で
あ

る
（
108
）。

　

こ
こ
か
ら
、
阿
部
が
「
心
と
心
と
の
内
面
的
結
合
」
を
欠
く
社
会
は
、
崩
壊

す
る
運
命
に
あ
る
と
い
う
一
貫
し
た
考
え
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
知
れ
る
。
そ

し
て
、
彼
が
主
張
す
る
第
三
の
社
会
は
、
こ
の
二
者
と
は
対
極
に
あ
る
社
会
で

あ
る
。第

三
の
社
会
は

─
人
格
的
結
合
を
基
礎
と
す
る
社
会
は
、
前
に
述
べ
た

二
種
の
社
会
の
欠
点
を
超
越
す
る
。
他
人
を
も
亦
自
己
と
等
し
き
人
格
と

し
て
敬
重
す
る
と
こ
ろ
に
は
固
よ
り
主
人
と
奴
隷
と
の
対
立
と
い
ふ
や
う

な
こ
と
は
存
在
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
、
従
つ
て
奴
隷
の
反
噬
に
よ
つ
て

崩
壊
す
る
や
う
な
危
険
は
、
こ
の
社
会
に
於
い
て
は
決
し
て
あ
り
得
な
い

の
で
あ
る
（
109
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
第
一
の
社
会
と
第
二
の
社
会
の
性
質
に
つ
い
て
利
己
主
義
者

の
集
ま
り
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
阿
部
は
、
第
一
の

社
会
が
崩
壊
す
る
理
由
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

強
者
の
力
が
衰
へ
る
か
、
弱
者
の
力
が
増
大
す
る
か
に
よ
つ
て
崩
壊
す
る

で
あ
ら
う
。
其
処
に
は
物
理
力
に
よ
る
強
制
的
団
結
が
あ
る
の
み
で
、
心

と
心
と
の
内
面
的
結
合
の
力
が
働
い
て
居
な
い
か
ら
で
あ
る
（
106
）。

　

つ
ま
り
、
彼
は
第
一
の
社
会
の
構
造
に
つ
い
て
、
信
頼
関
係
の
欠
如
を
指
摘

し
、
そ
の
よ
う
な
社
会
の
崩
壊
は
免
れ
な
い
と
述
べ
る
。
次
に
、
第
二
の
社
会

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

併
し
強
者
若
く
は
特
権
階
級
の
利
己
心
に
よ
る
統
一
は
崩
壊
し
て
も
、
猶

其
処
に
利
己
主
義
を
基
礎
と
す
る
別
様
の
社
会
が
成
立
し
得
る
。
そ
れ
は
、

多
く
の
利
己
主
義
者
が
相
互
の
間
に
約
束
を
締
結
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
組

織
す
る
第
二
の
社
会
で
あ
る
（
107
）。

　

阿
部
が
述
べ
る
の
は
、
集
団
か
ら
個
人
へ
の
移
行
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
第
一

の
集
団
と
し
て
組
織
さ
れ
た
利
己
主
義
の
崩
壊
に
よ
る
個
人
間
の
締
結
へ
シ
フ

ト
し
た
の
が
第
二
の
社
会
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
集
団
も
ま
た
、
崩
壊
す
る

運
命
に
あ
る
。
阿
部
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。
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徹
尾
利
己
主
義
者
で
あ
る
や
う
に
見
え
る
吾
々
に
と
つ
て
果
し
て
可
能

0

0

で
あ
る

か
（
111
）」
と
疑
問
を
投
げ
か
け
る
。『
人
格
主
義
』
は
、
こ
の
疑
問
に
回
答
を
与
え

る
た
め
に
、
先
に
述
べ
た
よ
う
な
様
々
な
例
を
あ
げ
て
書
か
れ
て
い
る
。
そ
し

て
、
そ
の
中
心
に
据
え
ら
れ
て
い
る
の
が
、
人
格
的
価
値
で
あ
っ
た
。

　

次
に
、
こ
れ
等
の
点
に
つ
い
て
の
阿
部
の
回
答
を
リ
ッ
プ
ス
受
容
か
ら
見
て

み
よ
う
。

四
─
２　

第
三
の
社
会
に
お
け
る
利
己
主
義
者
と
嫉
妬
の
関
わ
り

　

阿
部
は
、
第
三
の
社
会
を
実
現
す
る
に
必
要
な
人
格
の
価
値
に
つ
い
て
、
そ

の
向
上
を
主
張
し
て
い
る
。
彼
は
、
先
に
見
た
第
一
・
二
の
社
会
を
形
成
す
る

よ
う
な
人
格
を
下
等
な
人
格
と
し
て
扱
い
、
そ
れ
に
つ
い
て
彼
等
の
嫉
妬
を
例

に
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

嫉
妬
と
は
何
で
あ
る
か
。
そ
れ
は
人
格
と
人
格
と
の
関
係
に
つ
い
て
云
へ

ば
他
人
の
価
値
に
対
す
る
憎
悪
を
伴
ふ
羨
望
の
感
情
で
あ
る
。
従
つ
て
又

他
人
の
価
値
を

─
若
く
は
他
人
の
価
値
の
外
観
を
傷
け
む
こ
と
を
欲
す

る
衝
動
で
あ
る
。
故
に
嫉
妬
の
感
情
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
其
処
に
三

つ
の
要
素
が
具
備
し
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
一
に
他
人
の
高
さ
を

認
識
す
る
智
恵
の
な
い
と
こ
ろ
に
は
嫉
妬
は
な
い
。
第
二
に
自
己
の
低
さ

に
対
す
る
自
覚
が
な
い
と
こ
ろ
に
も
嫉
妬
は
な
い
。
第
三
に
自
己
の
偉
大

を
求
め
る
意
志
が
な
い
と
こ
ろ
に
も
亦
嫉
妬
は
あ
り
得
な
い
。
従
つ
て
他

人
の
偉
大
を
認
め
る
ほ
ど
の
感
覚
を
持
た
ぬ
鈍
物
に
も
、
自
己
の
低
劣
を

　

第
一
と
第
二
の
社
会
に
お
い
て
欠
如
し
て
い
た
「
心
と
心
と
の
内
面
的
結

合
」
が
第
三
の
社
会
で
は
基
礎
と
な
り
、
そ
の
よ
う
な
社
会
で
は
、
お
互
い
の

人
格
を
尊
重
し
合
う
関
係
が
成
立
す
る
こ
と
か
ら
、
主
人
と
奴
隷
の
関
係
は
な

い
。
そ
し
て
、
阿
部
は
、
こ
の
第
三
の
社
会
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

人
が
無
条
件
に
自
己
の
利
益
を
追
求
す
れ
ば
こ
そ
、
利
益
を
異
に
す
る
他

人
と
結
合
す
る
こ
と
が
無
意
味
に
も
な
つ
て
来
よ
う
が
、
凡
て
の
人
が
凡

そ
眞
な
る
も
の
、
善
な
る
も
の
、
美
な
る
も
の
、
聖
な
る
も
の
を
追
ふ
点

に
於
い
て
一
致
し
て
ゐ
る
限
り
、
利
害
の
一
致
不
一
致
の
如
き
は
、
こ
の

よ
り
高
き
目
的
に
於
て
結
合
す
る
こ
と
を
妨
げ
得
る
訳
は
な
い
の
で
あ
る
。

自
由
な
、
独
立
し
た
人
格
の
、
相
互
の
敬
重
と
愛
と
を
基
礎
と
す
る
こ
と

に
よ
つ
て
、
社
会
は
始
め
て
そ
の
内
面
的
結
合
を
全
く
す
る
こ
と
が
出
来

る
。
若
し
社
会
が
こ
の
基
礎
を
欠
く
か
、
若
く
は
こ
の
基
礎
の
上
に
自
分

を
建
て
直
さ
う
と
す
る
情
熱
と
努
力
と
を
欠
く
な
ら
ば
、
そ
れ
は
た
ゞ
直

接
間
接
の
形
に
於
け
る
掠
奪
と
利
慾
と
の
機
関
で
あ
る
に
と
ゞ
ま
つ
て
、

人
類
を
向
上
せ
し
め
る
た
め
の
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
組
織
と
し
て
は
、
何
の

意
義
を
も
持
た
ぬ
も
の
と
な
つ
て
し
ま
ふ
で
あ
ら
う
（
110
）。

　

つ
ま
り
、
阿
部
は
、
第
三
の
社
会
は
純
粋
に
個
人
の
人
格
を
敬
い
、
愛
を
基

礎
と
し
、
自
己
の
目
指
す
こ
と
を
追
求
す
る
こ
と
で
成
り
立
っ
て
い
る
。
そ
れ

は
、
人
類
を
向
上
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
第
一
と
二
の
社
会
は
、
そ
の
意
義
が

な
い
社
会
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
、
第
三
の
社
会
に
つ
い
て
、
彼
は
「
徹
頭
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彼
は
余
儀
な
く
も

0

0

0

0

0

自
己
の
低
劣
を
感
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
。
が
、
彼
は
こ
れ

を
恥
づ
る
代
わ
り
に
、
低
劣
を
低
劣
の
ま
ゝ
に
是
認
す
る
途
に
腐
心
す
る
。

さ
う
し
て
彼
の
向
上
の
志
は
外
部
的
末
梢
的
な
刺
激
を
受
け
る
の
み
で
、

こ
れ
を
向
上
の
努
力

0

0

の
原
動
力
と
せ
ず
に
、
却
つ
て
他
の
偉
大
を
毀
傷
せ

む
と
す
る
堕
落
の
方
向
に
動
い
て
行
か
う
と
す
る
。
要
す
る
に
彼
の
中
に

は
二
重
の
誤
謬
が
あ
る
と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
。
偉
大
な

者
の
傍
に
あ
る
と
き
、
低
劣
な
者
は
一
層
低
劣
に
見
え
る

0

0

0

と
い
ふ
の
は
、

視
覚
錯
誤
の
法
則
で
あ
つ
て
、
事
物
の
本
質
に
適
用
せ
ら
る
べ
き
も
の
で

は
な
い
。
偉
大
な
者
を
も
低
劣
に
す
れ
ば
、
低
劣
な
者
は
遥
か
に
外
観
上

目
立
た
な
く
な
る
で
あ
ら
う
。
併
し
か
く
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
彼
は
寸
毫

も
自
ら
成
長
す
る
の
で
は
な
い
。
人
格
の
世
界
に
於
い
て
は
、
寧
ろ
偉
大

な
者
を
陥
れ
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
彼
自
身
の
低
劣
の
度
は
新
た
に

0

0

0

甚
し
さ

を
加
へ
る
の
で
あ
る
。
若
し
彼
が
本
当
に
自
ら
高
く
な
ら
う

0

0

0

と
欲
す
る
な

ら
ば

─
高
く
見
せ
よ
う

0

0

0

0

と
せ
ず
に
高
く
な
ら
う
と
欲
す
る
な
ら
ば

─

彼
の
採
る
べ
き
道
は
た
だ
徐
々
と
し
て
自
己
を
養
ふ
こ
と
の
み
で
あ
る
。

低
く
見
ら
る
ゝ
の
恥
辱
を
忍
び
、
こ
の
恥
辱
を
さ
へ
向
上
の
道
に
進
ま
し

む
る
筈
と
し
て
、
一
歩
一
歩
自
己
を
築
き
上
げ
て
行
く
こ
と
の
み
で
あ
る
。

然
る
に
彼
は
こ
の
真
理
を
忘
れ
た
。
此
処
に
彼
の
第
一
の
誤
謬
が
あ
る
。

さ
う
し
て
彼
の
第
二
の
誤
謬
は
、
彼
我
対
立
の
世
界
の
み
を
見
て
、
別
に

彼
我
融
合
の
世
界
が
あ
る
こ
と
を
見
失
つ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
に
あ
る
（
113
）。

　

つ
ま
り
、
阿
部
は
嫉
妬
が
否
定
的
な
方
向
へ
向
か
う
の
は
、
自
己
の
低
劣
を

感
ず
る
能
力
を
欠
く
や
う
な
愚
者
に
も
（
中
略
）
こ
の
意
味
の
嫉
妬
は
萌

す
こ
と
が
出
来
な
い
で
あ
ら
う
。
こ
れ
等
の
も
の
は
、
一
つ
一
つ
の
要
素

と
し
て
は
、
皆
人
格
の
積
極
的
価
値
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
方

面
か
ら
見
れ
ば
、
他
人
の
価
値
に
対
し
て
嫉
妬
を
感
ず
る
も
の
は
、
嫉
妬

さ
へ
感
ず
る
を
得
ぬ
痴
呆
に
比
べ
れ
ば
、
遥
か
に
人
間
と
し
て
の
脈
が
あ

る
と
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
吾
々
は
、
嫉
妬
と
い
ふ
猛
烈
な
悪
徳
の
中

か
ら
も
猶
徳
の
要
素
を

─
特
に
他
人
の
価
値
に
対
す
る
同
情
の
要
素
を

発
見
し
て
来
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、
他
人
の
価
値
を
承
認

す
る
と
は
、
価
値
あ
る
他
人
に
対
し
て
感
情
移
入
を
行
ふ
こ
と
、
換
言
す

れ
ば
同
情
を
基
礎
と
し
て
始
め
て
成
立
す
る
心
理
だ
か
ら
で
あ
る
（
112
）。

　

彼
は
、
嫉
妬
の
起
こ
る
要
素
を
三
つ
に
分
け
、
こ
れ
ら
は
「
人
格
の
積
極
的

価
値
を
構
成
す
る
」
も
の
で
あ
り
、
嫉
妬
を
感
じ
る
こ
と
に
も
積
極
的
価
値
を

見
出
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
が
そ
ろ
い
な
が
ら
、「
悪
徳
を
合
成
す
る
」

嫉
妬
の
感
情
に
つ
い
て
、
阿
部
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

然
ら
ば
人
格
の
積
極
的
価
値
を
な
す
も
の
が
三
拍
子
揃
ひ
な
が
ら
、
而
も

こ
の
や
う
な
悪
徳
を
合
成
す
る
の
は
何
故
で
あ
る
か
。
そ
れ
は
彼
自
身
の

意
志
が
、
こ
の
三
つ
の
徳
に
対
し
て
自
ら
反
抗
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の

意
志
が
こ
の
三
つ
の
要
素
を
否
定
す
る
方
向
に
働
か
う
と
す
る
か
ら
で
あ

る
。
彼
は
余
儀
な
く
も

0

0

0

0

0

他
人
の
価
値
を
承
認
す
る
。
が
、
彼
は
か
く
の
如

く
に
し
て
こ
れ
を
承
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
苦
々
し
く
思
ふ
。
又
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吾
々
は
物
象
現
実
の
意
識
と
自
我
対
立
の
意
識
と
を
根
本
仮
定
と
す
る
世

界
の
中
に
生
き
な
が
ら
、
戦
ひ

0

0

に
よ
つ
て

─
特
に
自
己
の
内
に
向
け
ら

れ
た
戦
ひ
に
よ
つ
て
、
自
他
融
合
の
世
界
を
打
開
し
て
来
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
れ
に
は
た
ゞ
美
し
き
も
の

0

0

を
見
る

0

0

こ
と
だ
け
で
は
な
く
て
、
美

し
き
人
格

0

0

を
築
き
上
げ

0

0

0

0

て
行
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
努
力
が
如
何

に
困
難
で
あ
る
か
は
、
吾
々
の
熟
知
し
て
ゐ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
併
し
こ

の
困
難
な
努
力
を
根
底
と
せ
ず
に
は
、
当
来
社
会
の
基
礎
は
決
し
て
築
か

れ
な
い
で
あ
ら
う
（
114
）。

　

阿
部
の
い
う
社
会
形
成
に
は
、
美
し
い
人
格
を
築
く
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で

あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
は
「
自
他
融
合
の
世
界
を
打
開
」
し
て
来
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
そ
れ
が
困
難
な
の
だ
と
い
う
。
し
か
し
、
彼
は
そ
の
努
力
を
続
け
て

行
く
こ
と
が
大
切
だ
と
主
張
す
る
。

　

人
格
の
内
面
的
結
合
を
基
礎
と
す
る
社
会
を
目
指
す
阿
部
は
、
自
身
の
思
想

が
人
間
に
と
っ
て
如
何
に
困
難
な
こ
と
で
あ
る
か
、
そ
し
て
そ
の
早
急
な
建
設

の
難
し
さ
を
認
識
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
言
い
換
え
れ
ば
、
そ
の
困
難
に

立
ち
向
か
う
こ
と
に
価
値
を
置
い
て
い
る
と
も
い
え
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
リ
ッ
プ
ス
の
思
想
を
基
礎
に
人
格
主
義
の
思
想
を
形
成
し
て

い
く
の
だ
が
、
彼
は
さ
ら
に
、
君
主
人
に
つ
い
て
も
リ
ッ
プ
ス
か
ら
機
知
を
得

て
い
る
。
次
に
、
そ
の
点
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。

認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
達
が
他
の
偉
大
な
者
を
も
低
劣
に
す
る
た
め
に
陥

れ
る
こ
と
で
、
自
己
の
低
劣
を
目
立
た
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
他
人
を
毀
損
す

る
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
た
め
、
彼
等
の
「
低
劣
の
度
は
新
た
に

0

0

0

甚
だ
し

さ
を
加
へ
る
」
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
根
拠
は
、
彼
等
が
自
ら
を
高
く
見

せ
よ
う
と
し
て
い
る
か
ら
だ
と
い
う
。
即
ち
、
自
己
の
低
劣
を
隠
す
た
め
に
、

他
人
の
偉
大
を
傷
つ
け
よ
う
と
す
る
彼
等
は
、
真
に
高
く
な
る
努
力
を
怠
り
、

他
を
陥
れ
る
と
い
う
否
定
的
な
方
向
へ
向
か
う
た
め
、
嫉
妬
の
感
情
が
「
悪
徳

を
合
成
す
る
」
と
、
阿
部
は
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
理
由
を

阿
部
は
、
第
一
に
、
自
ら
の
低
劣
を
認
め
、
自
己
を
養
う
こ
と
が
向
上
の
道
で

あ
る
こ
と
を
忘
れ
た
こ
と
、
第
二
に
、
彼
等
は
「
彼
我
対
立
の
世
界
の
み
を
見

て
、
別
に
彼
我
融
合
の
世
界
が
あ
る
こ
と
を
見
失
つ
て
ゐ
る
」
と
述
べ
た
。
つ

ま
り
、
後
者
は
他
と
の
対
立
に
ば
か
り
目
が
向
き
、
他
が
自
己
と
融
合
す
る
こ

と
を
忘
れ
た
者
達
で
あ
る
た
め
、
嫉
妬
が
否
定
的
な
作
用
を
果
た
す
も
の
で
あ

る
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
阿
部
の
こ
の
主
張
は
、
も
と
も
と
リ
ッ
プ
ス
の
思
想
を
基
本
と
し

て
い
る
。
特
に
、「
彼
我
融
合
の
世
界
」
は
リ
ッ
プ
ス
の
い
う
感
情
移
入
の
思

想
で
あ
る
。
こ
の
リ
ッ
プ
ス
の
思
想
は
、
阿
部
の
『
倫
理
学
の
根
本
問
題
』
第

二
章
の
「
嫉
妬
」
か
ら
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。『
人
格
主
義
』
に
至
っ
て
、

阿
部
に
と
っ
て
リ
ッ
プ
ス
の
思
想
が
、
社
会
や
国
家
へ
結
び
つ
く
も
の
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
解
さ
れ
よ
う
。
そ
の
「
彼
我
融
合
の
世
界
」
に
つ
い
て
、
彼
は

次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
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る
。

吾
々
は
前
節
に
於
い
て
、
当
来
社
会
の
単
位
と
し
て
の
君
主
人
の
観
念
が
、

既
に
社
会
的
結
合
の
可
能
性
を
そ
の
中
に
含
ん
で
ゐ
る
こ
と
を
見
た
。
さ

う
し
て
そ
れ
が
可
能
な
の
は
「
君
主
人
は
君
主
人
を
要
求
す
る
」
か
ら
、

こ
れ
を
リ
ッ
プ
ス
流
の
言
葉
を
用
ゐ
て
換
言
す
れ
ば
自
敬
は
当
然
に
同
情

を
伴
ふ
か
ら
で
あ
つ
た
。
私
は
今
、
君
主
人
の
観
念
の
中
か
ら
特
に
こ
の

一
面
を
ひ
き
出
し
て
、
当
来
の
社
会
は
人
格
的
な
愛
を
そ
の
結
合
力
と
す

る
、
と
云
ひ
な
ほ
し
て
置
き
た
い
（
116
）。

　

と
い
い
、
君
主
人
と
リ
ッ
プ
ス
の
「
同
情
」
と
の
関
係
に
触
れ
て
い
る
。
そ

の
意
味
を
彼
は
、「
人
格
的
な
愛
」
の
結
合
力
と
位
置
付
け
、
第
三
の
社
会
形

成
に
必
要
な
人
格
の
向
上
は
、「
人
格
的
な
愛
を
そ
の
結
合
力
と
す
る
」
と
し

た
の
で
あ
る
。

　

で
は
、
彼
の
い
う
人
格
的
愛
と
は
、
ど
の
よ
う
な
愛
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
そ

の
点
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
阿
部
は
、
人
格
的
愛
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述

べ
る
。一

言
で
云
つ
て
見
れ
ば
、
そ
れ
は
人
格
に
対
す
る
人
格
の
愛
で
あ
る
。
人

格
と
し
て
自
覚
し
た
主
体
が
、
人
格
で
あ
り
人
格
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る

対
象
に
向
つ
て
感
ず
る
愛
で
あ
る
。
従
つ
て
そ
れ
は
自
他
を
共
に
人
格
と

し
て
完
成
せ
し
め
む
と
す
る
愛
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
人
格
と
し
て
完
成

四
─
３　

阿
部
の
提
唱
す
る
社
会

　

先
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
阿
部
次
郎
は
人
格
の
向
上
を
基
礎
と
し
て
社
会
形

成
を
考
え
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
彼
の
理
想
と
す
る
社
会
の
思
想
は
、
感
情
移

入
説
、
リ
ッ
プ
ス
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、「
同
情
」
か
ら
成
り
立
っ
て
い
た
。

そ
し
て
、
阿
部
が
重
要
視
し
て
い
る
も
の
の
中
に
次
の
よ
う
な
点
が
あ
げ
ら
れ

る
。

私
の
考
に
従
へ
ば
、
当
来
社
会
は
、
そ
の
成
員

0

0

に
つ
い
て
云
へ
ば
最
も
深

い
意
味
に
於
い
て
自
由
な
人
格

─
リ
ッ
プ
ス
の
所
謂
君
主
人
に
よ
つ
て

組
織
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
さ
う
し
て
君
主
人
と
君
主
人
と
は
二
つ

の
正
し
き
愛
に
よ
つ
て

─
ダ
ン
テ
の
言
葉
を
用
ゐ
れ
ばLam

or della 

spera suprim
a

（
至
高
の
世
界
に
対
す
る
愛
）
とcarita
（
隣
人
の
愛
）
と

に
よ
つ
て
結
合

0

0

さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
又
こ
の
愛
を
以
て
君
主
人
な
ら
ぬ

者
と
の
結
合
を
も
求
め
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
従
つ
て
当
来
社
会
の

制
度

0

0

は
、
こ
の
自
由
と
愛
と
を
保
護
し
煦
育
す
る
こ
と
を
第
一
の
使
命
と

す
べ
き
で
あ
る
（
115
）。

　

阿
部
は
、
リ
ッ
プ
ス
の
「
同
情
」
を
持
ち
出
し
、
社
会
を
形
成
す
る
自
由
な

人
格
を
保
つ
た
め
に
は
、
君
主
人
が
愛
に
よ
る
制
度
を
作
っ
て
行
く
必
要
が
あ

る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
が
人
格
に
よ
る
結
合
で
あ
り
、
阿
部
の
い
う
第
三
の

社
会
を
形
成
す
る
基
礎
と
な
る
の
で
あ
る
。
彼
は
、
こ
の
後
、
君
主
人
に
つ
い

て
、
そ
の
心
得
や
社
会
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
言
及
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
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こ
こ
か
ら
、
彼
の
い
う
人
格
主
義
が
人
格
に
価
値
を
与
え
る
事
で
あ
り
、
そ

れ
は
「
悪
の
巣
窟
」
で
あ
る
世
界
や
我
々
の
中
に
「
獣
性
の
跋
扈
」
が
あ
る
と

し
て
も
、
人
格
を
高
め
る
努
力
を
し
続
け
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
が
知
れ
る
。
つ

ま
り
、
阿
部
の
観
念
論
に
は
、
性
善
説
が
当
て
は
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
性
善

説
は
、
人
間
の
本
性
が
基
本
的
に
善
で
あ
る
と
す
る
概
念
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

阿
部
の
『
倫
理
学
の
根
本
問
題
』
や
『
美
学
』
に
お
い
て
も
既
に
見
ら
れ
た
傾

向
で
あ
る
。
そ
の
中
で
阿
部
は
、
直
接
経
験
を
「
感
情
移
入
」
と
呼
び
、
そ
の

中
の
「
悲
哀
」「
歓
喜
」「
憂
愁
」「
恍
惚
」
が
「
有
情
化
」
さ
れ
、
生
命
の
象

徴
と
な
る
時
、「
善
」
が
美
の
内
容
に
な
る
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
こ
に
認
め

ら
れ
る
思
想
の
根
底
に
あ
る
の
は
、
人
間
の
誠
実
を
基
礎
と
し
た
性
善
説
で
あ

ろ
う
。『
人
格
主
義
』
に
お
い
て
も
、
個
人
の
努
力
を
継
続
し
て
こ
そ
、
君
主

人
か
ら
そ
の
社
会
へ
、
国
家
か
ら
世
界
へ
と
人
格
主
義
は
広
が
る
と
阿
部
は
主

張
す
る
。
そ
し
て
、
や
が
て
、
第
三
の
世
界
「
人
格
的
結
合
を
基
礎
と
す
る
社

会
」
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
阿
部
次
郎
の
『
人
格
主
義
』
は
、
リ
ッ
プ
ス
の
思
想
を
基

礎
と
し
な
が
ら
、
人
格
の
向
上
と
社
会
へ
の
広
が
り
を
目
指
す
善
を
中
心
と
し

た
自
己
修
行
の
提
言
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

つ
ま
り
、
竹
内
ら
社
会
主
義
の
立
場
の
人
間
の
言
う
実
践
的
で
な
い
観
念
論

と
は
別
の
世
界
を
想
定
し
た
内
面
的
な
向
上
を
目
指
し
た
国
家
と
し
て
考
え
ら

れ
て
い
た
の
が
、
阿
部
次
郎
の
社
会
性
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
竹
内
の
批
判
に
対
す
る
阿
部
の
回
答
は
、『
人
格
主
義
』

の
応
用
編
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
Ｔ
氏
に
答
ふ
」
の
一
文
、「
自
分
は
精

せ
し
め
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
限
り
、
対
象
を
暖
め
た
り
包
ん
だ
り
、
物

心
両
面
に
渉
つ
て
彼
が
必
要
と
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
を
提
供
し
た
り
す
る

や
う
に
配
慮
す
る
と
共
に
、
又
人
格
の
尊
厳
を
維
持
す
る
に
必
要
な
ら
ば
、

こ
れ
を
苦
し
め
鞭
ち
励
ま
し
、
こ
れ
に
窮
乏
と
死
と
の
義
務
を
課
す
る
こ

と
を
さ
へ
憚
ら
ず
に
、
共
に
苦
し
み
共
に
悩
ま
む
と
す
る
愛
こ
そ
本
当
に

人
格
的
な
愛
と
云
ふ
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ら
う
（
117
）。

　

つ
ま
り
、
阿
部
は
「
隣
人
の
愛
」
を
も
っ
て
人
格
的
愛
と
呼
び
、
そ
の
鍛
錬

に
こ
そ
人
格
の
向
上
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
先
に
見
た
君
主
人
と

共
に
、
こ
の
後
、
国
家
に
つ
い
て
思
想
を
深
め
て
い
く
の
で
あ
る
。
彼
の
い
う

国
家
は
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
人
格
の
向
上
が
広
が
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ

は
や
が
て
、
世
界
へ
と
拡
大
し
て
い
く
。
そ
の
点
に
つ
い
て
、
阿
部
は
人
格
の

価
値
を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

吾
々
は
何
故
に
人
格
の
価
値
を
求
む
べ
き

0

0

で
あ
る
か
。
そ
れ
は
そ
れ
自
身

に
於
い
て
報
い
ら
れ
る
価
値
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
、
そ
れ
は
吾
々
の
本
質

の
根
本
要
求
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
故
に
人
格
主
義
は
、
吾
々
が
吾
々
自

身
で
あ
る
限
り
、
世
界

0

0

の
如
何
に
関
ら
ず
常
に
妥
当
す
る
こ
と
を
や
め
な

い
。
假
令
世
界
が
永
久
に
悪
の
巣
窟
で
あ
る
に
し
て
も
、
又
吾
々
自
身
の

中
に
さ
へ
救
ふ
べ
か
ら
ざ
る
獣
性
の
跋
扈
が
あ
る
に
し
て
も
、
猶
人
格
価

値
を
求
め
る
こ
と
は
吾
々
に
と
つ
て
善
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
118
）。
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伊藤尚と阿部次郎の感情移入説

　

と
り
わ
け
、
伊
藤
尚
が
「
リ
ッ
プ
ス
論
」
で
『
早
稲
田
文
学
』
に
与
え
た
影

響
は
、
そ
の
後
の
早
稲
田
文
学
哲
学
界
は
も
と
よ
り
、
彼
と
共
著
を
出
し
て
い

た
島
村
抱
月
に
も
及
ん
で
い
る
。
抱
月
は
、
自
身
が
断
片
的
に
享
受
し
て
い
た

感
情
移
入
説
を
さ
ら
に
具
体
化
し
た
形
と
し
て
、『
文
芸
百
科
要
義
』
に
「
近

代
美
学
講
話
補
遺
」
を
発
表
し
、
そ
の
中
に
「
リ
ッ
プ
ス
の
感
情
移
入
美
学
」

の
項
を
設
け
、
感
情
移
入
説
の
歴
史
か
ら
そ
れ
を
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
伊

藤
の
「
リ
ッ
プ
ス
論
」
の
発
表
を
契
機
に
、
そ
れ
ま
で
様
々
な
哲
学
者
が
述
べ

て
い
た
曖
昧
模
糊
な
も
の
と
し
て
存
在
し
て
い
た
日
本
の
感
情
移
入
説
が
、
一

つ
の
思
想
と
し
て
発
見
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
感
情
移
入
説
は
、
阿
部
に
よ
っ
て
「
直
接
経
験
」
可
能
な
思
想
と

し
て
体
系
化
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
鑑
賞
者
が
制
作
者
の
経
験
を
自
身
の
も
の
と

し
て
感
じ
る
「
直
接
経
験
」
と
い
う
鑑
賞
方
法
が
、
阿
部
に
よ
っ
て
『
フ
ァ
ウ

ス
ト
』
を
例
に
具
体
的
に
提
示
さ
れ
、
そ
れ
が
彼
の
人
格
主
義
概
念
を
中
心
に

受
容
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

阿
部
の
人
格
主
義
と
は
、「
理
想
主
義
の
内
容
を
更
に
立
ち
入
つ
て
規
定
し

た
言
葉
」
で
あ
っ
た
。
一
方
、
伊
藤
は
、
リ
ッ
プ
ス
の
感
情
移
入
説
に
つ
い
て
、

「
ラ
イ
フ
」
を
強
調
し
て
い
た
。
伊
藤
の
い
う
「
ラ
イ
フ
」
は
、
彼
に
よ
れ
ば

「
ラ
イ
フ
の
研
究
と
は
や
が
て
自
己
の
研
究
」
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
分
か
る
よ

う
に
「
自
己
」
を
指
す
。
彼
は
、「
リ
ッ
プ
ス
に
オ
イ
ケ
ツ
ケ
ン
の
如
き
理
想

主
義
的
思
想
を
見
出
す
事
は
出
来
な
い
」
と
述
べ
な
が
ら
も
、
彼
の
い
う
「
ラ

イ
フ
」
が
自
己
に
帰
結
す
る
点
や
、「
人
格
尊
重
」「
自
己
尊
重
」
の
言
葉
が
見

ら
れ
る
点
を
考
え
る
と
、
伊
藤
の
思
想
受
容
も
ま
た
、
人
格
主
義
で
あ
り
、
阿

神
的
労
働
者
と
し
て
労
働
階
級
の
一
人
で
あ
る
（
119
）」

と
い
う
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る

よ
う
に
、
あ
く
ま
で
精
神
的
な
側
面
に
関
す
る
労
働
者
問
題
で
あ
っ
た
と
い
え

る
。
し
か
し
、
こ
れ
が
竹
内
の
疑
問
へ
の
回
答
と
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ

と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
彼
等
が
批
判
し
た
人
格
主
義
の
観
念
論
と
は
、
ま
さ

に
阿
部
の
こ
の
言
葉
に
尽
き
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

こ
れ
ま
で
、
日
本
最
初
期
の
リ
ッ
プ
ス
論
と
し
て
、
伊
藤
尚
の
「
リ
ッ
プ
ス

論
」
か
ら
『
早
稲
田
文
学
』
に
お
け
る
リ
ッ
プ
ス
の
受
容
を
考
察
し
て
き
た
。

そ
の
中
で
、
彼
の
リ
ッ
プ
ス
受
容
の
特
徴
が
オ
イ
ケ
ン
と
リ
ッ
プ
ス
の
比
較
に

あ
り
、
そ
れ
は
早
稲
田
大
学
哲
学
科
の
系
譜
に
沿
っ
て
い
る
こ
と
が
解
さ
れ
た
。

そ
れ
に
伴
い
、
同
時
代
の
リ
ッ
プ
ス
受
容
者
と
し
て
阿
部
次
郎
の
『
美
学
』
を

取
り
上
げ
た
と
こ
ろ
、
阿
部
に
も
特
徴
的
な
こ
と
に
、
ゲ
ー
テ
の
『
フ
ァ
ウ
ス

ト
』
を
リ
ッ
プ
ス
の
感
情
移
入
説
に
当
て
は
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ

し
て
、
そ
れ
は
彼
が
編
集
を
務
め
た
こ
と
が
あ
る
『
帝
国
文
学
』
の
動
向
と
一

致
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

彼
等
は
そ
れ
ぞ
れ
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
あ
る
『
早
稲
田
文
学
』
と
『
帝

国
文
学
』
の
系
譜
に
忠
実
な
方
法
で
、
リ
ッ
プ
ス
を
説
明
し
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
東
京
帝
国
大
学
哲
学
科
の
阿
部
と
早
稲
田
大
学
哲
学
科
に
縁

の
あ
る
伊
藤
は
、『
帝
国
文
学
』
と
『
早
稲
田
文
学
』
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
の
枠

組
み
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
且
つ
そ
れ
を
超
え
た
共
通
の
思
想
と
し
て
、
リ
ッ
プ

ス
を
受
容
し
て
い
た
。
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映
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
解
さ
れ
よ
う
。

　

即
ち
、
伊
藤
尚
か
ら
阿
部
次
郎
へ
の
感
情
移
入
説
の
系
譜
は
、
内
面
の
向
上

を
中
心
と
し
た
他
者
を
通
し
た
自
己
省
察
か
ら
、
国
家
の
有
る
べ
き
姿
を
示
す

指
針
へ
の
系
譜
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

注（
１
）　

伊
藤
尚
、
生
没
年
不
詳
。「
リ
ッ
プ
ス
論
」（『
早
稲
田
文
学
』
第
七
二
号
、

一
九
一
一
年
一
一
月
）
な
ど
の
美
術
批
評
を
発
表
。
早
稲
田
大
学
哲
学
科
に
縁

が
あ
る
。
伊
藤
は
、
島
村
抱
月
と
既
知
で
あ
り
、
彼
と
と
も
に
『
早
稲
田
文
学

社
文
学
普
及
会
講
話
叢
書
第
十
二
編
』（
島
村
瀧
太
郎
編
纂
、
文
学
普
及
会
、

一
九
一
五
年
）
を
出
版
し
、
そ
の
中
で
「
宗
教
史
及
宗
教
哲
学
講
話
」
を
執
筆

し
た
。
エ
ジ
プ
ト
宗
教
か
ら
イ
ス
ラ
エ
ル
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ロ
ー
マ
、
ペ
ル
シ
ャ

宗
教
に
至
る
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
宗
教
を
網
羅
し
、
中
国
と
日
本
の
宗
教
へ
の
言

及
、
宗
教
哲
学
を
認
識
論
や
心
理
学
、
倫
理
学
の
視
点
か
ら
考
察
し
た
も
の
な

ど
、
宗
教
哲
学
を
中
心
と
し
た
歴
史
と
そ
の
内
容
へ
の
検
討
が
加
え
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
伊
藤
は
宗
教
哲
学
を
専
攻
し
て
い
た
人
物
で
あ
る
と

知
れ
る
。
さ
ら
に
、
彼
の
論
の
中
に
「
美
術
批
評
家
の
態
度
」（『
研
精
画
誌
』

第
五
五
号
、
一
九
一
一
年
一
一
月
、
五
頁
）
が
あ
り
、
そ
れ
に
は
、
当
時
の
美

術
批
評
に
対
す
る
批
評
家
の
理
想
的
な
態
度
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
こ

に
は
、「
門
外
漢
と
し
て
些
か
暴
言
を
呈
す
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

伊
藤
が
美
術
専
攻
で
は
な
い
可
能
性
を
読
み
取
れ
る
。
そ
し
て
、
先
に
見
た

部
と
同
質
の
思
想
で
あ
る
と
い
え
る
。
と
り
わ
け
、
人
格
的
価
値
の
向
上
に
努

力
を
要
す
る
と
し
た
主
張
は
、
伊
藤
と
阿
部
、
両
者
に
認
め
ら
れ
た
特
徴
で
あ

る
。
そ
の
彼
等
の
唯
一
の
相
違
は
、
リ
ッ
プ
ス
思
想
の
説
明
方
法
が
異
な
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
伊
藤
は
オ
イ
ケ
ン
と
比
較
し
、
阿
部
は
ゲ
ー
テ

の
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
で
説
明
し
た
点
で
あ
る
。

　

先
に
見
た
よ
う
に
、
阿
部
が
フ
ァ
ウ
ス
ト
を
感
情
移
入
説
の
美
的
観
照
を
説

明
す
る
た
め
の
例
え
と
し
て
選
ん
だ
も
う
一
つ
の
理
由
は
、
フ
ァ
ウ
ス
ト
が
当

時
、
理
想
的
な
近
代
人
の
あ
る
べ
き
姿
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
あ
る

だ
ろ
う
。

　

当
時
、『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
に
求
め
ら
れ
た
人
格
主
義
と
は
、
近
代
人
と
し
て
、

神
に
対
す
る
人
間
の
原
罪
意
識
を
体
現
し
、
そ
の
困
難
に
立
ち
向
か
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
自
ら
道
を
切
り
開
く
と
い
う
、
ま
さ
に
、
理
想
的
な
意
味
で
の
人
生

と
生
き
方
を
含
め
た
人
格
主
義
で
あ
る
。

　

そ
れ
は
、
先
に
阿
部
が
示
し
た
「
人
間
の
生
活
に
関
す
る
限
り
、
人
格
の
成

長
と
発
展
と
を
以
て
至
上
の
価
値
と
な
し
、
こ
の
第
一
義
の
価
値
と
の
連
関
に

於
い
て
、
他
の
あ
ら
ゆ
る
価
値
の
意
義
と
等
級
と
を
定
め
て
行
か
う
と
す
る
も

の
」
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
が
、
当
時
の
近
代
人
の
人
生
観
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

そ
れ
を
体
現
し
た
人
物
、
こ
れ
こ
そ
が
感
情
移
入
さ
れ
る
対
象
と
し
て
存
在
し

た
フ
ァ
ウ
ス
ト
、
そ
の
人
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
阿
部
の
感
情
移
入
説
を
基
礎
と
し
た
思
想
は
、『
人
格
主
義
』
の

中
で
、
人
格
的
価
値
の
結
合
に
よ
る
社
会
の
構
築
を
最
大
の
目
的
と
し
た
思
想

へ
拡
大
し
て
い
た
。
そ
れ
は
個
人
か
ら
国
家
へ
、
そ
の
集
合
体
へ
の
展
望
が
反
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同
じ
く
神
も
意
思
や
感
情
を
持
つ
と
さ
れ
る
。

（
６
）　

パ
ウ
ル
・
ベ
ル
グ
マ
ン
（
一
八
六
二
〜
一
九
四
六
）
著
、
杉
山
富
槌
訳
の

『
社
会
的
教
育
学
』（
同
文
館
、
一
九
〇
一
年
）
に
は
、
下
篇
の
第
二
二
章
に

「
社
会
的
教
育
学
─
人
格
主
義
」
と
題
し
、「
個
人
的
と
し
て
の
人
格
─
某
々
の

才
能
、
天
凜
、
偏
向
、
願
望
を
享
有
せ
る
人
格
」（
一
六
一
頁
）
と
、
記
し
て

あ
る
。
な
お
、
訳
者
・
杉
山
富
槌
に
は
、『
心
理
的
教
授
原
則
』（
同
文
館
、
一

八
九
九
年
）、『
新
編
教
育
心
理
学
』（
杉
山
富
槌
編
、
同
文
館
、
一
九
〇
〇
年
）

な
ど
、
教
育
と
心
理
学
に
関
す
る
翻
訳
、
著
述
が
あ
る
。

（
７
）　

ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ヴ
ォ
リ
ン
ゲ
ル
（
一
八
八
一
〜
一
九
六
五
）
は
、
ド
イ

ツ
の
ア
ー
ヘ
ン
で
生
ま
れ
た
。
ベ
ル
ン
大
学
や
ボ
ン
大
学
の
私
講
師
を
経
て
、

ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク
大
学
の
正
教
授
と
な
る
。
彼
は
、
ヴ
ィ
ク
ホ
ー
フ
、
リ
ー

グ
ル
な
ど
の
ウ
ィ
ー
ン
学
派
の
流
れ
を
く
む
芸
術
史
学
者
で
あ
る
。
リ
ー
グ
ル

は
、『
様
式
論
』
に
お
い
て
「
芸
術
意
欲
」
を
提
唱
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、「
内

在
的
な
芸
術
衝
動
が
あ
ら
ゆ
る
技
術
的
発
見
に
先
行
す
る
」
と
主
張
し
た
も
の

で
、
芸
術
的
形
成
の
ア
・
プ
リ
オ
リ
を
こ
の
語
で
記
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
リ

ー
グ
ル
の
概
念
を
ヴ
ォ
リ
ン
ゲ
ル
は
下
地
と
し
て
、「
抽
象
と
感
情
移
入
」
を

完
成
さ
せ
た
。
ヴ
ォ
リ
ン
ゲ
ル
は
、
こ
の
書
を
示
す
前
の
一
九
〇
六
年
に
こ
れ

を
学
位
論
文
と
し
て
提
出
し
て
い
る
。

　
　

ヴ
ォ
リ
ン
ゲ
ル
は
、
主
観
か
ら
発
生
す
る
感
情
移
入
説
と
近
代
美
学
を
結
び

つ
け
、
そ
の
限
界
性
を
指
摘
す
る
こ
と
で
、「
感
情
移
入
」
説
で
は
解
明
す
る

こ
と
の
で
き
な
い
と
い
う
東
洋
美
術
に
、
よ
り
客
観
性
を
持
た
せ
て
論
じ
よ
う

と
試
み
た
。

「
宗
教
史
及
宗
教
哲
学
講
話
」
は
、
一
九
二
一
年
に
『
文
芸
百
科
要
義
』
上
巻

（
春
陽
堂
）
に
再
録
さ
れ
る
。
こ
の
中
の
目
次
に
は
、
島
村
抱
月
の
「
文
芸
概

論
講
話
」
や
桂
井
當
之
助
「
最
近
哲
学
思
潮
講
話
」、
稲
毛
詛
風
の
「
オ
イ
ケ

ン
及
び
ベ
ル
グ
ソ
ン
哲
学
講
話
」
な
ど
、
各
分
野
の
当
時
の
専
門
家
が
名
を
連

ね
て
い
る
。
こ
の
著
作
は
、
お
そ
ら
く
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
か
ら
選
出
さ
れ

た
人
物
が
執
筆
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
伊
藤
は
当
時
、
宗
教
哲
学
の

中
で
名
を
知
ら
れ
て
い
た
人
物
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
２
）　

𠮷
本
弥
生
「『
絵
画
の
約
束
』
論
争
─
「
印
象
」
か
ら
「
象
徴
」
へ
向
か

う
時
代
の
な
か
で
」（『
日
本
研
究
』
第
四
一
集
、
二
〇
一
〇
年
三
月
、
三
五
七

頁
）
に
お
い
て
、
伊
藤
尚
の
「
リ
ッ
プ
ス
論
」
が
、
感
情
移
入
説
の
先
駆
け
で

あ
る
点
を
紹
介
し
た
。

（
３
）　

ル
ヌ
ー
ビ
エ
（
一
八
一
五
〜
一
九
〇
三
）
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
で
あ

る
。
彼
は
、
カ
ン
ト
の
批
判
主
義
を
受
け
継
ぐ
形
で
、
現
象
論
の
立
場
に
た
ち
、

自
我
の
自
由
を
認
め
た
。
著
書
に
は
、『
道
徳
の
科
学
』（
一
八
六
九
年
）、『
人

格
主
義
』（
一
九
〇
二
年
）
が
あ
る
。
ま
た
、
実
践
哲
学
と
は
、
善
と
は
何
か
、

悪
と
は
何
か
、
価
値
と
は
何
か
と
い
っ
た
こ
と
を
理
論
的
分
析
だ
け
で
な
く
、

人
間
の
あ
る
べ
き
姿
な
ど
へ
つ
な
げ
て
考
え
る
哲
学
で
あ
る
。

（
４
）　

シ
ュ
テ
ル
ン
（
一
八
七
一
〜
一
九
三
八
）
は
、
ド
イ
ツ
の
心
理
学
者
で
心

理
学
の
見
地
か
ら
人
格
主
義
を
考
察
し
た
。
こ
れ
が
個
体
的
差
異
の
心
理
学
で

あ
る
。

（
５
）　

バ
ウ
ン
（
一
八
四
七
〜
一
九
一
〇
）
は
、
ア
メ
リ
カ
の
神
学
と
哲
学
を
つ

な
げ
た
人
物
で
、
彼
の
哲
学
的
思
想
は
、
人
格
神
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
人
間
と
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（
17
）　

ル
ド
ル
フ
・
オ
イ
ケ
ン
（
一
八
四
六
〜
一
九
二
六
）
は
、
ド
イ
ツ
の
哲
学

者
で
、
イ
エ
ナ
大
学
教
授
で
あ
っ
た
。
主
に
十
九
世
紀
後
半
の
唯
物
論
的
な
自

然
主
義
の
風
潮
を
批
判
し
、
新
理
想
主
義
を
提
唱
し
た
。
彼
は
、
共
同
の
創
造
、

生
の
本
質
的
な
統
合
を
そ
の
理
念
と
し
て
い
る
。

（
18
）　

小
山
甫
文
は
、
早
稲
田
大
学
哲
学
科
を
卒
業
し
、
当
該
学
科
の
変
遷
を

「
日
本
哲
学
史
の
一
断
面
と
し
て
の
早
稲
田
大
学
に
於
け
る
哲
学
研
究
の
展
開
」

（『
人
文
科
学
研
究
』
第
一
五
号
）
に
記
録
し
た
。

（
19
）　

坪
内
逍
遥
（
一
八
五
九
〜
一
九
三
五
）
は
、
小
説
家
、
劇
作
家
、
評
論
家

で
も
あ
る
。『
小
説
神
髄
』（
一
八
八
五
年
）『
当
世
書
生
気
質
』（
一
八
八
五
年
）

な
ど
が
知
ら
れ
る
が
、
翻
訳
の
仕
事
も
お
こ
な
っ
て
い
る
。『
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ

ア
全
集
』
な
ど
は
、
そ
の
好
例
で
あ
る
。
彼
は
、
東
京
帝
国
大
学
卒
業
後
、
東

京
専
門
学
校
（
現
、
早
稲
田
大
学
）
で
教
職
に
つ
き
、
当
該
大
学
の
哲
学
界
で

も
活
躍
し
た
。

（
20
）　

大
西
祝
（
一
八
六
四
〜
一
九
〇
〇
）
は
、
東
京
帝
国
大
学
哲
学
科
を
卒
業

後
、
東
京
専
門
学
校
で
教
職
に
つ
き
、
彼
の
弟
子
で
あ
る
島
村
抱
月
や
金
子
筑

水
ら
を
育
て
た
。

（
21
）　

金
子
筑
水
（
一
八
七
〇
〜
一
九
三
七
）
は
、
大
西
祝
の
薫
陶
を
受
け
、
哲

学
者
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
心
理
学
に
も
長
け
て
お
り
、
ニ
ー
チ
ェ
や
ベ
ル

グ
ソ
ン
に
関
す
る
著
述
も
多
い
。

（
22
）　

イ
ギ
リ
ス
の
経
験
論
は
、
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ベ
ー
コ
ン
（
一
五
六
一
〜
一
六

二
六
）
か
ら
始
ま
り
、
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
（
一
六
三
二
〜
一
七
〇
四
）
や
デ
イ

ヴ
ィ
ッ
ト
・
ヒ
ュ
ー
ム
（
一
七
一
一
〜
一
七
七
六
）
な
ど
が
構
築
し
て
き
た
哲

（
８
）　

ロ
ッ
チ
ェ　

H
erm

ann Lotze

（
一
八
一
七
〜
一
八
八
一
）
は
、
ド
イ
ツ

の
哲
学
者
で
、
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
大
学
、
ベ
ル
リ
ン
大
学
の
教
授
を
務
め
、
フ

ェ
ヒ
ネ
ル
、
ハ
ル
ト
マ
ン
、
ヴ
ィ
ン
ト
ら
と
、
一
九
世
紀
後
半
の
新
形
而
上
学

派
に
属
し
て
い
た
。
日
本
で
も
そ
の
受
容
は
、
ド
イ
ツ
哲
学
の
受
容
初
期
か
ら

認
め
ら
れ
る
。

（
９
）　

フ
ィ
ッ
シ
ェ
ル　

Friedrich T
heodor V

ischer

（
一
八
〇
七
〜
一
八
八

七
）
は
、
ド
イ
ツ
の
ヘ
ー
ゲ
ル
学
派
に
属
す
る
美
学
者
で
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
工
業

大
学
、
チ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
大
学
教
授
で
あ
る
。

（
10
）　

フ
ォ
ル
ケ
ル
ト　

Johannes V
olkelt

（
一
八
四
八
〜
一
九
三
〇
）
は
、

ド
イ
ツ
の
哲
学
者
で
、
美
学
者
で
も
あ
る
。
美
学
の
上
で
感
情
移
入
説
の
立
場

を
と
っ
た
人
物
で
、
日
本
で
は
彼
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
。

（
11
）　

グ
ロ
ー
ス　

K
arl Groos

（
一
八
六
一
〜
一
九
四
六
）
は
、
ド
イ
ツ
の
美

学
者
で
あ
り
、
遊
戯
衝
動
説
を
唱
え
た
。
彼
は
、
心
理
学
的
な
生
物
進
化
論
か

ら
美
の
発
生
に
関
す
る
研
究
に
着
目
し
た
。

（
12
）　

ジ
ー
ベ
ッ
ク　

H
erm

ann Siebeck

（
一
八
四
二
〜
一
九
二
〇
）
は
、
感

情
移
入
説
の
立
場
を
と
っ
た
美
学
者
で
あ
る
。

（
13
）　
『
帝
国
文
学
』
の
記
述
も
調
査
し
た
が
、
管
見
の
限
り
『
早
稲
田
文
学
』

の
ほ
う
が
、
そ
の
注
目
は
早
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
14
）　

島
村
抱
月
「
動
的
美
学
」『
早
稲
田
文
学
』
第
二
号
、
一
九
〇
六
年
二
月
、

一
五
〇
・
一
五
一
頁

（
15
）　

同
前
、
二
六
頁

（
16
）　
『
早
稲
田
文
学
』
第
七
二
号
、
一
九
一
一
年
一
一
月
、
三
二
頁
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（
32
）　

藤
井
健
治
郎
（
一
八
七
二
〜
一
九
三
一
）
は
、
一
八
九
五
年
に
東
京
帝
国

大
学
哲
学
科
へ
入
学
し
、
大
学
院
へ
進
ん
だ
後
、
東
京
専
門
学
校
の
教
員
と
な

っ
た
。

（
33
）　

波
多
野
精
一
（
一
八
七
七
〜
一
九
五
〇
）
は
、
宗
教
哲
学
者
で
あ
る
。
東

京
帝
国
大
学
哲
学
科
を
卒
業
し
、
大
学
院
で
は
ケ
ー
ベ
ル
に
師
事
し
た
。
一
九

〇
二
年
に
洗
礼
を
受
け
、
キ
リ
ス
ト
教
者
と
な
っ
て
後
、
ド
イ
ツ
へ
の
留
学
、

東
京
専
門
学
校
で
の
哲
学
講
義
を
お
こ
な
う
な
ど
、
積
極
的
な
仕
事
を
し
て
い

る
。
そ
の
後
、
京
都
帝
国
大
学
よ
り
招
か
れ
、
宗
教
学
講
座
の
教
授
と
な
っ
た
。

京
都
学
派
で
あ
っ
た
が
、
彼
の
思
想
の
独
自
性
は
極
め
て
強
い
も
の
で
あ
っ
た
。

（
34
）　

伊
藤
尚
「
リ
ッ
プ
ス
論
」『
早
稲
田
文
学
』
第
七
二
号
、
一
九
一
一
年
一

一
月
、
三
三
頁

（
35
）　

同
前
、
三
四
頁

（
36
）　

同
前
、
三
五
頁

（
37
）　

同
前
、
三
五
頁

（
38
）　

同
前
、
三
六
頁

（
39
）　

同
前
、
三
八
頁

（
40
）　

同
前
、
三
八
頁

（
41
）　

井
尻
楽
「
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
受
容
最
初
期
の
考
察
─
一
九
一
二
─
大
正

元
年
頃
の
内
と
外
」『
京
都
産
業
大
学
論
集
人
文
科
学
系
列
』
第
三
六
号
、
二

〇
〇
七
年
三
月
、
六
二
〜
九
二
頁

（
42
）　

伊
藤
尚
「
リ
ッ
プ
ス
論
」『
早
稲
田
文
学
』
第
七
二
号
、
一
九
一
一
年
一

一
月
、
三
八
頁

学
で
あ
り
、
人
間
の
経
験
か
ら
全
て
の
現
象
を
判
断
す
る
立
場
で
あ
る
。

（
23
）　

フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
に
隆
盛
し
た
純
理
論
は
、
イ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
カ
ン
ト

（
一
七
二
四
〜
一
八
〇
四
）
の
『
純
粋
理
性
批
判
』
に
顕
著
で
あ
る
。

（
24
）　

イ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
カ
ン
ト
は
、
ド
イ
ツ
観
念
論
を
体
系
化
し
た
哲
学
者
で

あ
る
。
カ
ン
ト
は
、
イ
ギ
リ
ス
経
験
論
を
受
容
し
て
お
り
、
ヒ
ュ
ー
ム
に
影
響

を
受
け
て
い
る
。

（
25
）　

唯
心
論
は
、
人
間
社
会
で
の
心
と
そ
の
動
き
に
重
点
を
置
い
た
哲
学
上
の

立
場
で
あ
る
。

（
26
）　

フ
ィ
ヒ
テ
（
一
七
六
二
〜
一
八
一
四
）
は
、
ド
イ
ツ
観
念
論
の
代
表
的
哲

学
者
で
あ
る
。

（
27
）　

ヘ
ー
ゲ
ル
（
一
七
七
〇
〜
一
八
三
一
）
は
、
ド
イ
ツ
観
念
論
の
代
表
的
哲

学
者
で
あ
る
。

（
28
）　

新
理
想
主
義
は
、
十
九
世
紀
後
半
か
ら
起
こ
っ
た
思
想
で
、
従
来
の
自
然

主
義
、
実
証
主
義
な
ど
を
批
判
す
る
立
場
で
あ
る
。
新
カ
ン
ト
派
や
オ
イ
ケ
ン
、

ベ
ル
グ
ソ
ン
な
ど
の
思
潮
を
指
す
。

（
29
）　

エ
ド
ガ
ー
・
ヴ
ィ
ン
ト
（
一
九
〇
〇
〜
一
九
七
一
）
は
、
形
式
主
義
や
ロ

マ
ン
主
義
の
批
判
を
お
こ
な
い
、
自
身
は
人
格
主
義
の
立
場
を
取
っ
た
哲
学
者

で
あ
る
。

（
30
）　

キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
（
一
八
一
三
〜
一
八
五
五
）
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
哲
学
者

で
、
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
の
批
判
的
立
場
に
立
っ
た
人
物
で
あ
る
。『
不
安
の
概
念
』

（
一
八
四
四
年
）
な
ど
の
著
述
を
残
し
て
い
る
。

（
31
）　

白
松
孝
次
郎
は
、
早
稲
田
大
学
哲
学
科
教
授
で
あ
る
。
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相
馬
御
風
・
中
村
星
湖
共
編
、
春
陽
堂
、
一
九
二
一
年
、
六
四
頁

（
56
）　

同
前
、
六
四
〜
六
五
頁

（
57
）　

稲
毛
詛
風
「
オ
イ
ケ
ン
及
び
ベ
ル
グ
ソ
ン
哲
学
講
話
」（『
文
芸
百
科
要
義
』

相
馬
御
風
・
中
村
星
湖
共
編
、
春
陽
堂
、
一
九
二
一
年
、
六
六
頁

（
58
）　

カ
ン
ト
『
純
粋
理
性
批
判
２
』
中
山
元
訳
、
光
文
社
、
二
〇
一
〇
年
、
八

六
〜
九
〇
頁

（
59
）　

阿
部
次
郎
『
美
学
』
岩
波
書
店
、
一
九
一
七
年
、
七
五
・
七
六
頁

（
60
）　

同
前
、
七
七
頁

（
61
）　

同
前
、
一
四
八
〜
一
四
九
頁

（
62
）　

桜
井
天
壇
（
一
八
七
九
〜
一
九
三
三
）
は
、
評
論
家
で
ド
イ
ツ
文
学
者
で

も
あ
る
。
東
京
帝
国
大
学
独
逸
文
科
を
卒
業
し
、
八
高
で
教
職
に
つ
く
。

（
63
）　

桜
井
天
壇
「
戯
曲
『
フ
ア
ウ
ス
ト
』
の
評
論
に
就
て
」『
帝
国
文
学
』
第

一
〇
巻
第
一
〇
号
、
一
九
〇
四
年
一
〇
月
、
一
〇
九
頁

（
64
）　

同
前
、
八
八
頁

（
65
）　

同
前
、
八
八
頁

（
66
）　

中
江
兆
民
（
一
八
四
七
〜
一
九
〇
一
）
は
、
ジ
ャ
ン
＝
ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
ソ

ー
を
日
本
へ
紹
介
し
、
自
由
民
権
運
動
の
指
導
者
と
し
て
知
ら
れ
る
。

（
67
）　

桜
井
天
壇
「
戯
曲
『
フ
ア
ウ
ス
ト
』
の
評
論
に
就
て
」『
帝
国
文
学
』
第

一
〇
巻
第
一
〇
号
、
一
九
〇
四
年
一
〇
月
、
八
九
頁

（
68
）　
『
木
山
熊
次
郎
遺
稿
』
内
外
教
育
評
論
社
編
、
内
外
教
育
評
論
社
、
一
九

一
三
年
参
照

（
69
）　

木
山
熊
次
郎
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
に
表
れ
た
る
ゲ
ー
テ
の
哲
学
的
思
想
」『
帝

（
43
）　

同
前
、
三
九
頁

（
44
）　

同
前
、
三
九
頁

（
45
）　

同
前
、
三
九
頁

（
46
）　

同
前
、
三
九
頁

（
47
）　

同
前
、
四
〇
頁

（
48
）　

同
前
、
四
二
頁

（
49
）　

伊
藤
尚
「
リ
ッ
プ
ス
の
美
学
説
」『
研
精
画
誌
』
第
五
七
号
、
一
九
一
二

年
一
月
、
三
頁

（
50
）　

カ
ン
ト
の
認
識
論
は
、
合
理
主
義
と
経
験
論
を
統
合
し
た
も
の
で
あ
る
。

感
性
と
悟
性
に
よ
っ
て
物
事
を
認
識
す
る
経
験
の
こ
と
を
い
い
、『
純
粋
理
性

批
判
』
に
詳
し
い
。

（
51
）　

ス
ペ
ン
サ
ー
の
遊
戯
本
能
説
は
、
社
会
進
化
論
の
流
れ
を
く
む
も
の
で
、

人
間
の
本
能
に
と
も
な
う
快
楽
の
問
題
も
含
ま
れ
て
い
る
。
当
時
の
日
本
で
の

ス
ペ
ン
サ
ー
受
容
は
、
自
由
民
権
運
動
と
も
関
連
し
た
中
で
進
ん
で
い
る
こ
と

も
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。

（
52
）　

稲
毛
詛
風
「
オ
イ
ケ
ン
及
び
ベ
ル
グ
ソ
ン
哲
学
講
話
」『
文
芸
百
科
要
義
』

相
馬
御
風
・
中
村
星
湖
共
編
、
春
陽
堂
、
一
九
二
一
年
、
六
五
頁

（
53
）　

同
前
、
六
五
頁

（
54
）　

稲
毛
詛
風
（
一
八
八
七
〜
一
九
四
六
）
は
、『
中
央
公
論
』
の
記
者
を
経
て
、

『
創
造
』
を
発
刊
し
た
。
学
者
で
も
あ
り
、『
オ
イ
ケ
ン
の
哲
学
』（
大
同
館
書
店
、

一
九
一
三
年
）
な
ど
、
哲
学
と
教
育
に
関
す
る
著
述
が
多
数
あ
る
。

（
55
）　

稲
毛
詛
風
「
オ
イ
ケ
ン
及
び
ベ
ル
グ
ソ
ン
哲
学
講
話
」『
文
芸
百
科
要
義
』
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伊藤尚と阿部次郎の感情移入説

（
84
）　

同
前
、
一
八
一
〜
一
八
二
頁

（
85
）　

同
前
、
一
九
六
頁

（
86
）　

阿
部
次
郎
『
倫
理
学
の
根
本
問
題
』
岩
波
書
店
、
一
九
一
六
年
、
一
頁

（
87
）　

同
前
、
二
四
・
二
五
頁

（
88
）　

同
前
、
三
〇
頁

（
89
）　

阿
部
次
郎
『
人
格
主
義
』
岩
波
書
店
、
一
九
二
二
年
、
五
六
頁

（
90
）　

同
前
、
五
七
頁

（
91
）　

同
前
、
六
一
頁

（
92
）　

同
前
、
六
二
頁

（
93
）　

同
前
、
六
三
頁

（
94
）　

同
前
、
九
五
・
九
六
頁

（
95
）　

同
前
、
一
一
六
頁

（
96
）　

同
前
、
一
一
七
頁

（
97
）　

同
前
、
一
九
二
二
年
、
一
一
八
・
一
一
九
頁

（
98
）　

阿
部
次
郎
『
美
学
』
岩
波
書
店
、
一
九
一
七
年
、
三
七
・
三
八
頁

（
99
）　

同
前
、
三
八
頁

（
100
）　

同
前
、
三
九
・
四
〇
頁

（
101
）　

竹
内
仁
（
一
八
九
八
〜
一
九
二
二
）
評
論
家
。
片
上
伸
の
実
弟
で
あ
る
が
、

一
九
一
七
年
に
竹
内
氏
の
養
嗣
子
と
な
っ
た
。

（
102
）　

杉
山
平
助
（
一
八
九
五
〜
一
九
四
六
）
評
論
家
。
小
説
『
一
日
本
人
』（
一

九
二
五
年
）
で
生
田
長
江
に
認
め
ら
れ
、
世
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
文

芸
評
論
を
主
に
執
筆
し
た
人
物
で
あ
る
。

国
文
学
』
第
一
一
巻
第
一
号
、
一
九
〇
五
年
一
月
、
三
七
頁

（
70
）　

同
前
、
四
〇
頁

（
71
）　

久
保
田
勝
彌
「『
フ
ア
ウ
ス
ト
評
論
』
を
読
み
て
」『
帝
国
文
学
』
第
一
九

巻
第
七
号
、
一
九
一
三
年
七
月
、
七
一
頁

（
72
）　

平
田
元
吉
「
近
代
の
芸
術
観
」『
帝
国
文
学
』
第
一
六
巻
第
七
号
、
一
九

一
〇
年
七
月
、
二
頁 

（
73
）　

同
前
、
五
頁

（
74
）　

同
前
、
五
頁

（
75
）　

同
前
、
十
頁

（
76
）　

阿
部
が
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
の
翻
訳
を
お
こ
な
う
の
は
、
一
九
三
七
年
だ
が
、

そ
の
経
緯
に
つ
い
て
「
当
時
ゲ
ー
テ
全
集
を
出
し
て
い
た
改
造
社
の
山
本
実
彦

社
長
の
熱
心
な
慫
慂
に
動
か
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
」
と
、
佐
藤
明
氏
は
『
阿
部

次
郎
全
集
』
第
四
巻
の
解
説
（
角
川
書
店
、
一
九
六
一
年
、
三
四
二
頁
）
で
述

べ
て
い
る
。

（
77
）　

阿
部
次
郎
『
美
学
』
岩
波
書
店
、
一
九
一
七
年
、
一
五
〇
・
一
五
一
頁

（
78
）　

同
前
、
一
五
四
〜
一
五
五
頁

（
79
）　

同
前
、
一
五
九
〜
一
六
〇
頁

（
80
）　

同
前
、
一
六
七
・
一
六
八
頁

（
81
）　
『
阿
部
次
郎
全
集
』
第
一
六
巻
、
角
川
書
店
、
一
九
六
三
年
、
五
二
頁

（
82
）　

拙
稿
「『
絵
画
の
約
束
』
論
争
─
「
印
象
」
か
ら
「
象
徴
」
へ
向
か
う
時

代
の
な
か
で
」『
日
本
研
究
』
第
四
一
集
、
二
〇
一
〇
年
三
月
、
三
四
三
頁

（
83
）　

阿
部
次
郎
『
美
学
』
岩
波
書
店
、
一
九
一
七
年
、
一
七
〇
頁
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（
103
）　

阿
部
次
郎
『
人
格
主
義
』
岩
波
書
店
、
一
九
二
二
年
、
九
五
・
九
六
頁

（
104
）　

同
前
、
一
〇
八
頁

（
105
）　

同
前
、
一
〇
九
・
一
一
〇
頁

（
106
）　

同
前
、
一
一
〇
頁

（
107
）　

同
前
、
一
一
〇
・
一
一
一
頁

（
108
）　

同
前
、
一
一
二
・
一
一
三
頁

（
109
）　

同
前
、
一
一
三
頁

（
110
）　

同
前
、
一
一
三
・
一
一
四
頁

（
111
）　

同
前
、
一
一
四
頁

（
112
）　

同
前
、
一
三
〇
頁

（
113
）　

同
前
、
一
三
一
・
一
三
二
頁

（
114
）　

同
前
、
一
三
三
頁

（
115
）　

同
前
、
一
三
四
・
一
三
五
頁

（
116
）　

同
前
、
一
四
六
頁

（
117
）　

同
前
、
一
四
八
・
一
四
九
頁

（
118
）　

同
前
、
二
〇
五
頁

（
119
）　

同
前
、
三
〇
五
頁

※
本
文
引
用
に
あ
た
り
、
旧
字
を
新
字
に
改
め
た
。


